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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ざ・がーどまん










「倉そう庫この警けい備びぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」


　彼のことばにあたしはしんそこ、不満の声をはり上げた。


「そう。倉庫の警備だ」


　その不満の声を気にもせず、彼──ローデンさんはあっさりと言った。


　この町──いや、この地方一番の大商人で、四十がらみの、かっぷくのいいおっちゃんである。


　あたしが町のメシ屋で、執しつ事じさんに、『仕事がある』と声をかけられた時には、どんなにおいしい話かと、胸はずませてやって来たのだが──


　まさか、倉庫の警備なんぞとゆーおとなしいしごとだろうとは……


「むろん、倉庫の警備、といっても、ただ単に警備だけやってもらいたいわけでも、警備員として職についてくれ、と言っておるわけでもない。


　ふつうの警備員ならすでに雇やとっておる。


　あんたにやってもらいたいのは、最近ちょくちょくやって来る、盗ぬすっ人とどもを捕つかまえることだ」


「なるほど……そーゆーことですか」


　ようやくあたしは納なつ得とくした。


「二か月ほど前からのことだが……うちの倉庫が、ちょくちょく盗っ人どもにやられるようになった。


　もちろんこちらとて、警備のものはいるのだが……」





　ばたんっ！





　ローデンさんの声をさえぎり、部へ屋やの扉とびらが大きく開いた。


　立っていたのは、としの頃ころ二十歳はたち前後の美青年。


　しかし今は、怒いかりに満ちたその表情のせいで、ハンサムくんも台なしである。


「どういうことだよっ!?　おじさんっ!?」


　彼は、つかつかつかっ、とローデンさんに歩み寄り、あたしの方をびしぃっ！　と指さして、


「こんなのを警備に雇やとうなんてっ!?」


　……こ……こんなの……


「落ち着け。クロード」


　青年の剣けん幕まくに、苦にがい口く調ちようで言うローデンさん。
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「落ち着いていられるわけがないだろ!?　僕ぼくという警備主任がありながら、こんな得え体たいの知れない流れ者を雇うなんて！


　これじゃあこの僕が無能みたいに見えるじゃないか！


　そりゃあ、ここふた月で、十回ほど盗っ人どもにしてやられたけど……」


　……立りつ派ぱに無能だと思うけど……


　二人の話からすると、どーやらこのクロードとかいう男、ローデンさんの甥おいか何かで、そのコネだけで警けい備び主任に納おさまっているようである。


「まあ聞け。クロード。


　お前が無能だなどとは誰だれも思っておらん」


　あたしはしんそこ思ってる。


「ただ、相手がこちらより一枚上なだけだ。


　手口からして、相手はかなり場ば数かずを踏ふんだプロだろう。


　となればこちらも、プロを使うしかないが、体たい面めん上、町の警備隊に頼たのむわけにはいかんだろう。


　だから、旅の人間に頼むわけだ」


　──なるほど。


　たしかあたしの記き憶おくでは、ローデンさんは、この地方の領主ロードのおかかえ商人だったはず。


　もし、これだけひんぱんに盗ぬすみの被ひ害がいを受けた、なんぞということが領主ロードの耳に届とどいたら、警備のずさんさを理由に、出入り禁きん止し、とかいう事じ態たいにもなりかねない。


　彼としては、ほとんど行きずりのあたしを使って、ことを内ない密みつのうちに解決したいのだろう。


「ともあれクロード。これはもう、わしが決めたことだ。


　お前にも、このかたに協力してもらおう。わかったな」


「おじさん!?」


「これは雇やとい主としての命令だ」


「……くっ……」


　きっぱりはっきり言い放たれて、クロードとやらは絶句した。


「……わかりましたよっ！」


　ヤケクソ気味に言い捨てて、彼は、とっとと部屋をあとにした。


　やがてしばし気まずい沈ちん黙もくのあと──


「──失礼した。ともあれあなたには、そういうことで、この仕事をお願いしたい。報ほう酬しゆうは──」





「言っとくけど、おじさんのたっての頼たのみだからこそ、あんたにいろいろと教えてやるんだからな」


　結局──


　報酬のおいしさにつられてあたしはしごとを受けることとなり、くわしい事情をクロードから聞くことになったのだが……


　開口一番、彼のほざいたセリフがそれだった。


　一瞬あぜんとするあたし。


「こそどろなんぞ、この僕でも捕つかまえることができるんだけどな。ま、相手が何者かもわからないし、へたなことしてケガなんてしたくないし」


　むかむかむかむかっ。


　怒いかりはあとからやって来た。


「ま、こーいう野や蛮ばんなことは、野蛮……」





　どげしげししっ！





　うむを言わさぬあたしの蹴けりが連打でクロードを直ちよく撃げきした！
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「……な……何をっ……!?」


「言い忘わすれてたけど──」


　抗こう議ぎの声を上げながら、よらよろ身を起こすクロードに、びっ！　とあたしは指をつきつけ、


「これ以上言ったら蹴るわよ」


「言い忘れるなっ！　そーいうことはっ！」


「ともあれ」


　ずずいっ、と、あたしはジト目のアップでクロードをにらみつけ、


「あんたが今の今までどろぼうとっ捕まえられなかったせいで、あたしの出番になったんだから。


　そーゆーイジけた発言してるヒマがあったら、とっとと事情を説明してね」


「……わ……わかった……


　とりあえず……現場の倉そう庫こに行こう」





「うをををををををををっ！」


　倉庫に入ったそのとたん、あたしは思わず声を上げていた。


　屋敷の敷しき地ち内にある、かなり広い倉庫の中。しつらえられた無数の棚たなには、さまざまなモノが山積みされていた。


　それほど珍めずらしくもないモノも、もちろんあるが──


「ひょええええええっ！　レムール貝の干ひ物ものがこんなにいっぱいっ！　こっちはレキタイトの工芸品ねっ！　をををををっ!?　これは噂うわさに聞く幻まぼろしの……!!」


「……おい……」


「んっふっふっふっふ！　おたからよっ！


　おーたーかーらーよーっ！　みーんなこれがあたしのもんよーっ！」


「だああああっ！　違うだろうがっ！」


　……はっ……！


　背中でわめいたクロードの声に、あたしはようやく我に返った。


「……な……なかなかの品ぞろえじゃないの。それも金目のものばっかし」


「ああ。この倉庫には、もっぱら高級品ばかりが置いてある」


　平へい静せいを装よそおって言ったあたしに、彼はあっさりとそう言った。


「この倉庫……って、ここのほかにも倉庫、あるわけ？」


「もちろんだ。あまり値の張らないもの、かさばるものは、町の中の別の倉庫に保管してある」


「それで── 今までに狙ねらわれたのは、この倉庫だけなの？」


　倉庫の中をぐるりと見み渡わたし、あたしは聞いた。


　出入口はひとつ。窓はなし。扉とびらは観かん音のん開きの大きな鉄扉。


　これといって特とく徴ちようもない、ごくごくふつーの倉庫である。


「その通りだ。


　町の倉庫は、ローデンおじさんが雇やとった、別の者が警けい備びしてる。


　ただし、ほかの倉庫にあるのは、それほど金にならないものばかりだ。


　その点、ここに置いてあるものは、あまりかさばらず、しかも金目のものばかり」


「なるほど……


　それで、カギはどうだったの？」


「開けられていた。


　もちろん、何度か鍵かぎは変えてみたが、それでもやはり、結果は同じだ」


「ふぅむ……


　──で、今までに盗ぬすまれたもののリストとかはある？」


「ああ。これだ」


　クロードが、どこからともなく取り出したリストにあたしは目を通し──


「……ふぅん……『とことん高価で貴き重ちようなモノ』ってのは盗まれてないのね」


「ああ。今まで盗まれてきたのは、どういうわけか、そこそこの金にはなる、といった程てい度どのシロモノばかりだ。


　──もっとも──これだけたてつづけにやられると、被ひ害がいの額がくも大きいが」


「ふむ──」


　あたしはしばし考えて、


「──とすると──相手はプロだって可能性が高いわ」


「プロ？」


「ええ。たとえば、世界にいくつしかない宝たから、とかいうようなシロモノなら、そりゃあ値打ちはあるけど、さばきにくい上に足もつきやすいわ。


　その点、『高価だけども、世間に出回ってるモノ』なら、どうとでもお金にかえられるし、足もつきにくい。


　それに、腕うでのいいプロなら、たとえどんなカギだって、針はり金がねの一本もありゃああっさり開けちゃうわよ。


　それで── 事件のあった時間は？」


「犯行は、僕たちの警備のすきをついて、必ず夜に行なわれてる」


「夜のいつごろかは見当つかないの？　たとえば、真夜中とか、明け方近くだとか」


「さあ……なにしろぐっすりひと晩ばん眠って、翌朝起きたら盗まれてる、ってパターンばかりだからな」


　………………？


「……夜の警備は？」


「やってない」


　……をうい……


「……えと……なんだって、夜の警備やってないわけ？」


「ふっ。そんなこともいちいち説明しなくちゃわからんのか？」


　彼は、ケーベツしまくった目であたしを眺ながめ、


「夜中、外に出るのはこわいからに決まってるじゃないか」


　言って、金色の髪かみをふぁさぁっ、とかき上げる。


　……あぁ……そぉ……


「子供の頃ころに聞かされた、怪かい談だん話ばなしの数々！


　暗くなって、ひとりで荷に車ぐるまを転ころがしてると、道ばたで泣ないてる女の子がいる。迷まい子ごだと思って乗せてやり、しばらく行くと……


　ああああああっ！　こんな話、今でも思い出しただけでっ！


　夜中になってから、こんな話を思い出したりしようもんなら、あたりの見回りなどとんでもない！　それこそもう、あとはベッドにもぐり込んで寝ねるしかないじゃないか」


「……そいじゃあその……ほかの警備のひとたちは……」


「ふっ。警備隊長のこの僕がのうのうと寝てるのに、ほかのみんなが、ちゃんとやってるわけないだろ？」


　……はぁぁぁぁぁ……


　あたしは思わずため息ひとつ。


「……ま……それじゃあ、ドロボーがつかまるわけないわね……」


「なんだとぉっ!?　この僕を無能よばわりする気かっ!?」


「……いや……有能とか無能とかゆー以前の問題で……」


「今までも、残っていた足あとを調べたり、町に行って、盗まれたのと同じものを売りさばいた奴やつがいなかったか、などとちゃんと調べてるんだっ！」


「そーゆーのは『警備』じゃなくって、『捜そう査さ』ってゆーのよっ！


　とにかくっ！　今日からは徹てつ夜やで張はり込こみやるから、あんたもつきあうのよっ！」


「なんだとぉぉぉぉぉぉぉっ!?」


　あたしのことばに、クロードは、天地が裂さけるかのような声をはり上げて、


「よ……よりにもよって徹夜で張り込み！


　そんな恐おそろしいことができるわけないじゃないかっ！


　そもそも人間が闇やみを恐れるのはすなわちその本能がゆえ！　それを抑おさえてまで夜中に警備をするなんて、いわば大自然の摂せつ理りに逆さからうも同然！」


　……だ……大自然の摂理って……


「それに体にもよくないし、他人からは、不健康な生活と後ろ指を指されるし……」


「やかましいっ！」


　ごげっ！


　言うと同時に、あたしの右の拳こぶしが、まともにクロードをはり倒たおす。


「大の男が、子供みたいなわがまま言ってないでっ！　とにかくっ！　やるといったらやるのよっ！　わかったわねっ！」


「……な……なんで僕までっ!?　張り込みをやりたいのなら、ひとりでやればいいじゃないかっ!?」


「ふっ。わかってないわね。乙女おとめ心ごころとゆーもんが」


「おとめごころ？」


　彼は一瞬、いぶかしげな表情を浮かべてから、やおら納なつ得とく顔で、ふぁさっ、と髪かみをかき上げて、


「ふっ……なるほど、そういうことか。


　乙女心……それに気づかないなんて、我ながら、野や暮ぼな話だったよ。


　けれど、そういうことなら、わがわざ夜を待たなくても、今ここで押し倒して──」


「あほかぁぁぁぁっ！」





　ごめげっ！





　怒いかりにまかせたあたしの蹴けりが、こちらに手をのばしたクロードの顔面を直ちよく撃げきした。


「どこをどう解かい釈しやくしたらそーゆー話になるのよっ!?


　あたしが言いたいのは、こっちがひと晩中起きて張り込んでる時に、あんたがぐーすか高いびきかいてるかと思うと、腹が立つから、ってことよっ！」


「……そ……そーゆーのを乙女心とゆーのか……？」


「最近は言うのよっ！


　それにっ！


　あんたにしたって、あたしがひとりであっさり犯人とっ捕つかまえちゃったら、あんた、それこそ無能のレッテル貼はられるわよ。


　それがいやなら、あたしといっしょに、ドロボーを捕まえるのに手ぇ貸しなさい」


「……[image: ]っ……」


　さすがにこの反撃はイタかったか、クロードはしばし考え込み、


「──わかった。僕も手つだおう……」


　答えて彼は、こっくりうなずいたのだった。





「── 来たわよっ！」


　倉庫の奥──闇の中に身をひそめ、あたしは小さく声を上げた。


　それは、張り込みをはじめて四日目の夜のことだった。


「来たって何がぁっ!?」


　あたしのことばに、おびえた声を上げるクロード。


　どーやら、この数日の張り込みのうち、たいくつしのぎにあたしが話した怪かい談だんの数々のせいで、完全にビビり倒しているようである。


「しっ！　声を立てないでっ！　たぶん、例のドロボーたちよっ！」


「なんだって!?」


　彼は小さく声を上げ、あたしといっしょに、入り口のほうの気け配はいをうかがう。


　やがて──


　がちゃがちゃっ。かちっ。


　カギの開く音。そして──


　ぎっ。ぎぃっ。


　扉とびらの開く音とともに、おぼろげな月の光が、まっ暗な倉庫の中にさし込んだ。


　あたしたちが潜ひそんでいるところからは、連中のいる場所が丸見えである。


　人数は四人。


　彼らはふたたび倉庫の扉を閉じ──そして、ランプの淡あわい光が四つ、闇の中に灯ともる。


　やがて彼らは、床板をきしませる小さな音だけを立て、ひとこともしゃべらぬまま、思い思いにちらばって、あたりのモノを物ぶつ色しよくしはじめる。


　よーし。まずは、連中の退たい路ろを断つ。


　外で張り込みをしていれば、倉庫の扉を締しめるだけでことは足りたのだが、いかんせん外には、はり込みに適てきした、身を隠かくせるような場所がなかったのだ。


　ついでに言うと、夜よ露つゆに濡ぬれるのヤだったし。


「……クロード、あたしが出口のとこにまわり込むから、ころあいを見み計はからって、あんた、『動くな』とかなんとか声を上げて。


　逃にげる連中はあたしがはり倒すわ」


「……わかった……」


　応こたえた彼をその場に残し、あたしは、そろぅりそろぅりと、戸口の方へ歩みを進める。──よーし。もうあと……


「動くなぁっ！」


　クロードが、いきなし声をはり上げたのは、出入口までの半分ほどに来た時だった。


　──早すぎるっ！


　などと思ってももう遅い！　ドロボーたちは、一瞬、びくんっ！　と身をすくませて、出入り口へと殺さつ到とうした。


　えーいっ！　しかたないっ！


　あたしも一気にダッシュをかける！


　一人目と二人目とが、扉から外へと姿を消し──


「インバァァス・ロイヤル・クラァッシュ！」
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　ごりゅっ！





　あたしの放った飛び蹴げりが、扉にたどり着いた三人目の後頭部を直撃した！


　むろん、名前に『ロイヤル』とつけているのはダテじゃない。足が当たったその瞬間、ぐりっ、とひねりを加えてある。


　相手が完全にノビたことを確かめて、あたしはふたたび倉庫の中へと向きなおる。


「うぉりゃああああああああっ！」


　ヤケになったか、四人目が、おたけび上げてつっかかって来る。その右手には、ランプの淡あわい光を浴あび、にぶく輝かがやく短剣一本！


　しかし──まだまだ甘いっ！


　げしっ！


　身をかわしざま、あたしの放った右の蹴りが、モロにカウンターと化して、男のあごを蹴りあげた。


　どぅんっ！


　ド派は手でな音立て、床の上へと倒れ伏す。


　こちらも一撃で完全にノビた。


「クロード！　こいつらお願い！」


　倉庫の奥の彼に言い捨て、あたしは身をひるがえし、夜の中へと躍おどり出た。


　最初の二人を逃にがすつもりはむろんない。


　逃がせば彼らは、今までに盗ぬすんだものを、二人だけで持ち逃げするだろう。


　倉庫を出てすぐのところに、地面にころがり、壊こわれて燃えてるランプがふたつ。目印になると悟さとって投げ捨てたか。


　なかなか賢けん明めいな判断である。


　だが、それほど遠くには行っていないはず。


　あたりの闇やみに目をこらせば、何やらうごめく影かげふたつ！


　見つけたっ！


　そちらに向かってかけ出しながら、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術をとなえ、低空で一気に加速をかけた！


　そのまま二人に追いつくと──


　ごっ！


　そのいきおいで、片方をまともに跳はね飛ばし、連中の前にまわって術を解とく。


　びしぃっ！　と指をつきつけて、


「そこまでよっ！　逃にげられるなんて思わないことねっ！」


「……っちぃっ！」


　跳はね飛ばされた方の奴やつも身を起こし、二人は短剣をかまえると、じりじりとあたしとの間合いを詰つめる。


　──その『じりじりと』が、彼らにとって、命とりとなった。


　二人がじりじりやってる間に、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「爆裂陣メガ・ブランド」





　ばごぉぉぉぉぉん！





　一いち撃げきで、あっさり吹っ飛ぶ男たち。


　ふっ。たあいもない。


　倒れた男の手の中で、サファイア製の神像が、月の光を受け、かがやいていた。





　あたしのこの活躍に、ローデンさんは、おおよろこびだった。


　ドロボーたちを捕つかまえた翌日の話である。


　彼は、あたしの活かつ躍やくをほめたたえ、活躍してないクロードもほめちぎり、『二人ともよくやった』などと言い、ドロボーたちを、町の警備隊につき出した。


　彼いわく、自分たちの手で犯人を捕まえた以上、ことが公になってもかまわない、ということだそうな。


　かくてあたしは、約束の依頼料を受けとって、ローデンさんの屋や敷しきをあとにしたのだった。


　それが、今日の昼のこと。


　そして今──


　闇やみにまぎれて、あたしはふたたびやって来た。


　ここ──ローデンさんの屋敷の倉庫へと。


　浮遊レビテーシヨンの術で、倉庫の屋根の上へと登のぼり、身を伏ふし、しばし待つそのうち──


　やがて近づくひとの気け配はい。


　がちゃっ。がちゃがちゃっ。


　倉庫のカギが小さく鳴った。


　扉が開き、しばしの沈ちん黙もく。おそらく中で、品物を物ぶつ色しよくしているのだろう。


　……っきぃっ……


　やがて、小さく扉のきしむ音。


　どうやら出てきたようである。


　おーし。ならばそろそろ……


　あたしは口の中で小さく呪文を唱え、ふたたび浮遊レビテーシヨンを使い、音もなく、扉の前に降り立った。


　……かちゃりっ。


　その人物は、鉄の扉にカギをかけ、くるり、とこちらをふり向いて……


「うわっ!?」


　彼は驚おどろきの声を上げた。


「……ど……どうして……？」


「なーに。ちょっと、真犯人をつかまえよーかと思ってね。クロードくん」


　動どう揺ようの色を浮かべた彼に、あたしは言った。





「……ど……どうして……？」


　さきほどと、全く同じセリフをくり返す彼。


　ま、さっきの『どうして』は、『なんでお前がこんな所に？』で、今の『どうして』は、『なぜ僕が犯人だとわかった？』という意味だろうが。


「かんたんよ。きのうとっ捕つかまえた連中が、やたら高い工芸品を盗ぬすんでたからよ。


　変だな、とは思ったのよ。


　どう考えたって、手口が違うし。


　それに連中、『町で盗ぬすみを頼たのまれた。ここに盗みに入るのははじめてだ』って言ってたでしょ。


　ローデンさんや、警備隊のひとは、ぜんぜん聞く耳持たなかったみたいだけど──


　手口の不自然さと考えあわせりゃ、答えはひとつよっ！


　──たぶんあんたは、小こ遣づかいほしさか何かで、倉庫の中のモノをちょくちょく持ち出しては売りさばき、それをドロボーのせいにしてたのねっ！


　大物を盗まなかったのは、ことを大きくしたくなかったのと、足がつきにくくするためと、そして何より、あんたの根こん性じようがなかったから。


　ところが、たびかさなる盗とう難なん事件に業ごうをにやしたローデンさんが、旅のあたしをドロボー退治に雇やとった。


　危険を感じたあんたは、昼間、こっそり町へ行き──たぶん、誰か人を仲ちゆう介かいして、きのうのドロボーたちに、ここに盗みに入るように持ちかけた。


　みごと彼らが捕まれば、今までの盗みはみんな、彼らのしわざ、ということになるわ」


　あたしのことばに、クロードは、ロコツに動どう揺ようの色を浮かべつつ、


「な……何を証しよう拠こに、こんな根も葉もないことをっ……!?」


「……あ……あんたねぇ……」


　あたしはジト目で彼をにらみつけ、


「この真夜中に、ひとりでこそこそ倉そう庫こから、両手いっぱいのモノを持ち出して、『何を証拠に』もくそもないでしょーが……」


「……くっ……！　気づいたかっ!?」


　気づくって。ふつーは。


　もはや言い逃のがれはきかぬと悟さとったか、彼は、両手に抱かかえた品物の数々を、ばらぁっ！　とあたりにほうり出し、


「ふっ！　気づかれたからには。悪いけど、きみの口を塞ふさぐのみ！　僕の実力……」





　げしっ。





　たわごとなんぞ、聞く耳持たん。


　いともむぞうさにあたしの放った一発の蹴けりが、あっさりとクロードをぶち倒した。
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「何ということだっ！」


　あたしの説明を聞き終えて、ローデンさんは激げき怒どした。


　そりゃそーだろう。


　まがりなりにも信用してた、実の甥おいに裏切られたのだ。


　ひょっとしたら、真夜中にたたき起こされた、とゆーのも、怒いかりにひと役、かっているかもしんないけど。


「……この……！」


　後ろ手に縛しばられて、声なくうつむくクロードに向かって、ローデンさんは、怒りの声をつまらせた。


　しばらく彼を見つめてから、あたしの方に、きっ！　と向きなおり、


「リナさんっ！　こんな男、もう叔お父じでもなければ甥でもないっ！　これ以上顔を見ているのも我が慢まんなりませんっ！　今すぐっ！　警備隊につき出してきてくださいっ！」


「そんな!?　おじさん……」


「だまっとれぇぇぇぇっ！　お前なんぞに叔父さん呼ばわりされるいわれはないわっ！


　さあっ！　リナさんっ！」


　……いや……腹の立つのはわかるけど……


「……けどローデンさん、こんな時間じゃあ、警備隊も……」


「金貨十枚出すっ！」


「行ってきます[image: ]」


　かくてあたしはクロードを連れ、一いち路ろ、警備隊の詰つめ所しよへと向かった。


「……たのむー……かんべんしてくれー」


　屋や敷しきを出るか出ないかのうちに、情けない声で泣きごとをほざき立てるクロード。


「やかましーわねっ！　ほらっ！　きりきり歩きなさいっ！」


「せめて夜が明けてからにしてくれーっ！　夜道は怖こわいんだよぉぉぉぉぉっ！」


「……怪かい談だんに弱いってぇのは演技じゃなかったわけね……」


「たのむぅぅ。役人につき出すのだけはかんべんしてくれぇぇぇ。見み逃のがしてくれたら金貨百枚……いやっ！　二百枚やるからぁぁぁ」


「口からでまかせ言わないのっ！　ンな甲か斐い性しようがあるんなら、もとから店のモノ盗ぬすんだりしてないでしょーがっ！……って、あれ？」


　などと話を交わすうち、あたしはぴたりっ、と足を止めた。


　道の端はしに、月の光を浴あびて輝かがやく小さなあれは──


「をををををっ!?」


　近ちか寄よってみれば、まちがいない。それは一枚の銀貨だった。


「らっきーっ[image: ]　銀貨よ銀貨っ！　くくぅっ！　やっぱし日ごろの行ないがいいといーことあるわねーっ！」


　あたしは銀貨を拾い上げ、ふところのサイフに……


　………………


　あれ？


「ないッ！　あたしのサイフがないっ!?」


「ふっ。日ひ頃ごろの行ないが……」


「どやかましいっ！」


　たわごとを抜かすクロードにケリ一発。


　──落ち着け。よーく思い出せ。


　宿を出た時にはたしかに持っていた。となると、落としたのは張り込みの時か、でなけりゃクロードと対たい峙じした時か……


　いずれにしても、ローデンさんの屋や敷しきの中で落とした可能性が高い。


「クロード、落としたサイフさがしに、ちょっと屋敷に戻もどるから。あんたも探さがすの手つだいなさいよ」


「……なんで僕が……」


「ンじゃあ先に警備隊の詰つめ所に行きましょうか？　それとも、ここでひとりで待ってる方がいい？」


「行くっ！　行きますっ！　僕もいっしょにサイフを探しますっ！」


「わかればよろしい」


　あたしはひとつうなずいて、クロードを引き連れ、屋敷へと戻る。


　家の横手を通り抜け、裏の倉庫へと回り込み──


　そこで、あたしは足を止めた。


　クロードが閉めたはずの扉が開いていた。


　倉の中にちらつくランプの明り。


「……何だ？」


　あたしの横で小さくつぶやくクロード。


　むろん、あたしにわかるわけはない。


　やがて、二人がしばらく様子を見るうちに、袋ふくろに何やらいっぱい詰めて、扉から姿を現わしたのは、ほかならぬローデンさん!?
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　盗とう品ひんのリストでも作ってたんだろか？


　それにしては、夜中にひとりでこそこそと……


　──ローデンさん？


　あたしが声をかけるより早く。


　彼の方がこちらに気がついた。


　一いつ瞬しゆん、夜目にもはっきりわかるほど、彼の体が硬こう直ちよくし──


「──リ……リナさんっ!?　それにクロードもっ!?」


　愕がく然ぜんとした声を上げる。


「……えっとあの……」


「いつ気づいたっ!?」


　あたしが何かを言う前に、彼は大声をはり上げた。


「……いやその……」


「その通りだ！　リナさん！　そしてクロード！


　店の金を使い込んだのがバレるのを、なんとかしようと考えていた時、起こったのがこの盗ぬすっ人と騒さわぎだ！


　……クロードが犯人だというのはすぐにわかったよ……


　そこでわしは、これを利用することを思いついたのさ！」


　あたしたちに見られて、よほど驚おどろいたのだろう。勝手にぺらぺらしゃべり出す。


　……こいつ……ンなことしてたのか……


　まあ、たしかに世の中には、『悪役は、ことの次し第だいをぺらぺらしゃべり倒さなくてはならない』って法ほう律りつあるけど……


　けっこぉ便べん利りかもしんない。


「クロードが実際に盗んだのより多くのものを盗まれたことにして、それで帳ちよう尻じりを合わせて、な！


　今日のこれで、すべての帳尻が合うはずだった！」


　言って、手にした袋ふくろを目で指した。


「しかし……今度は逆に、盗みのほうで、店の者たちが騒さわぎはじめてな！　そろそろここいらが潮しお時どき。クロードを追いつめ、すべての罪つみをかぶせるつもりで、きさまを雇やとったが……まさか、ここまで見破るとは思ってもいなかったぞっ！」


　……えっと……えっと……


　あたしはしばし考えたのち、びしぃっ！　とローデンさん──もとい、ローデンを指さすと、


「ふっ！　そんなこと最は初なっからお見通しよっ！　この程度の計画で、あたしをだませるなんて思ったら大まちがいよっ！　ちゃんと調べはついてるんですからねっ！」


　噓うそ八百を並べたてる。


「おおおおおおっ！」


　そんけーのまなざしであたしを見つめるクロード。


　……まあ……くそ正直に『ちっとも気づかんかった』などと言ってもいいのだが、それでは、あたしとローデン、双そう方ほうのメンツは丸つぶれである。


　ここはやはり、一発、知ってたフリをしてあげる、とゆーのが、世間さまのつきあい、とゆー奴やつだろう。


　彼は、手にした袋をほうり出し、


「しかし！　気づかれたからには、悪いが、口を塞ふさぐのみ！　わしの実力を見るがいい！」


　……このへんの行動パターンは、さすがクロードの身内だけあって、まったくそのまんまだったりする。


「ゆくぞぉっ！」


　吠ほえてローデンは、ふところから短剣を抜き放ち、あたしたちに向かってかけ寄り──





　……やられかたまでクロードと似たよーなもんだったことだけを述のべておこう。





　かくて、一つの事件は終わった。


　ローデンとクロードの二人は、そろって仲よく牢ろうにぶち込まれた。


　ローデンの店は、予想通り、領主ロードからの出入り禁止を食らったが、かわって、主となった男が、がんばって店を盛もり立てているらしい。


　最後に──


　落としたサイフが見つからなかったことだけを記しておく。





　……結局やっぱし赤字でやんの……







（ざ・がーどまん：おわり）










吸血の町










「今だっ！」





　ごめすっ！





　声と同時に飛んできた、石やら棒ぼうやら置き物やらが、とっさによけたあたしのそばをすり抜けて、まともにナーガを直ちよく撃げきした！











[image: ]








『うおおおおおおおおっ！』


　同時に、木や建物や柵さくの陰かげから、得え物ものを手に手に飛び出したのは、十人ほどの武装兵たち！


　ナーガの方にはむろんのこと、一体全体どーゆーわけか、あたしの方にまで向かって来る！


「爆裂陣メガ・ブランド」


　ちゅごどぉぉぉん！


『うををををををををっ!?』


　しかし、彼らは、ここまでたどり着くことなく、あたしの呪じゆ文もん一発で、いともあっさりふっ飛びまくった。


　……とりあえずふっ飛ばしてから気がついたのだが、見たところ、野や盗とうやごろつきのたぐいではなく、立りつ派ぱな正せい規きの兵士たちのようである。


　そんな連中が、なんだって、いきなし襲おそいかかって来たのか……？


「──説明してもらえるかしら!?　これは一体どういうことか？」


　最初の一いち撃げきでは、さしたるダメージを受けなかったか、はたまたもう復活したのか、ナーガが、手近に倒れてぴくぴくしていた男の一人に問いかけた。


　男は弱々しい声で、


「……答える……前に……聞いておきたいんだが……」


「何よ!?」


「……ひょっとして……あんたら……吸血鬼ヴアンパイアじゃあないのか……？」


「ふっ。冗じよう談だんも休み休みにすることね！」


「そうそう。彼女、たしかに怪あやしいかっこうしてるけど、吸血鬼ヴアンパイアじゃなくって、一応人間よ」


「……そ……そうか……」


　男はあたしたちの答えを聞くと、疲つかれたようなため息ひとつつき、


「……なら……単なる人ちがいだ……」


　──なるほど。


「爆炎舞パースト・ロンド！」


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」





　ぼぶぉどげごぉん！





　あたしとナーガの放った、腹立ちまぎれの攻こう撃げき呪文は、三たび、男たちをふっ飛ばしたのだった。





「──とまあ、話も丸くおさまったところで、もーちょっと詳くわしい話を聞かせてもらいましょーか」


「……何がどう丸くおさまったんだ？」


　体じゅうホータイだらけで、ベッドに横たわったまま、警けい備び兵へいたちの隊たい長ちようさんは、なぜか不満の口く調ちようで言った。


「あたしたちの精神的には丸くおさまったのよ。


　そっちに、もーちょっと波なみ風かぜ立てる根こん性じようあるなら、またまた呪文で応こたえてあげてもいーんだけど[image: ]」


「わかった！　認みとめる！　丸くおさまった！」


　あわてて言うと、隊長さんは小さくため息をつき、


「……そもそもこの町に、吸血鬼ヴアンパイアの被ひ害がいが出はじめたのは、今から一年ほど前のことだった……」


　こちらを見る彼の目に、おびえの色が混まじっているのは──


　……おそらく、吸血鬼ヴアンパイアにおびえているのだろう。……たぶん……


「夜ごと──というほどしょっちゅうではないが、それでも五、六日に一度ほどの割合で、町に住む、若い男や女が、吸血鬼ヴアンパイアの被害に遭あっているのだ。


　そこで我々はこうして、見み慣なれない奴やつを見るなり、問答無用ではり倒してから、『お前は吸血鬼ヴアンパイアか？』と尋たずねるようにしておるのだが……


　いまだもって、吸血鬼やつを見つけることはできておらんのだ……」


　言って、沈ちん痛つうな表情でため息ひとつ。


「……なんか……方法に問題があるよーな気がするんだけど……」


「世の中というのはな、お嬢じようちゃん、すべて問題なしに丸くおさまるようにはできておらんのだ……


　もうすこししたらあんたにもわかる」


「……いや……そーゆーことじゃなくって」


「それはともかく」


　団長さんは、あたしのことばを、沈痛な表情のままでさらりと受け流し、


「そんなこんなで、最近は、吸血鬼ヴアンパイアを恐おそれてか、旅人も寄りつかず、町はさびれる一方」


「けどそれって……ひょっとして、『吸血鬼ヴアンパイアを』じゃあなくて、『立ち寄るなり、問答無用でぼこぼこにされる』のを恐れてるんじゃあ……？」


「ともあれ、すべての原因が、吸血鬼ヴアンパイアにあることだけは事実だ」


　……また論点をすりかえる……


「どうやら見たところ、あんたらは魔ま道どう士しらしいな。となればあるいは、何かの方法で、吸血鬼ヴアンパイアのシッポをつかむこともできるかもしれん。


　……旅の人間にこんなことを頼たのむのは、我らとしては面めん目もくないのだが、なにしろ人手が少なすぎる。


　どうだろう？　ここはひとつ、何かの縁えんだと思って、吸血鬼ヴアンパイア退たい治じの手伝いを頼めんだろうか？」


　隊長さんの真しん剣けんなまなざしに、あたしはにっこりほほえむと、


「まっぴら[image: ]」


　きっぱりはっきり言い放った。


　──たしかに吸血鬼ヴアンパイアという奴やつは、ふつうの人間や、並みの戦士・魔道士にとっては十分な脅きよう威いとなる。


　ンなシロモノの討とう伐ばつを、たかが『何かの縁』なんぞでいちいち引き受けてた日には、それこそ命がいくつあっても足りない。


　しかしあたしが断わったのは、むろんそんな理由からではない。


　並みの人間ならいざ知らず、剣士にして天才魔道士たるこのあたし、リナ ＝ インバースと、あたしの金魚のうんちとはいえ、強大な魔力と無限の生命力を持つナーガの前には、吸血鬼ヴアンパイアなんぞはっきし言って敵ではない。


　にもかかわらず、このしごと、受けたくない理由が三つ。


　一つは、あまりもうけになりそうにないこと。


　一つは、いきなし襲おそいかかって来たよーな連中の頼みなんぞ、誰だれが聞いてやるもんかぃっ！　という人間的な理由。


　そしてもう一つ──『なんとなくヤだ』というのがそのわけだった。


　居い場ば所しよのわかっている相手ならばまだ、小こ遣づかいかせぎに、ちょちょいっ、と倒してやってもいいのだが、どこにいるのかわからないとなれば、探たん索さく、張り込みと、ジミチなしごとが待っている。


「……そうか……」


　隊長さんは重い息をつき、


「やっぱり吸血鬼ヴアンパイアが怖こわいんだな……」


「違うわよっ！」


「……無理をすることはないさ……たしかに手て強ごわい相手だからな……」


「ふっ！　笑わせないでもらいたいわねっ！」


　あたしが口を開くより早く、いともあっさりと、隊長さんの挑ちよう発はつに乗るナーガ。


　こらこらっ!?


「この白蛇サーペントのナーガにかかれば、たかが吸血鬼ヴアンパイアの一匹や二匹、ものの数じゃあないわ！」


「無理はせん方がいいぞ。命は大事にするんだな」


　あたしに口をはさむいとまを与えずに、なおも挑発する隊長。


「ほーっほっほっほ！　わたしを甘く見ないことねっ！」


「……こらっ！　ナーガっ！」


「たかが吸血鬼ヴアンパイア程度の相手、この白蛇サーペントのナーガが倒して見せるわっ！」


　……あああああああああっ！　言っちゃったぁぁぁぁぁぁぁぁっ！
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「そうか！　倒してくれるか！」


　ここぞとばかり、勝ちほこったような口調で言う隊長さん。


「……へ……？」


　ナーガもようやく我に返るが、時すでに遅し、という奴である。


　……はあぁぁぁぁぁぁぁぁ……


　……ま、こーなったらしかたないか……


　あたしは深いため息をつき、


「わかったわ……けどそのかわり、あなたたちも、できるだけ手つだってね……


　──それで、この町には、今、警備の兵士は全部で何人くらいいるの？」


「……それが……二十人……」


「にぢゅうにん!?」


　思わずあたしは声を上げた。


「それだけ吸血鬼ヴアンパイア騒さわぎが大きくなってるってのに、警備の兵士がたった二十人!?


　何やってんのよ!?　まさかこのこと、領主ロードに報告してないとか!?」


　あたしのことばに、隊長さんは重いため息をついて、


「……いや……むろん、この町のレオーネ伯はくにも報告して、話は領主ロードの耳にまで入っているそうなのだが……一向に本ほん腰ごしを入れてくれんのだ……」


　……うーむ……困った領主ロードもいたもんである。


　しかしともあれ、人員が動かせないとなれば、取るべき手段はただひとつ！


「となれば、待まち伏ぶせあるのみねっ！」


　ふつう吸血鬼ヴアンパイアというのは、習性なのか、はたまたそーいう法律でもあるのか、同じ相手から、何度かにわたってその血を吸い取る、という性質がある。


　ゆえに当然、一度か二度、被ひ害がいに遭あった人のところで待ち伏せをすれば、吸血鬼ヴアンパイアは、向こうの方からやって来る。


　そこを──叩たたく！


「それで隊長さん、最近、被害にあったひとで、まだ命をとりとめている人っています？」


「……ああ……いるにはいるよ……」


　あたしの問いに、彼は何やら言いにくそうに、


「……ざっと……七、八十人ほど……」


　………………


「──は？」


　思わず間まの抜ぬけた声で問い返すあたし。


　七、八十人ほど……って……？


「……奴はな、どういったわけか、一度血を吸った人間からは、二度と吸わないんだ」


「同じ人間からは吸わない!?」


「ああ……だからこそ、『血を吸われた』人間はごまんといるんだが、死んだ人間や、吸血鬼ヴアンパイア化した者というのは、いまだに一人もいない」


　──なるほど……なかなかうまいやりかたである。


　ふつう、吸血鬼ヴアンパイアに血を吸われ続けた人間は、やがて衰すい弱じやくし、死へと至いたり、そのあとで被害者自らも、吸血鬼ヴアンパイアとして蘇よみがえる。


　こうなってはもう大変。そのままほうっておいたりすれば、吸血鬼ヴアンパイアの数は、加速度的に増えつづける。


　しかし──である。


　一度血を吸われた程度なら、よほど大量に吸われない限り、ありていに言って、それほどたいしたことにはならない。


　せいぜいが、体の調子がややおかしくなる程度。気にさえしなければ、それまで通りの生活を送ることも難むずかしくはない。


　実質上死人が出ておらず、相手はしかも吸血鬼ヴアンパイア、となれば、ことなかれ主義の領主なら、出兵より静観を選ぶだろう。


　なおかつ、吸血鬼ヴアンパイアの方としては、待ち伏せにあうおそれもほとんどなくなるし、毎回いろんな味の血が楽しめて、お得[image: ]　というわけである。


「……うーん……相手のいどころも足取りもつかめない、ってぇのは面めん倒どうよねー……」


「あら。わかってるじゃない。相手のいどころなんて」


『な……!?』


　いともあっさり言い放ったナーガのことばに、あたしと隊長さんは、思わず同時に声を上げた。


「わ……わかってる、って……!?　どういうことよ!?　ナーガ!?」


「ふっ。一体何を聞いてたのかしらね？」


　くそえらそーにそう言うと、彼女は、ふぁさぁっ、と髪かみをかき上げ、


「さっきの話の中に、『レオーネ伯』とかいうのが出て来たじゃない！


　伯はく爵しやくと言えば、キザで女好きで粋すい狂きようで実は吸血鬼ヴアンパイア、というのが昔からの伝統よっ！」


「ををっ！　なるほどっ！」


「……そ……そーなのか……？」


　首をかしげる隊長さん。どーやら、世の中のしくみとゆー奴が、あまりわかってないらしい。


　あたしは彼に目をやって、


「この事件、どうやら解決の糸口が見えたようねっ！


　あとは──礼金だけの問題よっ！」





「あんた、実は吸血鬼ヴアンパイアでしょっ!?」


「ふははははははっ！　よくぞ見破った！」


　びしぃっ！　と、ナーガのつきつけた指の先で、レオーネ伯は、ばさぁっ、とマントをひるがえし、ひとしきり高笑いを上げたそのあと──
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「──なんて話があるわけないだろーが！」


　つき離すように言い放ち、つめたいまなざしをこちらに向けて、リビングのソファに腰を下ろした。


「……じゃあ……吸血鬼ヴアンパイアじゃないんですね」


「当り前だっ！」


「……そっかー……いい線いってると思ったんだけどなー……」


　あたしはぽそりとつぶやいて、向かいのソファに腰かけた。


　町から少し離れた林の中、ツタに覆おおわれた古い屋や敷しきに、陰いん気きな顔の使用人数人のみといっしょに暮くらし、黒いマントに黒い髪かみ、三十前後の、青白い顔のハンサム──


　これだけの好条件が揃そろっていながら、吸血鬼ヴアンパイアじゃあないとは……


　つきあいの悪いおっさんである。


「──そうか……さてはお前ら、町の連中に、吸血鬼ヴアンパイア退治を頼たのまれたな」


　正確に言えば、警備隊からなのだが、ここはまあ、隊長さんのメンツのために、それは言わないでおいてやろう。


　──もちろん、あとで口止め料もらうけど。


「ふっ。そういうことよ」


　ナーガはいまだ立ったまま、ふぁさっ、と髪をかき上げて、ふたたび、びしぃっ！　と伯はく爵しやくを指さし、


「このわたし、白蛇サーペントのナーガの手から逃げおおせるとは思わないことねっ！


　いさぎよく倒された方が楽というものよっ！　ほーっほっほっほっほ！」


「だからっ！　私は吸血鬼ヴアンパイアじゃないと言っとるだろーがっ！」


「そこをなんとか！」


「なんともならんっ！」


「……うーん……困ったわね……」


　つぶやいてあたしは腕を組む。


　こいつが吸血鬼ヴアンパイアじゃないとすれば、本物は、どこか別の場所にいるはず。


　何の手がかりもアテもなく、それを探さがし出す、というのはひと苦労である。


「──あ。そーだ」


　あたしは、ぽんっ、と手を打って、


「ここはひとつ、『伯爵はやっぱし吸血鬼ヴアンパイアだった』とゆーことにして、おとなしく倒されてもらう、ってぇのはどーかしらっ!?


　町の人たちも安心するし、あたしも依い頼らい料りようはもらえるし！


　これで万事、めでたしでしょっ！」


「なるほど！　さすがねリナ！」


「『なるほど』じゃないっ！」


　あたしのぱーへくとな提てい案あんに、しかし伯爵は、不満の色がにじみ出るような表情で、


「『ここはひとつ』で身み代がわりに倒されてたまるかっ！　それに何より、それじゃあ何の解決にもならんだろーがっ！」


「みんなが幸せだったらいーじゃない♪」


「私は不幸だっ！」


「民たみ草くさの幸せのために身を投げ出すのが、上に立つもののつとめ、ってゆーもんよ」


「根こん本ぽん的てきに問題解決になっとらんだろーが！


　……とにかくっ！　私としても、吸血鬼ヴアンパイアを倒してもらいたいことには変りはない！」


「ふっ……そのわりには、あまり本腰を入れる気はなさそうね」


　鼻先で笑って言ったナーガのことばに、伯爵は、気まずそうに視線をそらし、


「……私とて……領主に援えん助じよを願ったのだがな……


　さしたる被ひ害がいもないなら気にするまでもない、と、兵士のひとりもよこしてはもらえなかったのだ……


　私自身は兵士をかかえておらんし……


　この町の警備兵たちも、『増援もなしに、吸血鬼ヴアンパイアなんて相手にしていられるか』と、最近は仕事を投げまくる始末だ……


　しかし、いくら今は実害がないからといっても、気持ちのいいものではないし、このまま害なく終わる、という保証もない。


　町の者たちの不満はつのるばかりだ……


　私も正直、困こまっているのだよ」


　なるほどー。これが世に言う、『中間管理職の板ばさみ』とゆー奴か。


　伯爵は、やおら真しん剣けんな表情で、あたしの方を、きっ！　と見つめて、


「私からもあらためて頼む！　この町を騒さわがせる吸血鬼ヴアンパイアを倒してくれ！　倒してくれれば、むろん礼金ははずむ！」


『やりますっ！』


　レオーネ伯の熱意と礼金とに負けて、あたしとナーガは、にぎりこぶしをつくって同時に即そく答とうした。


「おおっ！　引き受けてくれるかっ！


　──この私も、できるだけ協力はする！


　手つだえることや聞きたいことがあったら気軽に言ってくれ！」


「わかったわ。


　とにもかくにも、確たしかなことは、吸血鬼ヴアンパイアの寝ぐらが、この近くのどこかにある、ということよっ！


　それでレオーネ伯、聞きたいんですが、この町の近くに、洞どう窟くつとか、地下の遺い跡せきとかはありません？」


「私が知るかっ！　自分で探せっ！」


　あたしの問いに、伯爵は、考えもせずに即答した。


「……し……知るか……って、ンなミもフタもない……


　聞きたいことがあれば聞け、って言ったばっかしでしょーがっ!?」


　あたしのことばに、伯爵はしばし考えて、


「おお！　そうだったな！……何しろ我わが家やは代々、下しも々じもの者とかわした約束は、すぐさま忘わすれるようにしておるからな！」


　……ま……たしかにお偉えらいさんには多いけれど……そーゆータイプ……


「しかし実際の話、本当に知らんのだからしかたないっ！」


　伯爵はなぜかおーいばりで、


「なにしろ、私が王命で、この町に赴ふ任にんして来たのは、つい最近だからな！


　人づきあいも好きじゃあないから、町にもあまり出んし、当然地理にもうといし噂うわさにもうといっ！」


「……な……なるほど……」


　となると、ここはやっぱし、町のひとや警けい備び兵へいに聞き込みするしかないか……


　──まあ、通行人を片かたっ端ぱしからはり倒してるよーな連中から、たいした話が聞けるとは思えないのだが……





「……怪あやしいところ、と言ってもなぁ……」


　やっぱし予想した通り、あたしとナーガの問いかけに、警備兵の面々は、顔を見合わせて首をひねった。


「……なにしろ、一番怪しいのがレオーネ伯の家ぐらいだからなー……」


「地下墓地カタコンベとか遺い跡せきとかいった噂うわさも聞かんしなー……」


　などと口々に言う。


「──ンじゃあたとえば、山の中かどっかに、洞どう窟くつがあるとか？」


「それくらいはあるかもしれんが、そいつぁ猟りよう師しにでも聞かんとわからんな」


　……うーむ……手がかりなし、か……


「……そいじゃあたとえば、オオカミとかコウモリとかが、不自然に動き回ってた、とかって話は聞かない？」


「オオカミやコウモリなんて、このあたりじゃあ珍めずらしくねーからなー」


「そうそう。前もでっけえコウモリが一いつ匹ぴき、ふらふらあたりうろついてたよなー」


　別のひとりがあいづちをうつ。


　……おい……


「オオカミが町に入り込んでくる、ってのもちょくちょくあるよなー」


「……あの……そのオオカミって……？」


　おずおずと口をはさむあたしに向かって、その警備兵は、いたって明るい口く調ちようで、


「いやぁ。みょーに人なつっこいオオカミでね。


　あたりをうろついてるだけで、別に害もなんにもねーんで、ほっぽってるけどな。


　たしか、三日ほど前にも遊びに来てたが」


「四日前だろ？」


　と、別の警備兵。


「──ほら。ジェレミーさんが吸血鬼ヴアンパイアの被害に遭あった、あの前の晩のことだったはずだから」


　こらこら……


「ああ！　そーいやそうだったな！」


「……あ……あのねぇ……あんたたち……」


「何だ？」


「吸血鬼ヴアンパイアが、オオカミやコウモリに変身することがある、って知ってる……？」
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「それぐらいのこと知ってるさ」


　気楽な口調で言う警備兵。


　あたしはため息ひとつつき、


「……ンじゃあ聞くけど……




　一、吸血鬼ヴアンパイアは、オオカミやコウモリに変身できる。


　二、時々町の中を、人なつっこいオオカミや、でっかいコウモリがうろついている。


　三、コウモリやオオカミがうろつくのと前後して、吸血鬼ヴアンパイア事件が起こる。




　さてそこで問題です！　以上のことから連想されることを答えなさいっ！」


　あたしの問いに、一同はしばし考えて、


「──ふっ！　読めたわよっ！」


　くそえらそーに声を上げたのはナーガだった。


　……おまい……ひょっとして気づいとらんかったのか……？


「さてはそのオオカミやコウモリが吸血鬼ヴアンパイア、ってわけねっ！」


『をををををっ!?』


　ナーガの『スルドい推すい理り』に、感かん嘆たんの声を上げる警備兵一同。


「……なるほど！　それですべてのつじつまが合う！」


「なんと見み事ごとな推理だ！」


「しかし……まさかあのオオカミやコウモリが吸血鬼ヴアンパイアとは……意外な……」


　口々に、ナーガをほめたたえる兵士たち。


　……想像力ないのか……おまいらは……


　あたしは小さくため息をつき、


「──ともあれ、これでやることは決まったわね。


　まずは、そのオオカミかコウモリが出て来るのを待つのよ」





「出たっ！　出ましたっ！」


　警備兵のひとりが、あわてて詰つめ所しよに飛び込んできたのは、翌よく日じつの、陽ひが沈んで間もなくのことだった。


「来たわねっ！」


　あたしは飲みかけのスープを一気に飲み干すと、がたんっ、とその場に立ち上がった。


　やはりジョッキを置いて立ち上がったナーガと、顔を見合わせ、大きくうなずく。


「それで!?　相手はオオカミ!?　それともコウモリの方!?」


「オオカミだ！　今、町の東の方をうろついてる！」


　よーし、らっきー！


　相手がコウモリに化ばけていれば、あたしたちがたどり着く前に、見はっている警備兵たちが、その姿を見失うおそれもあったが、オオカミに化けているならば、その心配も少ないだろう。


　むろん、見つけても手出ししないよう、ちゃんと彼らには言いふくめておいた。


　あたしとナーガの二人は、警備兵の案内で月明りの町をかけ抜ける。


　家々の窓からほのかに明りが漏もれ、酒場の喧けん騒そうか何かだろうか──どこかから、遠いざわめきが聞こえて来る。


　やがて──


　町の一角で、こちらに向かって、無言で手を振る警備兵がひとり。


　やはり無言のまま、彼が指さした方に目をやれば──


　いた！


　東の空にかかる満月が生み出す影かげに身を沈め、まるであたりを探さぐるかのようにうろつく、一匹の大きなオオカミ。


　──いや。実際に、あたりを探っているのだろう。


「……手はず通り行くわよ、ナーガ」


「ふっ、わかってるわよ」


　小声で二人は会話を交わし、そして、ナーガは小さく呪じゆ文もんを唱となえ──


「崩魔陣フロウブレイク！」


　そのオオカミを囲かこんで六ろく紡ぼう星せいの頂点位置に、魔力の光が点ったその瞬しゆん間かん！


「────!?」


　声にならない動どう揺ようの悲ひ鳴めいとともに、オオカミの姿が一瞬、ゆらりっ、とゆらめいた！


　まちがいないっ！


　この崩魔陣フロウブレイク、一種の魔力中和の呪文である。


　さすがに、すべての魔力を無力化させる、というわけにはいかないが、この呪文で一瞬姿がゆらめいたことこそ、それが魔力によって作り出された、仮の姿だという証しよう拠こ！


「見つけたわよ！　吸血鬼ヴアンパイア！」


　あたしのことばも終わらぬうちに、それはオオカミの姿のままで大地を蹴けった！


「逃がさないわよっ！」


　あたしとナーガも、そのあとを追ってダッシュをかけた！


　オオカミは、ちらりっ、とこちらをふり返り、


　るおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！


　遠とお吠ぼえを、闇やみに響ひびかせるやいなや、コウモリに姿を変えて、夜の空へと舞まい上がる！


　しかし、そう来ることはこちらもすでに計算ずみ。呪文はもう唱えてある。


『翔封界レイ・ウイング！』


　あたしとナーガの声がハモり、二人は同時に宙を舞まった！


　高速飛行の術で、なおもしばらくコウモリのあとを追ううち、やがてそれは、町からすこし外はずれた林の方へと向かう。


　──ここは──！


　やがてコウモリは、林の中に建つ一いつ軒けん家やの、地下に通じているらしい窓まどの中へと姿を消した。


　ツタに覆おおわれた、石造りの古びた家──


　むろん今さら言うまでもない。誰あろう、レオーネ伯爵の家である。


「……なるほど……そういうことだったのね……」


　術を解き、地面に降りてつぶやくあたし。


「ふっ……どうやらやっぱり、あの伯爵が吸血鬼ヴアンパイア、ってわけね！


　ほーっほっほっほ！　ごらんなさいっ！


　やっぱりこの白蛇サーペントのナーガのにらんだ通りよ！」


　そういえば──レオーネ伯爵が、一体いつごろここに越して来たのかは聞かなかったが、ひょっとしてそれは、吸血鬼ヴアンパイアの出現した頃ころと一いつ致ちするのではないだろうか？


　自分も困ってるよーな顔して、『退たい治じしてくれたら礼金は出す』なんぞと言ったのは、おそらく、あたしたちの目を、自分からそらすためだろう。


「けど、こうとわかった以上、容よう赦しやはしないわよっ！


　行くわよっ！　ナーガっ！」


「ふっ！　言われるまでもないわねっ！」


　二人は同時にうなずくと、レオーネ伯はく爵しやくの家へ向かったのだった！





「実はやっぱりあんたねっ!?　町を騒さわがせている吸血鬼ヴアンパイアはっ！」


「うぬぅっ!?　ついに気づきおったかっ！」


　ナーガのつきつけた指の先で、伯爵は、ばさぁっ、とマントをひるがえし──


「──などとゆー話があるわけがないだろうがっ！……って、なんか前にもこんなことを言ったような気はするが……」


「とぼけるのも、いーかげんにした方がいいわよ」


　しかしあたしは、彼のペースをまるっきし無視して、静かな口調で言い放ち、ずずいっ、と一歩、歩み寄る。


「と……とぼける……？　一体何の話をしている……？」


　圧おされるように、じりりっ、と一歩退さがりつつ、なおもシラを切るレオーネ伯爵。


「ほーっほっほっほ！　まさかこの期ごにおよんで、言い逃のがれがきくとでも思っているんじゃあないでしょうねっ!?


　やたらと大きいコウモリが、この屋敷へと逃げ込むのを、わたしはこの目でちゃぁぁぁんと見たんですからねっ！」


「……それが……どうした!?」


「──つまり──」


　あたしは彼を、しずかに指さし、


「オオカミやコウモリやらに姿を変え、人々の生いき血ちをすする吸血鬼ヴアンパイア──


　その正体は、ほかならない、あなただって言ってるのよっ！」


「だから違うと言うとろーがっ！


　たしかに屋敷の地下に、でかいコウモリが一匹住みついておるが、だからといって私が吸血鬼ヴアンパイアだなどと、言いがかりもはなはだしいっ！」


「そんな言いわけ──地下にコウモリ!?」


　レオーネ伯爵を指さしたまま、あたしは思わず問い返す。


「地下……って、そんな話、聞いてないわよっ!?」


「うむっ！　話しておらんかったからな！


　私が王命によりこの地に赴ふ任にんし、知人の紹介でこの家を買った時からあったぞ！


　カンオケばかりが並んでおってな！　調べてみたが、中は灰はいしか入っておらんかった！


　今は使っておらんが、いつの頃からか、でかいコウモリも住みつくようになっておったわ！」


　……あ……あんた……それって……


「──ふっ！　読めたわよっ！」


　ばさぁっ、とマントをひるがえし、胸をそらしてナーガは言う。


「さては、この家の地下こそが、吸血鬼ヴアンパイアの根ね城じろってわけねっ！」


　……ふつーここまで来ればわかるぞ……


「なにぃっ!?　そんな馬ば鹿かなっ!?」


　──わかってないのももちろんいるけど……


「どうやら、この家の地下に眠ってた吸血鬼ヴアンパイアを、あなたが起こしちゃったようね！」


「何を馬鹿なっ！　私の話のどこをどう聞けば、そういう結論になるというのだっ!?」


「どこをどう聞いたって、そーゆー結論にしかなんないでしょーがっ!?」


「……うぅむ……今の若い者の考えることはわからん……」


「世代の差の問題じゃないっ！


　ふつー、そこまで状況が揃そろってたら、『怪あやしいな』とかって思うもんなのよっ！」


「なるほど……下々の方では、そういうのを『怪しい』と呼ぶのか……」


　なぜか感心したよーな口く調ちようでつぶやくと、ひとりでうんうんうなずくレオーネ伯爵。


　……いや……別に下々の者じゃなくったって、ふつーは怪しむぞ……


　……まあ……警備兵が警備兵なら、伯爵も伯爵とゆーか……


「とにかく──そうとわかれば話は早いわ。


　早速案内してもらいましょうか！　その地下室に！」





「明りよライテイング！」


　あたしの放った魔法の明りが、石造りの部へ屋やを明るく照らし出す。


　たしかに、伯爵の言う通り。そこには並んだカンオケが六つ。


　ざっと見たところ、あたりには、何の姿も見えないが──


「ところで伯爵、この地下室、掃そう除じとかはしてるんですか？」


　階段を降りたところで立ち止まり、あたしは後ろのレオーネ伯に問いかけた。


　わざわざ彼をここまで連れて来たのは、夜になって、使用人が全員、家に帰ってしまっているのと、伯爵自身が無シ実ロと決まったわけではないことと。


　かんぐれば、あたしたちをだまして地下に閉じ込めようとしている、などとも考えられたからである。


「……いや……掃除などはしておらんはずだ。どうせ使わんからと、いつもはカギをかけておるし、使用人たちにも、掃除などせんでいい、と言ってある」


「ふぅん……そのわりには、手入れが行き届いてますね……」


　──そう。


　誰も掃除をしていないはずの地下室は、みょーに小ぎれいになっており、カンオケの上など埃ほこりが積もってさえいない。


「……と……いうことは……」


　さすがにレオーネ伯爵も、あたしの言わんとしたことを悟さとったらしく、声に動どう揺ようの色をにじませ、


「使用人の誰かが、私の言うことを聞かずに、こっそり掃除をしてるのか!?」


　……悟ってなかった……


「そうじゃなくてっ！　この地下室に、あなたの知らない誰かが潜ひそんでる、って言いたいのよっ！」


「まさか……!?　浮ふ浪ろう者しやか何か……!?」


「どぉぉこぉぉかぁぁらぁぁそーゆー結論がわいて出るのよっ!?　吸血鬼ヴアンパイアよ吸血鬼ヴアンパイアっ！」


　認みとめたくないのか何かは知らないが、全くもって話の進まんおっさんである。


　こーなったら、こっちでさくさく勝手に話を進めるのみ！


「隠かくれてるのはわかってるのよ！　観かん念ねんして出てきなさいっ！」


　この部屋のどこかに潜んでいるはずの、吸血鬼ヴアンパイアに向かってあたしは声を上げた。


　地下の一室に、しばしの沈ちん黙もくが落ち──


『……くっ……くっくっくっ……』


　くぐもった含ふくみ笑いは、たしかに、この部屋のどこかから聞こえて来た。


　そして──


　ばぅんっ！


　六つあるカンオケのフタが、全く同時に、激はげしい音を立ててはね上がる！


　こけおどしをっ！
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　しかし、そのこけおどしに、あっさりひっかかった奴やつもいた！


「霊王崩爆旋ガルク・ルハード！」





　ぼぶぁっ！





　カンオケのフタの開く音に驚おどろいて、ナーガは呪じゆ文もんをぶっ放した！





「……終わったわね……」


　月明りの降りそそぐ、木々の間に佇たたずんで、あたしはぽつりとつぶやいた。


　霊王崩爆旋ガルク・ルハード──


　術者とそのまわりを中心に、相手の精神と肉体の双そう方ほうにダメージを与える爆ばく風ふうをまき起こす術──


　あたしと伯爵の二人は、ナーガのま近にいたおかげで助かったが、おそらく吸血鬼ヴアンパイアの方は、たとえカンオケのフタに隠れていようとも、ひとたまりもなかったはずである。


　……まあ……あれだけおーさわぎしておきながら、顔も見せずにやられたとゆーのは、吸血鬼ヴアンパイアの方としては、立場もくそもない話だが、えてして世の中とゆーものはそーゆーもんである。


「……ふっ……町を恐怖に陥おとしいれた吸血鬼ヴアンパイアも、これで滅ほろびた、ってわけね……」


　ナーガは勝ちほこった口調で、かつて吸血鬼ヴアンパイアの根城だった場所の残ざん骸がいを眺ながめていた。


　あたしは、ぼーぜんとへたり込んでいる、レオーネ伯をふりかえり、つとめて平然とした口調で、


「──それで伯爵、礼金の件ですけど……」


「出せるかぁぁぁっ！」


　怒いかりの声を上げながら、がばぁっ！　とその場に立ち上がる。


「私の家を潰つぶしておいて！　冗じよう談だんも休み休みに言えっ！」


「……本気で言ってるんですけど……」


「なお悪いわっ！」


　──そう。


　ナーガがおどろいた拍ひよう子しにぶっ放した術は、吸血鬼ヴアンパイアのみならず、地下室にまでダメージを与えた。


　本来ならば、それ一発で石造りの家をぶち砕くだくほどの術ではないのだが──


　……老ろう朽きゆう化かの進んでいた家には、それでじゅーぶんなダメージだったようである……


　伯爵の家は、地下からあっさり崩くずれ落ち、三人は、かろうじてガレキの中から抜け出した、というわけなのだ。


「……け……けどまあ、吸血鬼ヴアンパイアも倒れたことだし……」


「家を壊こわせとは頼たのんどらんっ！」


「で……でもあれは、家が古くなってたからで……


　そーだわっ[image: ]　これはきっと、『この際さい家を建てかえなさい[image: ]』って神サマのおぼしめしに違いないわっ！」


「立派な人災だろーがぁぁぁぁぁぁっ！」


　レオーネ伯の、怒りの声がこだました。





　──このあと──


　あたしとナーガの二人は、『礼金がほしければ』と、ガレキ化した家のあとかたづけまで手つだわされることになるのだが、それは、また別の話である……


　……しくしくしく……







（吸血の町：おわり）










薬草ハーブの丘の攻防戦










「……かっ……！　金を……」


「破弾撃ボム・スプリツド」





　きゅぼぉぉぉぉん！





　森の中の細い道。


　道ゆくあたしの目の前に、いきなり姿を現わした、野や盗とうふうの一行十数人は、月並みきわまるセリフを言い終えることもなく、あたしの呪じゆ文もん一発で、いともあっさりと吹っ飛びまくったのだった。


「──さーて、と……」


　そこいらに倒れてぴくぴくしている連中のうち、ダメージの少なそうな一人のえり首をつかんで引きずり起こす。


「……っひぃぃぃっ!?　かんべんっ！」


　口もとを覆おおった布きれの下から、野盗その一は情なさけない声を上げた。


「んっふっふっふっ。世の中ナメるのもいーかげんにしなさいよ。いきなしよってたかってとりまいて、『金を出せ』なんぞと言っといて、負けたら『かんべんしてくれ』ですってぇぇぇぇ？


　かんべんしてほしかったら、出すもの出してもらいましょーか？　んんんんんー？」


「……そ……そんなムチャな!?　第一、お金なんてあったら野盗のまねなんてやりませんよぉっ！」


「……なんか……いきなしスジの通ったこと言うわね……


　──とにかく！　このあたし、リナ ＝ インバースに……」


「待って！」


　あたしのことばを遮さえぎって、あたりに響ひびいたのは、まだ若い女性の声だった。


「お願いです！　どうか……どうか彼らを許ゆるしてあげてください！」


　言いながら、近くの木こ陰かげから姿を現わしたのは、としの頃なら十七、八の、銀色の髪かみの少女だった。


「……シ……シルビィ……!?」


　少女の近くに倒れた男がうめき声を上げた。


　彼女は、悲しみにうるむ瞳ひとみでじっとあたしに目をやったまま、


「……お願いします……


　たしかに彼らのやったことは、許されることじゃあありません。けど、村のひとたちがこんなことをやったのには、やむにやまれぬ事情があってのことなんです……」


「……こっ……こらっ!?　『そこらの通行人はり倒して金まき上げりゃあいいのよ』なんぞと言い出したのはお前……」





　ぼぎっ。





　瞳をうるうるさせたままのシルビィの蹴けりをまともに食らい、男はあっさり沈ちん黙もくした。


　うぅむっ！　知りあいを蹴り倒すのに表情ひとつ変えないとはっ!?　なかなかみどころのある奴やつっ！
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「お願いします！　どうか、どうか私たちの話を聞いてください！」


「もうけになりそうにないからやだ。」


　正しよう直じきにきっぱり言ったあたしのことばに、しかし彼女は少しも動じず、


「──それじゃあ、せめて村まで来てください！　村の者たちが無礼を働いたおわびです。何もありませんが、食事くらいはお出ししますから……！


　こちらは食事の間に勝手に話をさせてもらいます。引き受けていただくかどうかはあなたの自由──ということなら……？」


「──ふむ……」


　あたしはしばし考えた。


　あんましもうかりそうな話ではないが、ダメでもともと。


　出された食事をして、話の方は聞くだけ聞いて、はい、さよーなら、という合理的なテも使えないことはない。


「わかったわ。食事と話だけなら」


　答えてあたしはうなずいたのだった。





「── 実は今……この村には、ある病気が流は行やってるんです……」


　街かい道どうからも外はずれた名もない小さな村。


　旅人なども来ないのか、宿や食堂すらもなく、あたしはシルビィの家に招まねかれ、出された冷たい香こう茶ちやをすすっていた。


　おそらく水出し香茶だろう。ほのかに残る甘やかなあと口がなかなかグッド。


「病気？」


「ええ。──あ、流は行やってる、って言っても、ほかの人に感う染つったりするような病気じゃあありませんから。


　すぐさま命に関かかわるほどの病気じゃあないんですけど、なかなか治なおりにくい病や気つで……


　このままほうっておけば、いずれ畑も荒れ放ほう題だい。となれば次の収しゆう穫かくもままなりません。


　原因も病名もわかってて、治ち療りようの方法もわかってるんですけど……治療には、特とつ効こう薬やくの、ある薬草ハーブが要いるんです」


「……なるほど。その薬草ハーブが買えないから、あーゆー野盗のまねごとをして、金をかせごうとした──ってわけね」


　あたしのことばにシルビィはうなずいて、


「……実は、村から離れたところに、その薬草ハーブが生はえてる場所はあるんですけど……」


「ンじゃ取りに行けばいーじゃない」


　言ってあたしは香茶をひと口。


「それが……生えているところが限られているんですけど、そこは、ジュダックさんっていう人の私有地なんです。


　事情を話して、薬草ハーブをとらせてほしい、ってお願いしたんですけど、それがお金になる薬草ハーブだと知ったとたん、『わしの敷しき地ちに生えているものが欲しいなら、当然それ相そう応おうの代金はもらう』なんて言って……


　薬草屋みせで買うのと同じくらいの代金をふっかけてきたんです……」


「よくいるわねー。そーゆー奴」


　まるっきし他ひ人とごとの口く調ちようであいづちを打ち、あたしはカップの残りを飲み干した。


「……そんなわけで、村と全然かかわりあいのない旅の人とかが、親切で、こっそり薬草ハーブ採とってきてくれれば、すごくありがたいんですけど……」


「……なるほど……そーゆー事情なわけね」


　──まあ、それなら、見捨てるとゆーのもはくじょーな話だし、手を貸してもかまわないが……


「──ちょっと待って。もしかりに、あたしが親切で薬草ハーブとって来るとして、よ。


　その場合、依い頼らい料りようってどーなるの？」


「親切ですから、そんなものないです」


　………………


　間かん髪はつ入れず答えた彼女に、あたしはしばし沈ちん黙もくしてから、


「……それじゃあそーゆーことで、ごはん食べたら帰るから。あたし」


「ちょっと待って!?　村のひとたちが困こまってるのに、そんな薄はく情じような!?」


「やかまひいっ！　百歩ゆずって、依頼料が出ない、っていうのは……許ゆるせないけど……とにかくそれよりもっ！　親切を強きよう要ようして金浮かそうってぇその態たい度どが、特に許せないのよっ！」


「それじゃあ病気のみんなはっ!?」


「病やまいは気からっ！」


「………………」


　二人の視線がぶつかり合って、しばしの沈黙があたりに落ちた。


「──わかりました……」


　まだ何か、反論してくるかと思いきや、意外にもシルビィは、沈ちん痛つうな面おも持もちで、


「……そう……そうよね……やっぱり依頼料なしなんて……


　頼む方が無理だったんだわ……


　──ああ！　けどまさか、水だし香茶があんな病気をひろめようとは……」





　ぴしっ！





　彼女の、きこえよがしのセリフにあたしは思わず硬こう直ちよくした。


「……み……水出し……香茶……？」


　ぼーぜんとつぶやいて、あたしは、目の前に置かれた、空からのカップに視線を落とす。


「ええ。水が悪かったのか、はたまた葉の方に問題でもあったのか……


　口あたりはいいんですけど、飲んでから、二、三日して症状が出てくるみたいです。


　──ああ！　そういえば今日も、ついその香茶を、旅のひとに出しちゃいました！


　このままじゃあ、五、六日あとに、旅の途と中ちゆうでばったり、ですね」
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「……あ……あんた……」


　……な……なるほど……そーゆーテで来るか……このアマ……


「──あ。でも心配には及びません。


　それまではいつも通りに動けますし、何より、薬草ハーブのある場所もちゃんとわかってますから。


　──ジュダックさんちの敷地内ですけど。


　ちなみにその場所までの案内料は、薬草ハーブを少々多目に取ってきていただくだけで結けつ構こうですから[image: ]」


　そう言って、にっこりほほえんだシルビィの顔面に、あたしの蹴けりが炸さく裂れつした。





「──あそこです──」


　しげみの奥に身をひそめ、シルビィが、声をひそめて指さしたのは、小高い丘の上に佇たたずむ一いつ軒けんの家だった。


「あの丘全体が、ジュダックさんの私有地です。


　かなりのお金持ちで、あの家にしても、数ある別べつ荘そうのひとつらしいです。この季き節せつになると、おともを連つれて毎年過ごしに来るんです」


「……やたらと警けい備びが厳げん重じゆうね……」


　あたしは小さくつぶやいた。


　家までは、まだかなり距きよ離りがあるにもかかわらず、この場所からでも、あたりにたむろする、警備の人間たちの姿が見えた。


「ええ……こっちからは見えませんけど、反対がわはガケになってます。


　しばらく前、村の男たちが、薬草ハーブをこっそり採とろうとして、ガケの方から登のぼって見つかって……


　それ以来、あの通り警備が厳きびしくなっちゃったんです」


「………………」


　言うシルビィの横顔を、あたしはしばし、まんじりともせず見つめて、


「……まさかとは思うけど……それもあんたがたきつけたんじゃあないでしょーね？」


「そんな!?　たきつけるだなんて！　私はただ、みんなにお酒飲ませて、『もしも誰だれかがあのガケの裏うらからでも登って、こっそり薬草ハーブ採ってきたら、一いち躍やく村の英えい雄ゆうね！　私、好きになっちゃうかも[image: ]』って言っただけです！


　採って来い、なんて言ったおぼえはありません！」


　……鬼か……こいつは……


　操作コントロールすれども関かん知ちせず。世に言う扇動者アジテーターという奴である。


　……ひょっとしたら。今のうちに抹まつ殺さつしといた方が、世のため人のためになるかもしんない……


「──けど、そんなことより問題は、どうやってあの警けい備びの連中の目を盗ぬすむか、ですね」


「その必要はないわよ」


　言ってあたしは、身をひそめていたしげみから立ち上がった。


「ちょっと!?　どうするんですか!?」


「──決まってるじゃないンなこと。


　わざわざこそこそやんなくても、正面から堂々と突っ込んで、向かって来る奴やつ片っ端から攻こう撃げき呪じゆ文もんでなぎ倒すのよっ！」


「……だ……だめですっ！　そんなことっ！」


「どーして？　どーせ相手は、話のわかんない強ごう欲よくヤローなのよ」


「……け……けど……」


「いいこと、シルビィ」


　なおも何やら言いかける彼女の肩かたに、あたしは、ぽんっ、と手を置いて、


「── 人間、ってもんはね、何も暴力なんて使わなくても、話し合えば必ずわかりあえるはずなのよ。そうじゃない？」


「……は……はあ……」


「──と、ゆーことはつまりっ！


　話し合ってもわっかんないよーな奴は人間じゃないってことなのよっ！　となればンな連中なんて、はり倒そうが攻撃呪文でふっ飛ばそうがどこからも文句は出ないって寸法よっ！」


　中指おっ立てて言ったあたしのことばに、シルビィの目が点になった。


「そいじゃあまあ、そーゆーことで……」


「ま……待ってくださいっ！」


　言って歩き出したあたしのマントを、後ろから彼女がひっ摑つかむ。


「……何なのよ……今度は？」


「そんな乱らん暴ぼうなことをしなくても、薬草ハーブをこっそり持ち帰ればそれでいいんですっ！


　ジュダックさんって、結けつ構こう粋すい狂きようなところのあるひとで、『金が払えない場合、警備の連中を傷きずつけずに、薬草ハーブをこっそり持ち帰れたら、金はいらない』って話になってるんですっ！」


「……ンなことになってたわけ……？」


「なってるんです。すっかり言い忘れてましたけど」


　言い忘れるなよ。そんなこと。


「……なるほど……あっちにすれば、たいくつしのぎのゲーム、ってわけね……


　おーしっ！　面おも白しろいっ！


　そーゆーことなら、つきあってやろーじゃないの！　そのゲームにっ！」





　ひややかな夜風が頰ほおをなでてゆく。


　──あたしとシルビィの二人が動きはじめたのは、西の山に陽ひが沈んでから、しばらく経たったあとのことだった。


　月と星との光だけ残し、もはやあたりは闇やみばかり。


　しかしやはり、別荘近くにたむろする見はりたちの数は、いっこうに減へる気け配はいを見せない。


「──もう少し先……裏うらの方です」


　あたしにしがみついたまま、別荘を眼がん下かに見下ろして、シルビィは小さくささやいた。


　──そう。二人は今、あたしの操あやつる浮遊レビテーシヨンの術で、別荘の上空を、ゆっくりと進んでいるところだった。


　闇にまぎれて浮遊レビテーシヨンで、薬草ハーブのある場所に降り立って、シルビィが薬草ハーブをとりまくり、その間あたしは、やって来る警備の連中を、術を使って眠らせまくる。


　これならば条件通り、警備の連中を傷つけることなく、無ぶ事じ薬草ハーブを手に入れることができる、という計画である。


　しずけさが満ちる中、あたしたちはやがて、別荘のま上あたりにさしかかった。


　──その時！


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　聞きおぼえのあるバカ笑いが、夜のしじまをつき破やぶり、あたしの脳のうミソを直ちよく撃げきした！


　──こ……この声はっ……!?


　声のした方に視線を向ければやはり──


　別荘の、一番高い尖せん塔とうの上、夜風にマントをはためかせ、佇たたずむ黒い影ひとつ！


「のげげげげっ!?」


「……知りあい……なんですか？」


　思わず声を上げたあたしに、しがみついたシルビィが、おびえた声で問いかけた。


　──そう。


　それはあたしの知った顔だった。


　──いや、顔を見る必要すらない。


　あたしの知っているかぎり、屋や根ねの上で高笑い上げて喜ぶような、超巨大馬ば鹿か野や郎ろうはただひとり──


　自じ称しよう、このあたし、リナ ＝ インバースの最大のライバルにして、実質ただの金魚のうんち！　魔力はあれど分ふん別べつなし！


　その名も高き、白蛇サーペントのナーガ！


「……ち……ちょっと!?　なんであんたがンなことやってんのよっ!?」


　問いかけるあたしに、彼女はそれがさも当然のような口く調ちようで、


「ふっ！　愚ぐ問もんねリナ！　路ろ銀ぎんが尽つきておなかも減へったんで、ここに忍しのび込んで食料あさってたのを見つかって、おわびに警けい備びの手伝いやらされてるのに決まってるじゃない！」


　……何が決まってるんだ……何が……？


　しかし──こいつが相手がたにいる、というのは──


　まずい。心しん底そこまずい。


「ナーガ！　お願い！　今回のこの件からだけは手を引いてっ！」











[image: ]








「……ふっ……何を言い出すかと思えば！」


　あたしの必ひつ死しの懇こん願がんを、しかし彼女は鼻の先で笑い飛ばし、


「笑わせえくれるわね！　リナ ＝ インバース！　一体何の義理があって、わたしが手を引かなくちゃあいけないのかしら？」


「ひと月前にごはんおごってあげた義理」


「……[image: ]っ……！」


　さらりとあたしに言い放たれて、ナーガは小さな呻うめき声を上げた。


「路ろ銀ぎんが尽つきて、晩ごはんのお金もなくなって、『オゴってくれたら一生ついてっちゃう[image: ]』なんぞと言ってたのはどこの誰だれよ？」


「……ふっ……甘いわね！　リナ！」


　しかし彼女はびしぃっ！　とこちらを指さして、


「あの時のわたしと今のわたしとが同じなどとは思わないことねっ！


　いつまでも、そんな過去にこだわってるようじゃあ、あなたの底も見えたわねっ！」


　全然わけのわからんりくつをこねまくる。


「……まあ、あなたが、このわたしの実力を恐おそれるというのも、わからなくもないけれどね。ほーっほっほっほをぅっ!?」


　無意味に大きく胸をそらし、笑ったひょうしに、ナーガはまともに足をすべらせた！


　ずるしゃがるりがるりがるりっ！　ぺてっ。


　屋根をこする、やたらとイターそーな音に、何かの落っこちる音が続いた。


「……なんか……勝手に自じ滅めつしちゃいましたけど……そんなにコワいひとなんですか……？　今の？」


「恐おそろしい奴やつよ。いろんな意味で」


　問いかけるシルビィにあたしは答えた。


「今落っこちたのだって、ほとんどこたえてないはずよ。


　──けど、こうなると、こっちとしては、うかつに薬草ハーブのある所に近づくわけにはいかなくなったわね……


　へたに近づいたりしようもんなら、あいつ、薬草ハーブごとあたしたち吹っ飛ばすような攻こう撃げきしかけてくるわよ」


　ナーガも他のといっしょくたに、術で眠らせる、というテもあるのだが、なにしろあいつのことである。いついきなり復活し、攻撃をしかけてくるかわからない。


「そんなに見み境さかいのないひとなんですか!?」


「見境がないんじゃなくて、目先までしか見えないのよ！　あたしたちを撃げき退たいする、って目的が、目のまえにぶら下がったそのとたん『薬草ハーブを守る』って、もともとの目的をさっぱり忘れ去っちゃうのよっ！


　──いずれにしても──」


　ひゅんっ！


　言いかけたあたしのすぐ目の前を、下から上へ、一条の白い光が走り抜けた。


　えぇいっ！　もう復活したかっ!?


　光の放たれた方を見下ろせば、そこにはやはり、落っこちたダメージからも、はや立ち直ったナーガの姿！


　ほかの警備の連中も、わらわらと、こちらに向かってやって来ている。


「シルビィ！　こーなったら作戦変へん更こうよっ！　今日のところは、薬草ハーブの生えてる場所を確かめたら退ひくわよっ！」


　一方的に言い放ち、屋根の上へと降り立つと、浮遊レビテーシヨンを解かい除じよして、あたしは別の術を唱となえはじめた。


　シルビィの体を、くいっ、と抱きしめ、


「翔封界レイ・ウイング！」


　解き放たれた力あることばに応こたえ、風の結界があたしとシルビィのまわりを包んだ。


　高速飛行の術──なのだが、浮遊レビテーシヨンとは違い、ややコントロールしにくく、速度と重量と高度の総和が、術者の魔力容量キヤパシテイに比例する、といった欠点もある。


　屋根の端はしから離れたそのとたん、あたしたちを包む風の結界は、ま下に向かって落ちはじめた。


「っひぃぃぃぃぃぃっ!?　ちょっとぉっ!?」


「どやかましいっ！」


　耳もとで悲ひ鳴めいを上げるシルビィに、思わず叫び返すあたし。


　二人を包む結界は、地面に落ちるその前に、ひゅいっ、とその軌き道どうを変えて、地面の上、すれすれを疾はしり出した。


　しかし、こちらはシルビィという『重おもり』をかかえたままである。速さはふつうの全力疾しつ走そう程度のモノで、高度もこれ以上取ることはむずかしい。


「どっちなの!?　シルビィ!?　薬草ハーブがあるのは!?」


「──このまままっすぐ！　もうすぐ──そこですっ！」


　言って彼女が目でさした方にあたしも視し線せんを向ければ、ちょうどそのあたりにだけ、同じ種類の草がひとかたまりに生えている。


「あれなの!?　葉っぱがトゲトゲの!?」


「ええ！──けど、どうするんです!?　リナさん!?


　このままじゃあ逃にげられませんよっ！」


　たしかにあたりを見回せば、まさに文字どおり四方から、警けい備びの連中がこちらに向かってかけつけて来る。


　彼女の言ったその通り、このままの状態で、相手を傷きずつけずに突とつ破ぱするのはむずかしいが──


「だいじょーぶよっ！　あたしに考えがあるからっ！


　と、ゆーわけで、シルビィ、元気でねっ！」


「……は……？」


　彼女がかすかに眉まゆをひそめたその瞬しゆん間かん。





　ごげっ。





　あたしは迷まよわず、彼女を風の結界の外に蹴けり出した！


　よけーな重りをほうり出し、風の結界は、ぐんっ！　とその速度を増した。


　ほうり出されたシルビィが、警備の連中にフクロにされてるのが、視し界かいの端はしにちらりと映うつる。


　……まあ……シルビィのことだから死にゃあしないだろう。


　それに人生、何ごとも経けい験けんである。


「シルビィ、あなたのギセイはムダにしないわよっ！」


　警備の連中をふり切って、夜空をひとり、行きながら、あたしは小さくつぶやいたのだった。





「死ぬかと思ったじゃないですかぁぁぁっ！」


　全身ぼろべろになりつつも、シルビィが自分の家に帰ってきたのは、翌よく日じつの朝のことだった。


「をうっ！　まだ生きてたのっ!?」


　彼女の家で、すっかりくつろぎまくっていたあたしは、アーム・チェアから身を起こした。


「死んでたまりますかっ！　なんとかみんなを振り切って逃げて来たんですよっ！」


「──『ほんとうに悪いのは、いっしょにいたリナって女のほうだ』とか何とか言って？」


「……[image: ]っ……!?」


　小さく呻うめいたところを見ると、どーやらそんなところのようである。


「……とっ……とにかくっ！


　くつろいでる場合じゃありませんよっ！


　どーするんですか!?　薬草ハーブのことは!?」


「……ふっ。まーかせて。実はもう計画も立ってるし、下準備もすませてんのよ。


　──村のひとたちに、伝えてほしいことがあるの。みんなの協力が要いるわ」





　草原を、風が音を立て、過ぎてゆく。


　ざっ！


　下した生ばえを踏ふみ分け、あたしがふたたび別荘にやって来たのは、その日の昼過ぎのことだった。


「ほーっほっほっほ！　懲こりずにまた来たようね！　リナ！


　けどこの白蛇サーペントのナーガがいる限り、あなたの好きにはさせないわよっ！」


　丘の上からあたしを見下ろし、毎度の高笑いを上げるナーガ。


　そして、その後ろに控ひかえるその他の警備員たち。


　……まともに戦うのならば、ナーガ以外の連中なんぞザコも同どう然ぜんなのだが、相手を傷つけない、という条件がある以上、この数をすり抜けるのは、ちと面めん倒どうである。


　とはいえともかく、やるっきゃないっ！


「行くわよっ！」


　口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、あたしはまっすぐ突つっ込んでゆく！


　むこうもつられて突っ込んでくる──かと思いきや、その他の連中も場所を動かず、ナーガもその場で何やら呪文を唱えはじめる。


　守り一いつ辺ぺん倒とうで来たか!?　やっかいな！


　そして、あたしとナーガ二人の術がほぼ同時に完成した！


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　ナーガの前に生まれた十数本の冷気の矢が、あたしに向かってつき進む！


　しかしこっちも呪文は完成している！


　ナーガ！　あんたの術、使わせてもらうわよっ！


「魔竜吠グ・ル・ドウーガ！」


　目の前の空間が一瞬、ゆらりっ、とゆらめくと、あたしとナーガたちとを遮さえぎるかたちでそれは出現した！


　闇色の肌持つ巨竜、魔王竜デイモス・ドラゴン！


　ナーガの放った氷の矢は、たぶんこいつに当たったのだろうが、精せい霊れい呪文の一いつ切さい効きかないこいつにとっては、おそらくそよ風程度のものだったろう。


　るぐぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！


　風をふるわせ、巨竜が吠ほえる。


　黒い巨体に隠かくされて、あたしの位置からは見えないが、向こうからは、警備の連中のおののく声が聞こえて来る。


　呼び出した魔王竜デイモス・ドラゴンには、何の命令も与えぬままで、あたしは次の呪文を唱えた。


「翔封界レイ・ウイング！」


　風の結界に包まれて、あたしは魔王竜デイモス・ドラゴンの横をすり抜け、一路、薬草ハーブの生えていた方へと向かう。


　思った通り、警備の連中の大半は、目の前に佇たたずむ竜にビビりまくって、あたしの動きにまで気が回っていない。


　──そう。あたしが魔王竜デイモス・ドラゴンを召しよう喚かんしたのは、単にみんなをビビらせる、ただそれだけの目的だった。


　おそらく相手は、こちらが連中を傷きずつけることができない、というのを承しよう知ちしているだろう。


　単にビビらせるだけならば、派は手でな攻撃呪文の一発も、ハズれたところにぶっ放してやる、というテもあるが、それでは一瞬は驚おどろいても、立ち直りも早いはず。


　しかし、目の前に、でっけえ竜をちょこんっ、と置かれては、いくら危き害がいを加えられないとわかっていても、本能的な恐きよう怖ふから、そうそう動けるもんではない。


　──しかし何事にも、例外とゆーのはつきものである。


　そしてここにも、恐怖なんぞとゆー感情とは、無む縁えんの奴やつがひとりいた。


　ちらりと後ろをふり向けば、やはりと言うかなんと言うか、風の結界のせいでよくは聞き取れないが、呪文か自慢か罵ば詈り雑ぞう言ごんか、何やらわきゃわきゃわめきつつ、追いかけて来るナーガの姿！


　ほかの場所に待たい機きしていたその他の連中も、あたしの方に向かってやって来る！


　薬草ハーブの生えているあたりにも、二人ほど、警備の連中がいる。


　──なんとかこいつらひき離さないと──


　あたしは、薬草ハーブが生えている、すこし手前で術を解とき、地面に降り立った。


「──ふっ。どうやら無む駄だだと悟さとったようね!?」


　後ろからかけられた声に、ちらりとそちらをふり向けば、勝ちほこった笑みを浮かべて、すっくと立ったナーガの姿。


　薬草ハーブのそばにいた連中も、その場を離れ、こちらの方へと近づいて来た。


　──おしっ！　今だっ！


　あたしは呪文を唱えはじめる。


「ふっ！　あきらめの悪いことねっ！」


　そして、ナーガもまた。


　しかし──あんたに呪文は使わせないっ！


　あたしはくるりとナーガの方をふり向くと、ふところから、彼女のために用意したそれを取り出し、迷まよわずあたし自身のおでこに叩たたきつけた！


　ばじゃっ！


　にぶい音と同時に、冷たいものがあたしの額ひたいから顎あごのあたりへしたたり落ちた。


　これぞ対ナーガ用究きゆう極きよく兵器、タマゴのカラに仕し込こんだ血ち糊のりっ！


「──はうっ」


　こちらが読んだその通り、血糊まみれのあたしを目にして、あっさり失神する彼女。


　そして呪文が完成した！


　あたしは地面に右手をつき、力あることばを解き放つ！


「地精道ベフイスプリング！」


　地精ベフイモスに干かん渉しようし、トンネルを掘ほる、ただそれだけの術である。


　しかし魔術は使いかた次し第だい！　トンネルの位い置ちや規き模ぼなどを調ちよう整せいすれば──





　ごばっ！





　あたしが術を解き放つのと、ほとんど同時に、薬草ハーブの生えているあたり一帯の地面が丸く陥かん没ぼつした！


『──!?』


　一瞬、何が起こったのか理解できず、その場に硬こう直ちよくする警備の連中。


　タネを明かせばなんでもない。あたしはきのうの夜のうちに、こっそり裏手のガケに回り込み、同じ術で、横穴を掘っておいたのだ。


　ちょうど、薬草ハーブの生えている下のあたりまで。


　そして今、薬草ハーブの生えているまわりをとり巻くようにトンネルを掘り抜き──薄うすくなった地面が、自みずからの重みに耐えきれず、下の横穴へとくずれ落ちたのだ。


　そう。その上に生えた薬草ハーブごと。


　おそらく今ごろ、シルビィのことづてを聞いて、横穴のそばに集まっていた村の人たちが、土ど砂しやの中から薬草ハーブをひっぱり出していることだろう。


　あとは、追つい撃げきを封ふうじればフィニッシュ！


　間を置かず、あたしは次の呪文を唱えた。


「覇王氷河烈ダイナスト・ブレス！」


　── 本来ならばこの術は、 目標を氷の中に封じ込め、こなごなに打ち砕くだく、というものである。


　しかし今回は、呪文の内容を変へん更こうし、術の効こう果かを変えてある。


　あたしの呪文に応こたえ、いきなり虚こ空くうに出現した、でっけぇ氷の塊かたまりは、そのまままっすぐ下に落ち──





　どんっ！





　重い音を立て、陥没したあたりの地面にフタをした。


　これでしばらくは、穴から降りて、村のひとたちの薬草ハーブ採さい取しゆをジャマすることはできなくなった。


「例の薬草ハーブ、このあたし、リナ ＝ インバースがたしかにもらい受けたわよっ！」


「……くそっ！」


「こうなったら、ただでは帰さんっ！」


　あたしの勝しよう利り宣せん言げんに逆上し、警備の連中が、こちらに向かってつっかかって来る！


　その時。


「──やめいっ！」


　あたりにひびいた一いつ喝かつに、警備の連中の動きが、ぴたりっ、と止まった。


　やがて、彼らの列をかきわけ、別荘の方からあたしの前へと、ゆっくり歩み出したのは、鋭するどい目つきに、白はく髪はつ、白ひげのひとりの老人だった。


　──とすればこのひとが──


「はじめて会うな。わしがこの別荘の主あるじ、ジュダックじゃ」


　言ってじーさんは、後ろの警備の連中をふりかえり、


「──もうよい。勝負はついた。わしらの負けじゃ。退さがれ」


　意外にも、いともあっさり負けを認みとめた。


　……なんか……話のイメージと違うな……


　彼はふたたび、あたしの方に目をやって、


「……ふむ……本来ならば新兵どもをしかりつけるところじゃが、どうやらあんたの方が、かなり格かくが上じゃったようじゃな。


　たとえベテランの連中を使ったところで、あんたを防ぐのは無理じゃったろう」


「……新兵……？」


「──まさかあの泥どろ棒ぼう娘に、おぬしほどの部下がおるとは思わなんだわ。


　あまり道理の通らん結果になったが、それでも約束は約束、負けは負けじゃ。


　薬草ハーブはもってゆくがよい」


「……あの……新兵とか部下とかって……なんか、聞いてるのと多少話が違ってるよーな気がするんですけど……」


「──何じゃ？　おぬし事情を知らんのか？


　わしはこう見えても軍人でな。もっぱら今は、新兵たちの訓くん練れんをやっておる。


　この時期には、いつもここに連れて来て、野山での修しゆ行ぎようをさせておるのじゃが──


　ある日、シルビィとかいう、村の娘がこっそり忍しのび込んで来おってな。


　とっ捕つかまえて、『ひとのものが欲しけりゃ金払え』と一喝したら、ひらき直って、『私が部下を使って本気出したら、この程度の警備なんてちょろい』なんぞとぬかしよってな」


　……なんか……話がちょっと違うよーな気が……


「それでこっちも、売りことばに買いことばで、『警備の連中に危き害がいを加えず、それができたら何でも持っていけ』などと言うた、というわけじゃ」


　……わ……わけじゃ……って……


「……あの……そーすると、病気の話は聞いてないんでしょーか……？」


「病気？　誰だれがじゃ？」


　言って眉まゆをひそめるジュダックさん。


　──はっ!?　とするとまさかっ!?


「失礼しますっ！」


　あたしはじーさんに礼をして、呪じゆ文もんを唱となえ、裏手のガケの方へと向かう。


　ぽんっ、とガケから身をおどらせて、


「浮遊レビテーシヨン！」


　術を使って、ふんわり下へと着地した。


　その目の前──ガケにあけておいた横穴に、あたしは足を踏ふみ入れる。


　──打ち合わせ通りなら、この奥で、シルビィが声をかけて集めた村の連中が、薬草ハーブを回収しまくっているはずなのだが──


　だが。


　そこにあったのは、たった一人でいそいそ薬草ハーブを回収しまくるシルビィの姿！


「……しぃぃるぅぅびぃぃぃいぃ？」


　びびくぅっ！


　あたしの低い呼びかけに、後ろを向いた彼女はまともに身をひきつらせた。


「……あ……あはっ……は……早かったんですね……」


　言う彼女の、頰ほおに流れる汗ひとすじ。


「どーして村のひとたち呼んでないのかしらねぇぇ？」


「……い……いえ、ですからそれは……！」


「ジュダックさんには、村のみんなが病気で困こまってること、言ってなかったんですってねぇぇぇぇ？


　──まさか、村のひとに内ない緒しよで薬草ハーブを手に入れて、あとでみんなにそこそこの値段で売ってひともうけ──なんて考えてたんじゃあないでしょうねっ!?」


「まさか！　そんな、違います！」


　あたしの問いに、しかし彼女はきっぱり首を横に振り、


「……そこそこの値段なんて……！　やはりここは相場通りの値段で……」


「よけい悪いわぁぁぁぁぁぁっ！」





　ずごべっ！





　あたしの怒いかりの必殺キックは、彼女のどたまをまともに地面にめり込ませたのだった。





　──かくて、村に平へい穏おんが訪おとずれた。


　もたらされた薬草ハーブは、ひろまった病気を、いともあっさり駆く逐ちくした。


　あたし自身も、薬草茶ハーブ・テイーを飲んだおかげか、はたまた香茶が無害だったか、結局病気にはならずにすんだ。


　──そして朗ろう報ほうがもうひとつ。


　例のシルビィだが、結局あたしの口ききで、薬草ハーブの値段相応のぶんだけ、ジュダックさんのもとで働はたらくこととあいなった。


　専門用語で『悪事をチクった』とも言う。


　たぶん今ごろ、どこか遠い空の下、ナーガともども死ヌほどコキ使われていることだろう。


　よきかなよきかな。







（薬草ハーブの丘の攻防戦・おわり）










恐るべき未来










「ホーホホホホホホホ！　その程度の腕うでで私たちをどうにかしようなんて、身のほど知らずもいいところね！　ま、十年ほど修しゆ行ぎようして出直すことねっ！」


　あたしの呪じゆ文もん一発でノビた、野や盗とうの群むれを見下ろして、自じ慢まんたらたら、高笑いを上げたのは、毎度おなじみ白蛇サーペントのナーガ──ではなかった。


　無意味にデカい態度は同じだが、ゆるくウエーブのかかった金髪ブロンドに、目が痛いたくなるほど派は手でな赤い服。


　耳やら首やら手足やら、ちゃらちゃら光る金ピカアクセサリーの数々！


　たしかに美人ではあるが、へたなつき合いかたすれば、ロクな目にはあわないことうけあい、といったタイプの彼女こそが、今回、あたしが護まもるべき相手──シレーネ ＝ フィッツマイヤーだった。


　フィッツマイヤー、といえば、あるいは、ピン、とくるひともいるかもしれない。


　沿えん岸がん諸しよ国こくあたりでは、ちょっと名の知れた商人、ジェリオ ＝ フィッツマイヤーの娘──それが彼女だった。


　あたしはジェリオさん直じき々じきに頼たのまれ、おいしい依い頼らい料りようにつられる形で、このしごとを引き受けることになったのだ。
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　しごとの内容なかみはいたって簡かん単たん。少し離れた村にある別べつ荘そうまで、彼女を無事に送り届とどける、ただそれだけ。


　あとは、彼女を別荘の管理人に渡して、礼金をもらえばおしまい、である。


　順調に行けば、三日程度の道のりだった。


　──しかし。


　問題は、彼女の性格だった。


「……て……てめぇにやられたわけじゃねえ……」


　シレーネの足もとでぴくぴくしながら、なおもへらず口を叩たたく野盗その一に、彼女はひややかな笑顔をつくり、


「そう。あなたたちを倒したのはこの私じゃなくってよ。


　私のパパがお金で雇やとった、ただの臨りん時じの護ご衛えいよ。


　そぉぉんなモノにあっさりやられて、よく恥はずかしくないわねぇ？


　ま、自分の言ったせりふが負け惜おしみにさえなっていないことにも気づかないような程度じゃあ、『恥ずかしい』なぁんて高度な感情持ってるかどうかは疑わしいものだけれどね。ホーホホホホホホホホホ！」


　…………こーゆー性格なのである。


「……な……なんかスッゲーくやひい……」


　シレーネの上げる高笑いに、しかし反論の術すべも持たず、倒れたままに涙なみだする野盗その一。


　わかるっ！　その気持ちわかるぞぉっ！　野盗その一っ！


　なにしろ彼女と来た日にゃあ、ふだんから万事この調子なのだ。


　寄り道はするわやたらと高い食い物ばかり食べたがるわちょっと歩くとすぐ休むわ。


　道のりの半分さえも行かぬうち、あっというまに予定していた三日が過ぎ、それでなおかつ「旅がはかどらない」などとあたしに文句をつけて来る。


　ムカッときたあたしが、ちょっと、攻こう撃げき呪文の二、三発でカルく吹っ飛ばしただけで、「礼金払わないわよっ！」なんぞと言い出す始末。


　──父親のジェリオさん、商人としての才能はともかく、子供を育てる才能にはあんまし恵めぐまれなかったようである。


　だがしかし。


　彼女が本気でとんでもないコトをぬかしはじめたのは、その日の夜のことだった。





「──なんでこんなビンボくさいところで、この私が食事しなくちゃならないのよ!?」


　不ふ機き嫌げんな顔でシレーネがそう言ったのは、夕食どきの事。


　あたしが行こうとした食堂が気に入らない、というわけである。


「……どこかの誰だれかさんがぜいたくとぐーたらばかりしてるから、路ろ銀ぎんが心もとなくなったのよ」


　あたしは彼女をジト目で見て言う。


　依頼料は、必要経費込みだった。順調に旅が進めば、かなりの額があたしのもうけになるはずだったのだが、旅の遅おくれとシレーネのぜーたくぶりのせいで、だいぶもうけは減っている。


　前金としてもらったぶんなど、ほとんど底をつきかけていた。


　しかしあたしのセリフにも、彼女はすこしもひるまず、


「ほーら。そうやって、すぐ他人のせいにしたがる。さもしい根こん性じようの現われね」


「だぁぁぁっ！　事実、きっちしあんたのせいでしょーがっ!?　全面的にっ！」


　言ってもムダとはわかっているが、ついつい声も荒くなる。


「何言ってるのよ。依頼のお金にはまだ余よ裕ゆうあるんでしょ？」


「あのねえっ！　何が悲しゅうて依頼料全部つぎ込んで、あんたのワガママにつき合わなきゃなんないのよっ!?」


「わがまま？　『スポンサーの要望』とか言ってほしいわね。


　それに、今だってずいぶん我が慢まんしてあげてるのよ。


　昨日までだって、一人のウェイターがテーブルを二つも三つも受け持っているような、一流の下あたりのレストランで、文句も言わなかったでしょ？」


「……シェフ呼びつけて、かなりメチャメチャ言ってたよーな気がするんだけど……？」


「あなたには、の話よ。


　──あーあ。パパの使用人たちといっしょにいた時には、こんなに不自由しなかったのになー。


　どうにかならないの？　お金」


　あたしがなんとかするのが、さも当然のことのように言う。


　……こ……この小娘はー……って、あたしより年上だけど……


「なんないわよ。──ついでに言うと、このままあんたが、やれ歩き疲つかれただの、やれ今夜は何が食べたいだのとワガママ言ってると、そのうち野の宿じゆく、食事ヌキ、なんてことになっちゃうわよっ！」


「冗じよう談だんじゃあないわ！


　……そもそも、なんでこの私が、自分の足で歩いて行かなきゃいけないのよ？」


「別荘に行きたい、ってダダこねたの、あんたなんでしょ。ジェリオさん、そう言ってたわよ。


　── 大体、自分の足で歩くのがイヤなんだったら、 お優しいパパにおねだりして、馬か馬車でも用意してもらえばよかったじゃないの？」


　しかし、あたしの皮ひ肉にくにも、彼女は顔色ひとつ変えることなく、


「馬は動物クサいからイヤ。馬車は無神経に揺ゆれるから嫌きらい」


　……一生出歩くな。おまいは。


　シレーネは、大きなため息ひとつつき、


「──でも実際、お金はなんとかしなくちゃあね……私の手持ちも尽つきかけているし」


「手持ちが尽きかけてる……って、あんた、お金なんて持ってたの？」


「当り前じゃなくって？」


「けど、尽きかけてる、って……食事も宿代も、依頼料の中からあたしが出してんのに……


　それでどーやったら、手持ちの金が減ってくのよ？」


「決まってるでしょ？　毎日服買い替えてるのよ」


「……………………」


　さも当り前のように言ったシレーネのことばに、あたしは思わず絶ぜつ句くした。


　……たしかに……彼女が毎日違う服を着てるのには気づいてたけど……


　彼女の手荷物──やや大きめのバッグの中に、よくあれだけ服が入るもんだと思っていたのだが……


　──まさか、毎日買い替えまくっていようとは……


「歩き回って汗あせのしみついた下着なんかは二度と着ようなんて気しないし、服だって一日着たらアキちゃうし、シワもできるし、埃ほこりやなんかで汚よごれるし。


　汚れた下着や気に入らない服を捨てちゃったら、当然新しいの買わなくっちゃならなくなるじゃない？」


　思わず立ちくらみを起こすあたし。


　……こ……こひつ……ンなもったいないことやってたのか……


　洗せん濯たくして使う、とゆー発想は出て来んのかっ!?　おまいはっ!?


　あたしなんかなー、あたしなんか毎日、宿屋に泊とまるそのたびに、自分の身のまわりのものひとりでこしこし洗濯してるんだぞー。


　えぇいっ！　てめーなんぞに商人の娘の資格はないっ！


「──ともあれ、お金は必要ね。正直言っちゃって、私が、別荘に行きたい、店の使用人をお供ともにつけるのはヤダ、って言ったのって、はっきり言って、知りあいの目から離れて羽根伸ばしたかったからなのよね。


　けどこぉんなお金に不自由するんじゃあ、ロクに羽根伸ばしもできないわね」


　あたしの内心の怒いかりに気づくこともなく、勝手なことを抜かしまくるバカ娘。


「──ねえリナ、いっそのこと、私が誘ゆう拐かいされた、ってことにでもして、パパからお金もらう、なんてのはどう？　これなら遊ぶ時間もお金もたぁぁっぷりできるわよ？」


「……そ……そぉね……」


　ひきつった笑みを浮かべるあたしの脳のう裏りに、この時、ひとつの計画が閃ひらめいたのだった。





「ほぉぉ。女の二人旅かい？　ちょっと物ぶつ騒そうなんじゃねーのか？


　なにしろ街かい道どうにゃあ、時々オレたちみてぇなのが出るからなぁ」


　リーダー格の男が吐はいたセリフに、その他の連中が、どっ！　と沸わいた。


　その野盗たちが、道ゆくあたしとシレーネの前に現われたのは、翌日の昼をやや回った頃のことだった。


「ホーホホホホホ！　あなたたち、狙ねらう相手をもののみごとに間違えたものね。さすがは下げ賤せんな野盗風ふ情ぜいだけあって、人を見る目がないわね。


　まあせいぜい抵てい抗こうしてもらおうかしら。


　──それじゃあ、あとは任まかせたわよ」


　言うだけ言って、その場を譲ゆずろうとしたシレーネの肩かたを、あたしは、わしっ！　と後ろから押さえる。


「……な……何よ!?」


　ふり向いて問いかける彼女に、あたしは、にまぁっ、と笑みを浮かべ、


「……そーいえば、きのう言ってたじゃない。誘拐されたことにしてどーするこーする、って。


　ちょーどよかったじゃない。わざわざ誘拐『されたことに』しなくても、本当に誘拐されちゃえば」


　あたしのことばに、さーっ、と彼女の顔が青ざめた。


「……ち……ちょっと……!?　どういうことよ!?　それって!?」


「こういうことよ」


　あたしは野盗たちの方を向き、


「──ジェリオ ＝ フィッツマイヤーって知ってるわよね？　ちょっとは名の知れた商人だから。


　このひと、その娘で、シレーネさん、って名前なのよ。


　とっ捕つかまえればお金になるわよ」


　あたしのことばに、野盗たちは、いぶかしげに顔を見合わせた。


　──おしおし。なかなかいい演技だぞ。


「どういうつもりだ!?」


　問うリーダーに、あたしはいたってへーぜんと、


「つまり、こいつ置いていくから、あたしは帰らせてもらう、って言ってるのよ」


「ちょっとぉぉぉっ!?　あんた一体何考えてんのよっ!?」


「シレーネさんを見捨てること考えてる[image: ]」


　にっこり笑って言うあたし。


「あなたのくそ身勝手なワガママにつき合うのもいーかげんヤになったし」


「そんな!?　契けい約やく違い反はんよ！　依い頼らい料いらないのっ!?」


「いらない[image: ]　この先あなたのワガママにつき合うくらいなら、ね」


　あたしのことばに、彼女の顔がまっ青になった。


　おーし。効きいてる効いてる。


　あたしはふたたび野盗たちの方を向き、


「──で？　どうするの？　今の条件が[image: ]のめない、ってことなら、まずはあたしと戦って、ってことになるけど？」
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「……ふん……」


　リーダー格の野盗は小さく鼻を鳴らし、


「おめぇ一人なんぞ、オレたちにかかっちゃあ屁へでもねぇが……


　まあ、金ヅルを渡す、って言うなら、無理にケンカすることもねえか。


　万が一にでも、へたなケガでもしちゃつまんねえからな」


『お互いワルよのぅ』と言わんばかりに、にやり、と太い笑みを浮かべる。


　ををっ。野や盗とうにしてはかなりの演技力。


　こいつひょっとしたら、野盗なんぞやってないで、役者にでもなれば成功したかもしんない。


「オーケイ。交こう渉しよう成立よ。それじゃああとはこのひと、煮にるなり焼くなり好きにして」


「ちょっとぉぉっ!?　本気じゃないでしょうねぇっ!?」


　とりすがるシレーネにつめたいまなざしを送り、浮かびそうになる笑みを必死にこらえつつ、


「本気よ。ま、こーやって見捨てられたのも、自分の日ごろの行ないと性格が悪かったと思ってあきらめるのね。


　それじゃーシレーネ、あでゅー[image: ]」


　言ってあたしは呪文を唱となえ──


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術を使って、その場をとっととあとにしたのだった。





「──いくらなんでも反省したかなー。あそこまでやれば」


　その日の夜。


　とある村の宿で夕食を取りながら、あたしはひとり、つぶやいた。


　──カンのいいひとなら、たぶん気づいているだろう。


　そう。昼間のあの事件、すべてはあたしの仕組んだヤラセである。


　むろんあの野盗たちがサクラであることは言うまでもない。


　──きのうの夜。


　シレーネが、狂言誘ゆう拐かいして遊びまくる、なんぞとバカなことをほざいた時、あたしの頭に浮かんだ計画がこれだった。


　名づけて、コワいおもいのひとつもすれば、ちったぁ反省するだろう計画っ！


　あたしはきのうの夜のうちに、ひとりでこっそり宿を抜け出し、近くにあった盗とう賊ぞく団になぐり込みをかけ、ぼこめこにしたあげく、計画への協力を要よう請せいしたのだ。


　皮肉なことに、あたしの、『盗賊ロバーズ・殺しキラー』なんぞという、不ふ名めい誉よな二つ名が、ここで大いに役に立った。


　そして、昼間実行した通り。


　やって来た野盗たちに、あたしは、シレーネを見捨てるふりをして引き渡した。


　──むろん、野盗たちにはちゃんと、できるだけ彼女をおびえさせるように、しかし絶対危き害がいは加えないように言い含ふくめてある。


　あとは、頃あいを見み計はからって彼女を『野盗たちから救出』し、てきとーな言い訳と教きよう訓くんをたれるだけである。


　世の中には、親の七なな光ひかりも道理も通用しない人間もいるのだと知れば、彼女も少しはおとなしくなるだろう。


　かなり乱らん暴ぼうなテではあったが、親が、最低限の教育、とゆーモノをやってない以上、誰だれかがそれをやらねばならぬ。


　野盗たちが裏切って彼女を本気で人質にする、という可能性も、普通ならば考えられるが、野盗たちには『計画がうまくいったらある程度の礼金は払はらう。しかし裏切ったりしようもんなら、地の果てまで追いかけていって死ヌまでどつき倒す』と言い含めてある。


　それに何より、あたしの名を聞いた時のあのおびえようから見れば、約束を裏切るほどの根性は持ちあわせてないだろう。


「んっふっふっ。カ・ン・ペ・キね」


　言ってあたしは香茶をひと口。


「よかったじゃないの。なんだか知らないけどうまく行って」


　言ってナーガは、トリ肉のフライにかぶりつく。


「まーね」


　あたしはうなずき……


　………………………………？


「をぅわぁっ!?　ナーガっ!?　一体いつの間にッ!?」


　思わずあたしは悲ひ鳴めいを上げて席を立つ。


　いつ、どこからわいて出たのか知らないが、ふと気がつけば、テーブルのその向かいには、ゆうゆうとイスに腰かけ、あたしの注文した定食を、もくもく食べるナーガの姿！


「何言ってるのよ、リナ。さっき堂々と入って来て堂々と腰かけたじゃない」


「……そ……そうか！　きっと、高笑いがなかったから気づかなかったのね……」


　ようやく落ち着きを取り戻もどし、あたしはふたたび席につく。
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「……ってナーガっ！　なんだって勝手にひとの料理ぱくぱく食べてんのよっ!?　これはあたしのディナーセットＣなんだからっ！」


　しかしあたしの抗こう議ぎにもかかわらず、ナーガはへーぜんと食事を続けつつ、


「……ふっ……


　狭せまいわね、リナ ＝ インバース。たかが定食ごときでそこまで目くじら立てるとは。


　──けどまあ、気に入らない、って言うのなら、なんならここの勘かん定じよう、この白蛇サーペントのナーガが持ってもよくってよ」


「……へ……？　それってつまり……オゴってくれるってこと？」


「ひらたく言うとそうなるわね」


「……なんか……気前いいわねー。今日は」


「まあね」


　うなずいて、ナーガは食堂のおっちゃんに、定食の追加と酒とを頼たのみ、


「──あなたの真ま似ね、ってわけじゃないけどね、リナ。


　実は今日、昼すこし前に、街道すじで野盗の群れにばったり出くわしてね。


　かるくひねって、いただくものをいただいた、というわけよ」


「へーえ」


「なかなか笑える相手だったわよ。


　このわたしに恐れをなしたか、必死で言い訳を並べたてるんだけど、その言い訳が大笑いよ。


『自分たちは、あのリナ ＝ インバースの知りあいだ。リナとの約束があって、今からやらなきゃならないことがあるから、この場は見み逃のがせ』と、こうよ。


　……まったく……でたらめもあそこまで行くと立りつ派ぱなものね。ほーっほっほっほ」


　ぴぴくっ！


　ナーガのことばに、しかしあたしはちっとも笑えなかった。


「……ち……ちょっと……ナーガ……？」


　あたしはおそるおそる口を開いた。


　声がふるえているのが自分でもわかる。


「……その……野盗たち、って……あたしの知りあいで、あたしと約束がある……って言ってたわけね……？」


「そうよ」


　いともへーぜんと答えるナーガ。


「……それで……ナーガ、あんた、その野盗たちをどーしたの……？」


「どう……って、もちろん、情なさけをかける義理もないし。問答無用で吹っ飛ばしてやったわよ。


　──たぶんあの様子じゃあ、しばらくは再起不能ね」


　……………………


「……そ……それで……もーいっかい聞きたいんだけど……昼まえ、なわけね……？」


「そうだけど？」


　無情にも、彼女は首を縦たてに振ふった。


　……あたしがサクラを頼んだ野盗たちは、昼前にナーガにふっ飛ばされている。


　と、ゆーことは、あたしがシレーネをポイ渡しした野盗たちって……？


「しまったぁぁぁァッ！　ありゃ別のグループだぁぁぁぁっ！」


　あたしの悲鳴が、狭い店内にこだました。





「ふっ……あなたもまだまだ未み熟じゆくね、リナ。


　よりによって、他の盗賊団と間違えるなんて初歩的なミス犯おかすなんて」


　ひと通り、あたしからの事情説明を聞いたあと、ナーガは言った。


　まちがえて渡したシレーネを、野盗たちから救い出すべく、夜の街道を行きながらのことである。


「……だ……だって……野盗なんて、みーんな似たよーな顔してるじゃないの。


　あーんな没ぼつ個性な連中の顔見分けるなんて、犬猫見分けるよりむずかしいわよ……」


「まあ、いずれにしても、急いでその野盗たちを見つけ出すことね。


　でないとそのシレーネさんとやらが、一体どんな目にあうか」





　ざくっ！





　イタいところをまともに突つかれ、あたしは思わず一いつ瞬しゆんよろついた。


「……ま……まあ何はともあれ……」


　言いかけて、あたしは、ぴたりっ、と足を止めた。


　隣となりでは、ナーガも立ち止まっている。


　──すぐ近くに、こちらをうかがう気け配はいがあった。


　数は多くない。おそらく──二人。


「出て来なさい。わかってるのよ。隠かくれてるのは。


　── 出て来ないなら──」


「わわわわっ!?　待った！　待ってくださいっ！　リナさんっ！」


　こちらのセリフも終わらぬうちに、なぜかあたしの名前を呼びながら、二人の前に姿を現わしたのは、野盗姿の男が二人。


「誰よ？　あんたたち？」


「……だ……誰……って……


　お忘れですか!?　ほら！　きのう、リナさんにいびり倒され……もとい、お世話になって、話を頼たのまれてた……」


「──きのうの野盗たち!?」


「そうです。そん中の二人です」


　言って彼らは、ナーガの方を、おびえた目でちらりと見て、


「……と……ところで……こちらのお方は、やっぱりリナさんのお知りあいか何か……なんでしょうか……？」


「まーね。大体の事情は聞いたわ。昼間、こいつに出くわしてやられちゃったんだって？」


「そ……そーなんです。あっしらと、ほかの何人かは、運よくたいしたケガはなかったんですけど……」


　結局、リナさんとの約束を破っちまったことになりますから、なんとかこりゃあ、お会いしてワビを入れなきゃならん、ってことで、あちこち探さがし回ってたんですが……


　リナさんが、なぜかそっちの姐あねゴといっしょにいたんで、思わず隠れちまったんです」


「なるほど。──約束うんぬんの話はもういいわ。それより、この近くに、あんたたち以外の野盗グループがいるはずなんだけど、知らない？」


　男たちは、一瞬互いに顔を見合わせ、


「……ええ。一応は知ってますけど……？」


　片方の男が口を開いた。


「連中のアジト、どこだか知んない？」


「……詳くわしくは知りませんけど……西の森の方だってことは確たしかです。森の端っこに、小せぇ岩山があるんで、そこいらじゃないかと思いますけど……」


　同業者を売るわけにはいかねえ、とか言い出すかとも思ったが、意外にもすんなり答えてくれた。


　よほどあたしを恐れているか、でなけりゃたぶん、日ごろあっちのグループと対立でもしていたのだろう。


「わかったわ！　ありがと！


　──行くわよっ！　ナーガっ！」


「なんで？」


　すべっ。


　冷さめた口く調ちようの質問に、まともに勢いを殺そがれて、あたしはその場に突つっ伏した。


「……な……なんで……って……


　だからぁっ！　シレーネ助け出さなくちゃなんないでしょーがっ！」


「だから……なんでそれに、このわたしがつき合わなくちゃいけないわけ？」


　[image: ]っ……！　しまった、気づかれたっ！


　このままうやむやのうちにナーガを巻き込んで、タダで手つだいさせよーと思ってたのにっ！


　──しかし、気づかれたからにはしかたない。


　あたしは小さくため息をついて、


「……わかったわよ。手つだってくれたら、あたしがお礼するから」


「お礼する──なんて言って、わたしの手でも握にぎって『ありがとナーガ[image: ]　助かったわ[image: ]』なんてセリフでごま化すつもりじゃないでしょうね？」


　ぎくぅっ！


　図ず星ぼしをつかれ、一瞬動どう揺ようするあたし。


　かといって、ナーガに礼金なんぞ払いたくはないのだが……


　これがただ、野盗たちをしばき倒すだけ、というのなら、あたしひとりでこと足りる。


　しかし今回、シレーネが相手の手中にある以上、あたしが正面きって乗り込めば、連中は、彼女を人質に取るだろう。


　ならば、顔を知られていないナーガが、高笑いなんぞ上げながら、うやむやのうちに野盗たちをぶち倒し、シレーネを助け出す方がいいだろう。


　となると、ここはやはり、ナーガの助けが欲しいところである。


　あたしはしばし考えて、


「……や……やーね。そーね、それじゃあ思い切って……銅どう貨か五枚！」


「………………リナ……」


「じょーだんよじょーだんっ！──銀貨……銀貨……九枚っ！」


　十枚と思い切れないところが我が身の悲しさである。


　ナーガは小さくため息をつき、


「……ま、いいわ。どうせ相手はたかが野盗ふぜい。このわたしの実力なら、敵てきというほどのものでもないし。


　──なんなら、タダで手つだってあげてもかまわないわよ」


「ほんと!?」


「ええ。だから、一生恩に着ることね」


「……手伝い料……ちゃんと払うわ……」





　森の木々を、かすかな炎ほのおのゆらぎが薄うす明あかるく照らし出す。


　あの野盗が言ったその通り。シレーネを捕つかまえている連中のアジトは、森の端の岩山に穿うがたれた洞どう窟くつにあった。


　洞窟の入り口には、小さなたき火と、退屈そうな顔の見張りの野盗が一人。


「あいつを眠らせたら中に突入よ」


　身を隠したしげみの中で、あたしはナーガに耳うちし、呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


「眠りスリーピング！」


　あたしの呪文と同時に、見はりの男が、かくんっ、とその場に倒れ伏した。


　──だが。


「おい!?　どうした!?」


　男が倒れると同時に、誰かの慌あわてた声が聞こえた。


　……へ……？


　間を置かず、近くの木こ陰かげから姿を現わす男がひとり。


　──なるほど。


　もともと、見はりは二人いたのだ。


　うち片方が、用足しか何かで森の中へと入ってゆき、そこにあたしたちがやって来た。


　見はりは一人と判断し、あたしが術でそいつを眠らせた時、もう片方が帰ってきた──おそらくそういうことだろう。


　しかし、あたしがそれに気づいた時にはもう遅おそい。


「──襲しゆう撃げきだ！」


　男の声が、あたりに響ひびき渡っていた。


「なにぃっ!?」


「相手はどこの誰だ!?」


　口々に言いながら、洞窟の中から次々飛び出してくる野盗たち。


　くそー。こうなれば強きよう攻こう策さくしかないか！


「──ナーガ、先行して……」


　あたしが指示を出すより早く。


「ホーホホホホホ！　この私たちに逆さからおうなんて、一体どこのお馬ば鹿かさんかしら!?」


　洞窟から姿を現わした一人の声に、あたしはたしかに聞きおぼえがあった。


「──シレーネ!?」


　声を上げ、思わず木陰から飛び出すあたし。


　──そう。


　野盗たちのどまん中、くそえらそーに腕うでを組み、堂々と立っているのは他でもない。シレーネ ＝ フィッツマイヤー、その人だった。


　すくなくとも、人質になっているようには見えないが……？


「あーらリナさん、今さら一体何の用なのかしら？」


「……な……なんの……って……」


　この状況で『助けに来た』などとも言えず、思わず一瞬口ごもる。


「そ……それより……なんだって野盗たちと仲良くなんてしてんのよ……？」


「──まあ、私の人徳、って奴やつかしらね」


「片づけちまうか？　シレーネ？」


　言って、リーダー格の男が、彼女の肩に手を置いたその瞬間。





　げごべっ！





　手かげんなしの彼女の蹴けりが、男をまともになぎ倒した！


「汚きたない手で触さわらないでって言ったでしょっ!?　服が汚れちゃうじゃないっ！


　それに、あんたなんかに『シレーネ』なんて気やすく呼ばれるおぼえはなくってよ！」


　蹴られた男は、倒れたままで、ほっ、と頰ほおを赤らめて、口もとに手をやると、


「……ああ……いい！　シレーネ様……[image: ]」


　うぞぞぞぞぞぞぞっ！


　思わず背中を寒けが走る。


　……な……なるほどー。


　この野盗たちのリーダーが、そーゆーシュミだったわけか。


　それが、幸い──というか不幸にも、というか、シレーネの高ピーな性格と、ぴったり合っちゃったようである。


「……ふっ。今さら私を助けに来た、なんて言うつもりなんじゃないでしょうね!?


　まあいいわ。いずれにしろ、昼間見捨ててくれた借りは、いつかあなたに返さなくちゃあ、と思ってたところ。


　ちょうど手間も省はぶけたというものよ。


　──みんな！　こいつは魔法を使うわよっ！　森の中に散りなさいっ！」


『おうっ！』


　シレーネの号令一下、木々の間に散さん開かいする野盗たち。


　──思ったより統とう率そつは取れている。


「ホーホホホホホホ！　どう？　私には、あなたの手の内なんて、ちゃぁぁんとわかってるんですからね。こうすれば、彼らを一撃で倒すことなんてできなくってよ！」


　これで勝ったつもりにでもなったのか、仁に王おう立だちのまま、高笑いを浮かべる彼女を、ナーガは眉まゆをひそめて指さし、


「……リナ……何なのよ？　あのおかしなのは……？」


「……おっ……おかしなのぉぉぉぉぉっ!?」


　ナーガに『おかしなの』呼ばわりされたのが気にさわったか、シレーネは、怒いかりに眉をつり上げた。


　……まあ……ナーガに変人呼ばわりされりゃあ腹も立つわな……ふつーは……


　彼女も負けじと、びしっ！　とナーガを指さして、


「はん！　そっちこそ何よ!?　他人を変人呼ばわりするわりには、恥も外聞もないようなかっこうして！」


「ほーっほっほっほ！　全く笑わせてくれるわね！　このセンスがわからないなんて！」


「それの一体どこにセンスがあるのよっ!?」


　相手を見下しきったナーガの余よ裕ゆうの口調に、ますますムキになるシレーネ。


「どうせ布買うお金もないから、ケチってそんな服にしてるだけでしょ!?　私のつけてるブレスレットの一番安い奴の値段で、そんな服なんてダース単位で買えるわよ！」


　しかしナーガは、シレーネのことばを、あっさり鼻先で笑い飛ばす。


「……ふっ……とうとう未み熟じゆくさをさらけ出したわね」


「……み……未熟……!?」


「あーら。そうじゃない？　かかわっているお金が大きければファッショナブルだ、なんて理り屈くつがあるのなら、世の中で一番ハイ・センスなのは金貨鋳ちゆう造ぞう所じよの職員よ。


　その程度のこともわからないようじゃあ、未熟、どころか問題外ね！


　……まあ、高価なアクセサリーを、これ見よがしにちゃらつかせるだけがファッションだと信じ込んで喜んでるような人間には、いくら言おうが百年たとうが、本当のファッションを理解しろって方が無理よね。ほーっほっほっほ！」


「……な……な……な……なんですってぇぇぇぇぇっ！」


　ナーガのことばに、まともに頭に血をのぼらせて、ずかずかこちらに歩み寄り、


「言いたい放題言ってくれたわね！　この私にそんな口をきいたら、どんな目にあうか、思い知りなさいっ！」


　言って彼女はナーガに向かって右手をふり上げ──





　ぼべ。





　むぞうさにナーガの放った右の蹴けりに、まともに顔面を直ちよく撃げきされて、シレーネは、あっさりその場に倒れ伏した。


「ああっ！　シレーネさんっ！」


　彼女があっさり倒されたのを目にして、あわてて出て来る野盗たち。


　──のこのこ姿を現わした野盗たちを、あたしとナーガの攻撃呪文が片づけるのに、さほどの時間がかからなかったことは、今さら言うまでもないだろう。





「──私の負けよ── 完全に──」


　野盗連中を壊かい滅めつさせてからしばし。


　ようやく気がついたシレーネは、言って、ナーガの足もとにひざまずいた。


「……ファッションを語っても破れ……そして力でも負けた……


　ふっ……この私ともあろうものが、ここまで完かん璧ぺきに負けたのは生まれてはじめてよ……」


「ふっ。まあ、そう落ち込まないことね」


　くそえらそーな口調で言って、ナーガは胸を張る。


「このわたしに比べれば、もちろんまだまだだけど、それでもあなた、なかなか素質はあるわよ」


「ほんと!?」


　口からでまかせに決まりきっているナーガのことばに、しかしシレーネの表情が希望に輝かがやいた。


「ふっ。そうね。もう少し、きちんとした修行をすればあなたも一人前ね」


　何の修行だ。何の。


「師し匠しようと呼ばせてっ！」


「ほーっほっほっほ！　あなたがそれを望むのならば、それもよくってよ！」


　……をいをい……


　なんでそーゆーことになるんだ。こいつらは。


　思わず目を点にしたあたしの方には一切かまわず、ナーガは夜空を指さして、


「さあ！　それじゃあまず、月に向かって高笑いよっ！」
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「ホーホホホホホホ！」


「まだまだ。あなたの高笑いには、余裕ってものが足りないわ。


　もう一度！」


「ホーッホホホホホホ！」


「少しよくなって来たわね。さあ、がんばって練習よ！」


　──その時。


　ひたすら高笑いを上げる二人を眺ながめていたあたしの脳のう裏りに、まるで巫み女こが神しん託たくを授さずかるかのように、ある未来像が閃ひらめいた。


　──まさか……そう遠くない未来……ひょっとして世の中って、ナーガみたいなタイプの奴やつばっかしになっちゃうんじゃないだろーか──と。


　くわばらくわばら。







（恐るべき未来：おしまい）










最強への道










「──痛いたい目にあいたくなきゃあ、さっさと出すもん出してもらおうか？」


　耳みみ慣なれた、月並みきわまる脅おどし文もん句くは、しかしあたしに向けられたものではなかった。


　森の中ゆく街道を、あたしが歩くそのうちに、そんなことばがいきなし耳に飛び込んで来たのだ。


　おそらくどこかの旅人が、野や盗とうにでも襲おそわれている──などというよくあるシチュエーションだろう。


　となれば、あたしの取るべき行動はただひたとつ！


　いきなり乱入して、野盗どもをへち倒し、金品奪うばい取ったあげく、襲おそわれていた方からも、いくらか礼金をもらうっ！


　そうと決まればさっそく実行！　あたしは呪じゆ文もんを唱となえつつ、声の方へとかけ出した。


　やがて立ち並ぶ木々の向こうに見えたのは、一人の男をとり巻いた、十人ほどのごろつきふう。


　おーしっ！


「そこまでよっ！　などと言いつつ破弾撃ボム・スプリツド！」





　きゅごごぉぉんっ！





　呪文の一いち撃げきをまともに食らい、あっさり吹っ飛ぶ男たち。


　ふっ。剣けん士しにして天才魔ま道どう士したるこのあたし、リナ ＝ インバースにかかったら、たかが野盗の十人ごとき、ものの数ではないっ！


　あとはただ、襲われていた男一人が佇たたずむのみ。


　としの頃ころは二は十た歳ち前後だろうか。黒く短い髪かみに、浅黒い肌はだ。おせじにも、金持ちふうには見えないが、言うべきことは言わねばなるまいっ！


　あたしは男の方に向かって、びしぃっ！　と指でＶサインをつくり、


「ふっ！　これでこの野盗たちもおしまいよっ！


　いーことしたあとは気持ちいいわねっ！


　──そーゆーことで、お礼なんて、ほんのちょっぴしでもいいけど、多いに越したことはないわねっ！」


「礼か？　ああ。一応礼は言っとくぜ」


「……いや……言うだけじゃなくて、できればモノで感謝の気持ちを表現してほしーんだけど……」


「それより──あんた、魔道士だろ？　実はちょいと、頼たのみたいことがあるんだがな。


　金貨──そうだな、十枚ほどでどうだ？」


「問題外ね」


　期待はずれのため息ひとつついてから、あたしはあっさりと言った。


「金貨の十枚程度なら、今はり倒した野盗連中のふところ探さぐったって、たぶんなんとか出てくるわ」


「──たしかにこいつらなら、それくらい持ってるかもしれねーけどな。


　ただし言っとくが、こいつら、野盗じゃあないぜ」


「野盗じゃない？」


　言われてあたしははじめて、倒れている男たちに注目した。


　──見た目には、野盗呼ばわりされても文句の言えないよーなかっこうをしているのだが……？


「ああ。──ま、ごろつきには違いねーけどな」


「──けど、それならこいつら一体何者で、なんだってあんたは狙ねらわれてたのよ？」


「ま、話せば長い話って奴やつだ。


　どうだ？　こんなところでの立ち話もなんだし、どこかそこいらの村で、メシでも食いながら、ってのは？


　メシくらいならオレがおごるぜ？」


　うーむ。


　しごとを受ける受けないは別として、『メシをおごる』と言われて断わったとあれば人間失格である。


「わかったわ。話を聞くだけなら」


　──しかしあたしは気づいていなかった。


　自分がこの時すでに、もはや抜け出せないところにまで来ていたことに。





「オレの名はラグってぇんだ。しごとはフリーの拳けん闘とう士しさ」


　すこし離れた小さな村の、とある小さな食堂で、トリのてり焼きもも肉をかじりながら、彼は説明をはじめた。


　ちなみに拳闘士とゆーのは、早い話が、公衆の面前でどつき合いをして金かせいでる連中のことである。


　大きな町などには、拳闘士これの試合専用の会場もあり、観客は、どちらが勝つかに金をかけ、勝敗に一いつ喜き一いち憂ゆうするわけである。
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　あたしも以前に一度だけ、試合を見に行ったことがあったのだが、どぉもアレは好きになれなかった。


　理由は単純──試合会場が汗あせくさいから。


　彼らには、『殴なぐり合いを見るのが三度のメシより好きだ』などとゆー腐くさった性格のスポンサーがついていることが多く、フリーというのはわりと珍めずらしい。


　このラグとかゆーのがどの程度の拳闘士なのかは知らないが、フリーでやっているからには、よほど腕うでがいいか、あるいはよほどヘボかのどちらかだろう。


　彼はやおら、こぶしをぐぐぃっ！　とにぎりしめ、熱のこもった口く調ちようで、


「まがりなりにも男と生まれ、拳闘士の道を歩む以上、目ざすはすなわち世界最強っ！


　そこでオレはひとり、あちこちの町をまわって、いろいろな相手に戦いを挑いどんで歩いてるってわけだ！」


「──それはわかったわ。それで、なんで狙われてたわけ？」


「かつてリュクネーの町に、最強の名をほしいままにした奴がいた！　奴の名はグルカ！　拳こぶしひとつで勝ち登り、富と栄えい誉よを手にした男！　しかし今、奴は現役を退しりぞいて、拳闘士たちのスポンサーをやっていた！」


　あたしの質問に答えるつもりがあるのかどうか、彼は勝手に熱血しながら話を続ける。


「戦いたい！　戦ってみたい！　伝説にまでなった男と！　オレの血は熱く燃え上がった！　オレは奴の屋や敷しきを訪おとずれ、挑ちよう戦せんを申し入れた！　しかし奴は、すでに引退した身！　それに、流れの拳闘士の挑戦など、いちいち受けてはおれん、とはねつけた！


　──五日──奴のところへ通い続けた！


　しかしそれでも結果は同じ。


　そこでオレは考えた！　奴に戦う気がないのなら、戦う気を起こさせればいいのだと！


　そーいうわけで、奴の家から金銀財宝かっさらい、ここまで逃にげて見せたんだっ！」


　……をい……


　あたしの目が点になる。


　……なんか……とんでもない話を聞いちゃったよーな……


「ところが奴は、自分で出向こうとはせずに、金で雇やとったごろつきたちを、オレにさし向けて来た、とゆーわけだっ！」


「……とゆーわけだ……って……」


　あたしはおそるおそるつぶやいた。


　頰ほおのあたりがかすかに引きつっているのが自分でもわかる。


「そうっ！」


　なぜかやたらと陽気な口調で、ラグは大きくうなずいて、


「あんたがさっきぶち倒したのは、グルカが雇ったごろつきどもさ！


　そーゆーわけで、これであんたも立りつ派ぱな共犯だっ！」


「ちょっと待てぇぇぇぇぇっ!?」


　思わずあたしは声を上げた。


　他の客たちの視線が、一いつ瞬しゆんこちらに集中する。


「──そーゆーわけで、あんたはこれで、オレに手を貸すしかなくなった、ってわけだ」


「なんだってそーゆー話になるのよっ!?


　第一、共犯ったって、あたしはただ単にカン違いしただけで……！」


「ヤラれた方はそう思ってるかな？」


「[image: ]っ……!?」


　すずしい顔で言い放たれて、あたしは一瞬絶ぜつ句くした。


　しかしここであっさり言い負かされるわけにはいかない。


　あたしはラグをまっ正面からにらみつけ、


「──たとえば、あたしがあんたをはり倒して、役所へつき出す、ってテもあるのよ」


「ふっふっふっ。甘い甘い」


　しかしラグは余よ裕ゆうの表情のまま、ちっちっちっ、と指を振ふり、


「盗ぬすんだモノはあるところに隠かくしてある。


　もしオレが、『あんたは仲間だ。盗んだモノをひとりじめしようとして、あいつはオレを売ったんだ』なんて言ったらどうなると思う？」


「……[image: ][image: ]っ……!?」


　彼のことばにふたたび絶句するあたし。


　……こ……こいつ……ただのどつき合いマニアかと思ったら、けっこーずる賢がしこいでやんの……


「あんたがグルだって証しよう拠こはねーけど、オレとあんたとが、ここでいっしょに仲良くメシ食ってた、ってことになりゃあ、モノが見つかるまでは牢ろう屋や行き、なんてことはあるんじゃねーか？」


　………………


　しまったぁぁぁぁぁっ！　この食事のおさそい自体が罠わなだったかぁぁぁっ!?


　や……やるな……こひつ……


「けど逆に、だ。


　オレが盗んだモノさし出して、あんたのことは、だまして味方につけた、とかなんとか言えば、たぶんあんたはおとがめなしだ。


　──で。


　話をもとに戻もどして、ちょいと手を貸してほしいんだが」


「……何しろってゆーわけ……？」


　こうとなってはしかたがない。あたしはしぶしぶ問いかけた。


「オレの護ご衛えいさ」


「護衛？」


　彼のことばにあたしは眉まゆをひそめた。


「護衛なんて雇やとわなくったって、あんたが自分で戦えばいいじゃない」


「馬ば鹿か野や郎ろう！　相手が刃は物ものとか持ってたらコワいじゃねーかっ！」


「こらこらっ！　世界最強を目ざす、とかって言ったのはどこの誰だれよっ!?」


「剣ぶん回すような奴らとは目ざすところが違うからいーんだっ！」


　……結構根こん性じようのない世界最強である。


「それにっ！　今のオレの目標は、すなわちグルカと戦い、勝つことっ！


　しかし今日のことから考えても、すぐに奴やつが出てくるとは思えねー！　まずは金で雇ったごろつきやら、子こ飼がいの拳闘士やら、ひょっとしたら魔道士なんかも送りつけて来るかもしれねえ！　そんな連中とかかわり合って、いざ奴が出てきた時にへろへろになってたんじゃあ意味がねえ。


　だからさ、あんたにはオレの露つゆ払はらいを頼みてえ、ってわけさ」


「……なるほど……ね……」


　あたしは小さくため息をついた。


　いずれにしても、これはどーやら、受けざるを得ないようである。


「わかったわ。ただし──


　どこかの誰かさんからモノを盗んだうんぬん、って話はあたしは聞かなかった。ごくふつーの護衛のしごと、ってことでなら」


「かまわねーぜ」


「──それと──」


「おいおい。まだあんのか？」


「今回にかぎらず、食事代と宿代はみんなそっち持ち、とゆーことで」


「そんなことかよ。いいぜ、それで」


　彼は気楽にうなずいた。


　……ふっ。かかった！


　──かくてあたしは不敵な笑みを浮かべ、メシ屋の全メニュー制せい覇はにとりかかったのだった。





　ラグの言ったその通り、翌日からさっそく、追手たちが姿を現わしはじめた。


　ある時はグルカ子飼いの拳闘士。またある時は武器をちらつかせたごろつきたち。


　しかしそれらのことごとくを、あたしの呪文がいともあっさりぶち倒す。


　そして、逃げてく相手の背中に向かって、ラグがことばを投げかける。


　──お前たちじゃあ相手にならん。グルカが直接出向いて来い、と。


　そして、出会ってから五日目の今日──


　あたしたちがいすわっている村へとやって来たのは一人の男だった。


　としの頃なら四十前後。むやみやたらとがっちりした体格の、銀色の髪かみのおっさんだった。


　ラグも、どちらかといえば背の高いほうだが、その彼と比べても、頭ひとつぶんは上うわ背ぜいがあった。


「──ほぉう……とうとうあんたが出てきてくれたのか……」


　ラグは、不敵な笑みを浮かべた。


「──とすると、こいつが……」


「そう。私がグルカだ」


　あたしのつぶやきに、おっさんは、重々しい口調で答えた。


　彼はじろりっ、と、ラグの方をにらみつけ、


「──きさまか……


　私に試合を申し込んでおいて、結局やることはこそどろか？」


「……へっ！　カン違いするなよ！


　オレはただ、あんたと戦ってみたかっただけなんだよっ！　モノには手をつけちゃあいねえ。あるところに隠してある。


　あんたとの戦いが終わりゃあちゃんと返してやるよ！」


　ラグのことばに、しかしグルカは冷笑を浮かべ、


「……ふっ……などと言って……どうせ負ければ、『再挑戦を受けなければ、盗ぬすんだものは返さん』などと言い出すつもりだろ？」


「言わねーよ！　ンなことはっ！」


「ほほぅ。盗ぬすっ人との言うことばを信じろ、というわけか？」


「……くっ……！」
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　言われてラグは絶ぜつ句くした。


　……まあ、自じ業ごう自じ得とくではあるわな。


　彼はしばし沈ちん黙もくしたあと、


「──わかった。あんたが戦うと約束さえしてくれたら、先にモノのありかを教える。これでどうだ？」


「ほう……」


　グルカはしばし、ラグの目を、だまってじっと見すえていたが、


「──いいだろう。戦ってやる」


「本当か!?」


「ああ。戦って、きさまに、自分自身の未み熟じゆくさを思い知らせてやる」


　言ってこんどは、あたしの方に視線を移し、


「──送りつけた連中を片づけたのは、女魔道士だったと聞いたが、お前か？」


「まーね。……もっともあたしも、そこのラグくんにハメられて、手つだわされてる、ってクチだけどね」


「なるほどな──


　ではお前には、立ちあい人になってもらおう。


　──ついて来るがいい」


　一方的に言い放ち、グルカはあたしたちに背を向け、すたすた歩き出す。


　そのあとについて歩き出すあたしとラグ。


「ここで戦やるんじゃないの？」


　あたしの問いに、グルカはふりむきもせずに、


「私はすでに引退した身だ。こんなところで戦って弥や次じ馬うまどもの見せ物になるのは好かん」


　──ほほぅ……


　彼はそのあと無言のままで歩みを進め、やがて、村から離れた森の中、ややひらけた場所で、ぴたり、と足を止めた。


「……なるほどな……ちょうど試合会場くれーの広さだな」


　あたりを見回し、つぶやくラグ。


「さてと。それじゃあ──」


「約束を忘わすれたか？」


　ラグのいきおいを殺そぐように、静かな口調で問うグルカ。


「──と。へへ。そうだったな。


　教えてやるよ。あんたの家からかっぱらったモノがどこにあるか。


　あんたの住んでるリュクネーの町の近くに、でっかい樫かしの木が二本、並んで生えてるだろ。そのまん中に埋うめてある」


「まさか噓うそではないだろうな？　この期ごに及んで」


「本当さ。この拳こぶしに誓ちかって、な」


「……ほぉう……ならば……」


　グルカの目が一瞬、ぬらりっ、とした光を放つ。


「これでもはや用はない。──やれ」


　言ったその瞬間。


　ひゅっ！


　風切る音を立てながら、まわりの木々の間から、無数の矢が、あたしとラグに向かって降りそそいだ！


　しかし──甘いっ！


　その瞬間、あたしは、すでに唱となえ終えていた呪文を発動させた！


「魔風デイム・ウイン！」


　生み出された強風にあおられて、向かい来る矢のことごとくは、あらぬ方向へとはじき散らされた。


『……なっ……!?』


　同時に驚きよう愕がくの声を上げるラグとグルカ。


　グルカの驚おどろきは、罠わなをあっさり破られたことに対してのもの。そしてラグの驚きは──


「てめえっ！　どういうことだっ！」


　彼は、グルカに怒りの視線を向けて問いかける。


「はっ！　吠ほえるな！　盗っ人ふぜいが！


　なぜこの私がこそどろごときと手合わせせねばならん!?」


「──それだけの理由じゃないでしょ？」


　静かな口調で言ったあたしのことばに、グルカの顔色がわずかに変わった。


　同時にラグが、グルカに向かってつっかかってゆく！


「てめぇっ！　よくもっ！」


　グルカのふところに飛びこんで、右の拳をくり出した。


　速いっ！


　しかし紙かみ一ひと重え、グルカは上体を後ろに退ひいて、その一撃をかわし、逆に右の蹴けりを放つ。


　ラグはそれを、さらに内うち懐ぶところに入り込み、左の腕うででブロックし、その受けた左で顎あごを狙ねらう。


　しかし。


　バランスを崩くずしかけているように見えたグルカの両腕が、ラグの左の腕を捕とらえた！





　ごぎんっ！





　にぶい音がひびいた。


　ラグはグルカから身を離し、大きく後ろに跳とび退すさる。


「ラグ!?　左手！」


「心配するなっ！」


　あたしの声に、ふり向きもせずに彼は言う。


「何言ってんのよっ！　腕ぷらぷらしてるじゃないのっ！」


「敵を油断させるための演技だっ！」


　どーやったらそんな演技ができる？


「とにかくここは一いつ旦たん退ひくわよっ！　あんただってまわりに敵がいたんじゃあ、まともな勝負なんてできないでしょっ!?」


「──わかった！」


　彼の決断は早かった。


　大きく後ろに跳び退さがり、あたしの横へと並ぶ。


　ふたたび呪文を唱えるあたし。


「逃がすな！　何をしている!?」


　グルカの叱しつ咤たに、一瞬の間を置いて、またもや矢が飛んで来る。


　しかしこちらの方が早い。またまた放った魔風デイム・ウインの風が、やはりことごとく矢を吹き散らした。


「えぇいっ！　弓は効きかんっ！　剣でいけ剣で！」


　グルカの声を背中に聞きながら、あたしとラグの二人は、森の中へと走り込んだ。





「──もう追って来てねーみたいだな……」


　言ってラグが足を止めたのは、いくらも走らないうちだった。


　たしかに、もはや後ろには、追おつ手ての姿も気け配はいもない。


「……案外あきらめがいいんだな……」


「そーじゃなくて、たぶん、証しよう拠このほうを処分しに行ったのよ」


「証拠？」


　あたしのことばに、ラグは眉まゆをひそめた。


「そーよ。


　──考えてもみて。


　あたしたちはずっとあの村にいたってゆーのに、なんで一度も、役人が来なかったのか？


　来たのはみんな、グルカのおかかえ拳闘士だの、金で雇やとったごろつきばっかし。


　なんだってグルカは、役人に訴うつたえなかったんだと思う？」


「なんで……って……役人が嫌きらいだったからとか……」


「役人に言わなかったんじゃあなくて、言えなかったんだとしたら？


　たとえば──あんたが盗んだものの中に、役人に見つかるとマズいものがあったとか」


「まさか!?　かりにもあいつぁ元チャンピオン、今や町の名士のひとりだぜ！　そんなやつが悪事働いてるってか!?」


「……またそーゆー寝言を……


　強いやつやエラい奴がみんな人間デキてるなんて話があるんなら、世の中戦争だの何だのなんて起こるわけないでしょーが」


「……[image: ]っ……!?　いやまあ……それはそーだが……」


「単にモノのありかを聞き出すためのテだったとしても、それなら今、あたしたちを待ち伏ぶせしてたのも、グルカの手下たちじゃあなくって、役人だったはずよ。


　けど実際に待ってたのは、グルカが金を出して雇った連中。ついでに言うなら、いきなし問答無用で矢を射いかけて来て、あたしたちをだましうちにしようとした──」


　実際、そのあたりのことにあたしが気づいて、あらかじめ呪文を唱えていなければ、あたしもラグも、最初の攻こう撃げきでやられていたはずである。


「目的はあんたの口くち封ふうじね。


　追手が来なくなったってのは、たぶん、あたしたちの口を封じるより、モノを回収した方がてっとり早いって気づいたせいよ。


　証拠の品物がなきゃあ、いくらあたしやあんたが何を言っても、誰も信じちゃあくれないでしょーからね」


「……けど……想像だろ？」


「想像よ。あくまでも。


　──けど、もしこの想像が当たってたら、グルカは、モノを手に入れたら、ためらわず、あたしたちのことを役人に知らせるでしょーね。


　となればあたしたちのやるべきことはただ一つっ！　連中より先にその品物を手に入れて、グルカの悪事をあばくのよっ！


　それができなけりゃあ、こっちは捕つかまって牢ろう屋や送りか、一生おたずねもんよっ！　そーなるとあんたも、最強だのなんだのと言ってられなくなっちゃうわよっ！」


「──つまりは──やるしかねえ、ってことか……」


「そーゆーことっ！


　それで、あんたが盗み出したモノの中に、なんとなくそれっぽいモノ、ってなかった？」


「それっぽい、って言ったってなぁ……別に盗みが目的じゃなかったからな……


　とにかく、倉そう庫ことかにあった、『なんとなく高そうだな』と思ったもんをいくつかてきとーにかっぱらっただけだから」


「なるほど──


　ま、いーわ。何しろ、やつらより先にモノさえ手に入れりゃあすむことなんだし。


　それじゃあさっそく──」


「──ちょっと待った！」


　言ってふたたび歩き出そうとしたあたしに、ラグが待ったをかけた。


「……さっきの戦いで腕をやられたように見えた、あれな……実は演技じゃなかったんだ……」


「……知ってるってば……」


「あんた、魔道士だろ？　骨折とか治なおす呪文、みたいなのは使えるか？」


　問われてあたしは考えた。


　──たしかに、治療リカバリイくらいなら使えるが、あれで骨折って治ったっけ……？


　しかし、わからない時には即そく人体実験あるのみ！　それが魔道士とゆーものである！


　あたしはにっこり微笑ほほえんで、


「──だーいじょーぶ！　まかせて！」


　根こん拠きよのないセリフを自信たっぷり言い放ち、呪文の詠えい唱しようにとりかかったのだった。





「──ここだ！」


　あたしとラグが、その場所にたどり着いたのは、太陽が、西の山にさしかかった頃ころのことだった。


　リュクネーの町からは、すこし離れた森の中である。


　ちなみにラグの骨折は、あたしの治療リカバリイですでに完かん治ちしていた。


　いやー。何でもやってみるもんである。


「──なるほど。そんなところだったか」


　応こたえたのは、しかしあたしではなかった。


「グルカ!?」


　ラグの声に、木々の陰かげから姿を現わす、グルカとそのとり巻きたち。


　彼は、憎ぞう悪おのこもったまなざしで、じっとラグをにらみつけながら、


「……やってくれるじゃないか……部下の一人がお前らの姿を見かけてなければ、まんまと騙だまされるところだったぞ……」


「騙す!?　へっ！　人聞きの悪ィこと言うな！　オレはあんたと違って正直なんだ！」


　いけしゃーしゃーとうそぶくラグ。


　さすがにグルカは眉まゆをつり上げ、


「笑わせるな！　噓うその場所を教えよって！」


「噓じゃねえって言ってるだろ！」


　ラグは左右に立ち並ぶ、ひときわ高い二本の木を、びしびしっ！　と交互に指さし、


「リュクネー近くの二本の樫かしの木の間！　ここ以外にどこがあるってぇんだ！」


『……………………』


　彼のことばに、一同の目が点になった。


　あたしは、ぽんっ、ぽんっ、と彼の肩かたを叩たたき、彼が指したのと同じその木を指さして、


「杉すぎの木。」


「……あれ……？」


　今度はラグの目が点になった。


　……あたしもてっきり、ラグが噓を言ったのだと思っていたのだが……


　どーやら木の種類の見分けがついていなかったよーである。


　……しかし……どーやったら樫と杉とを間違えるとゆーのだ……？


「──えーいっ！　どっちにしろ木にゃあ変わりねーだろーがっ！」


　言いながらも、まだひらきなおり切れていないのか、頰がちょっぴし赤かったりする。


　その横から、あたしはグルカに向かって、


「──そうそう。それに何にしろ、ここにあんたの盗品売買の証拠が埋うまってる、ってことは事実なんだから」


「……っなっ……!?」


　その一言に、グルカはまともに動どう揺ようの色を浮かべた。


　ほほー。どーやら図ず星ぼしだったようである。


　品物が何かの証拠になるよーな犯罪なら、どーせそのあたりだろーと思って、カマをかけてみただけなのだが。


「小こ娘むすめ！　きさま、どこまで知ってる!?」


「さーね」


　言ってあたしは、意味ありげな笑みを浮かべてみせた。


　ラグは、びしぃっ！　とグルカを指さして、


「何にしても、ここが決着の場所ってことだろーがっ!?」


「──そういうことだ──」


　言ってグルカは、ラグに向かって身み構がまえた。


「──リナさん、手を出すなよ……こいつはオレがしとめる！」


「わかったわ」


　言ってあたしは、視線をとりまきたちの方に向け、呪文を唱えはじめる。


　ラグとグルカは、しばし無言のままでにらみ合い──


　最初に動いたのはあたしだった。


「破弾撃ボム・スプリツド！」





　どどごぉぉん！





「のひぇぇぇぇぇぇっ!?」


　あたしの呪文一発で、間の抜けた悲鳴を上げて吹っ飛ぶグルカ。


「………………」


　点になった目で、ラグはしばらくあたしを眺ながめ、


「……あの……オレの話、ちゃんと聞いてた……？」


「もちろん」


　言ってあたしは胸を張り、


「ただ──


　言い忘れてたけど、あたし、時々ウソつくから[image: ]」


「………………」


　あたしのことばに、彼は、ファイティング・ポーズのままで、いつまでも凍こおりついていた。





　──ボスを失ったとりまきたちが、あたしが威い嚇かくに放った、クレーターができる程度の呪文二、三発で、いともあっさり逃げ出したのは、それから、ほどなくのことだった。





　──翌日──


　リュクネーの町にある一いつ軒けんの宿屋。


　ラグは、一階にあるメシ屋兼飲み屋で、まっ昼間から酒をかっ食らっていた。


　せっかくのグルカとの対戦を、あたしに邪じや魔まされた不満から来るヤケ酒──ではないようである。


　たしかに今朝がたまでは、しつこくいろいろぶちぶち言ってたようだが、今はなぜか、やたらとにこにこしていたりする。


　どうやら、グチを言われる心配はなさそうである。あたしはテーブルの向かいに腰かけ、店のおやじさんに定食を注文してから、


「──どーしたの？　いきなしなんか機き嫌げんがいいわね」


「まーな！……最初はあんたのことを恨うらみもしたが、あれからよくよく考えたんだ！」


　酔よっぱらい独特の無意味な陽気さで彼は言う。


「たしかに奴はあんたが倒しちまった！　けど考えてみりゃあ、ことの起こりはそもそもオレのせいだ！


　とゆーことは、オレが奴を倒したも同然ってことだ！


　つまりはオレこそが伝説の拳闘士を葬ほうむった男！　すなわち世界最強ってわけだ！」


　……いーのか……？　ンな志こころざしの低い世界最強で……？


　まあ、こっちとしては、えんえんとねちねち文句を言われるよりはましだが……


　──やがて運ばれて来た定食を、あたしがはくはく食べていると──


「──あ！　いたいた！」


　店の戸口に姿を現わしたのは、二人の役人だった。


　彼らは、あたしたちのそばにやって来て、


「リナさんとラグさんですね。──グルカの奴、全部話しましたよ。


　やっぱり盗品売買をやってたらしいです」


「へぇ……」


「あいつの子こ飼がいの拳闘士たちの中に、町のごろつきたちとつながってる連中がかなりいましてね。


　そのルートで買い上げた商品を、現役時代から知りあいだった金持ちなんかに売りつけてたみたいです」


　なるほど。よくあるパターンという奴である。


「感謝してくれよ！　オレのおかげだぞ！」


　言ってラグは、ジョッキの残りをひと息に空あけた。


「いやぁ。全くです」











[image: ]








　役人のひとりが、にこにこしながらさし出した右手を、バカ笑いなどを上げながらにぎりしめるラグ。


「たしかにあなたのおかげですよ」


　やはりにこにこ顔で言いながら、もう一人の役人が、ラグの左腕を取る。


「──けどまあ、ドロボウはドロボウですから」


「……へ……？」


　言われて、彼の目が点になった。


「言ったでしょう？　グルカがみんな話したって。


　あなたが、挑戦を受けない彼に業ごうをにやして、ドロボウに入ったことも、ね」


「……いや……！　ちょっと……!?　あれはあくまで試合を受けてもらうためで……！」


「──けどやっぱり、ドロボウはドロボウですから」


「ささ。くわしい話は別のところで聞きましょうね」


「ちょっと待てぇぇぇぇぇっ!?」


　長い悲ひ鳴めいをあとに残して、ラグは左右を役人にかためられ、店から引きずり出されて行ったのだった。


　──どうやら彼の、最強への道のりは、まだまだ遠いようである……







（最強への道：おわり）












超巨大あとがき



　スレイヤーズうら話














　　　進行　　　　作者（神坂一）＋Ｌ（ロード・オブ・ナイトメア）







作：とおとお出ましたスレイヤーズすぺしゃる八巻「恐るべき未来」！


　　「ドラゴンマガジン」一話完結形式で掲けい載さいされていたタイプは、この本でおしまいですっ！


Ｌ：そーそー。


　　……って、何なのよ？　このページ数はっ!?


　　まさかこれ、みんなあとがき、ってわけじゃあないでしょーねっ!?


　　……まあ、それならそれで、あたしの出番が増えてうれしーけど。


作：ふっ！　よくぞ聞いてくれたっ！


　　スレイヤーズすぺしゃるもこれでひと区切り、本編の方も、第一部が完結して（第二部もうはじまってるけど）ひと区切り。


　　そこでっ！


　　今まで、リナの一いち人にん称しよう、という形式上、明らかにされていなかった。さまざまな裏設定などを、バラせる部分は一気にバラそうというこの企画っ！


　　くくぅっ！　豪ごう儀ぎだねぇっ！


Ｌ：なるほどー。別にスレーヤーズＥＸえくせれんと、のネタが浮かばないから、って、付け焼き刃で企画したわけじゃーないのね。





作：ざくっ！





　　……っくはーっ……くはーっ……そ……そんなことはないぞーっ……


Ｌ：息が荒いわよ。作者あんた。


作：と……ともかくっ！


　　「ドラゴンマガジン」の特集や「まるごとスレイヤーズ」のインタビュー、あるいは同人誌などでバラされていることと、一部ダブったりするとは思いますけど、文庫のみでスレイヤーズをフォローしてくださってるかたもおーぜいいらっしゃいますので、どーかご了りよう承しようを。


Ｌ：けど、本編読んでなかったり、スレイヤーズ買うのはこの本がはじめてだ、なんて人はどーすんのよ？　いきなし裏設定だけ読まされても、何が何だかわかんないわよ。


作：……うーむ……それはそーだが……


　　宣せん伝でんになっちゃうけど、そーいうひとたちは、ぜひ、先に本編やすぺしゃるをお読みになってから、これを読んでほしーですねー。


　　先にこっちを読むより、その方が絶対面おも白しろいはずですから。


Ｌ：じゅーぶん宣伝ね……


作：ほっとけ。


Ｌ：ま、いーわ。


　　さてっ！　それじゃーさっそく、あたしの詳くわしいプロフィールを……


作：ンなものいらん。


Ｌ：なんですってぇぇぇぇっ!?


作：待てっ！　今、そのピッケルふり下ろしたら、いきなりこっから先進行しなくなるぞっ！　いーのか!?　出番がここで終わって!?


Ｌ：……っくっ……！　（Ｌ、どこへともなくピッケルをしまい込み）……ま……まーいーわ……


　　とりあえずはおとなしく、進行に従ってあげよーじゃないの……


　　かわりに、あとでちゃんと、魔ま族ぞくの話に花を咲さかせるのよっ！


作：わかったわかった。


Ｌ：オッケー[image: ]……さて、と……


　　ンじゃあさくさく進行するわよっ！


　　そいじゃあまず、千年前にあった「降こう魔ま戦争」……


作：こら待て。


Ｌ：何か？


作：『何か？』ぢゃないっ！　いきなり本編から話をふるか？　しかもしょっぱなから魔族ネタだし……


　　そりゃー本編の方がいろいろと謎なぞも多いけど……いちおー「すぺしゃる」のあとがき巨大化バージョンなんだから、先にそっちの方からやるのがスジってもんだろーが。


Ｌ：……あったのか……？　「すぺしゃる」に謎が……？


作：……いや……まあ……そう突っ込まれると……


　　だから、そこはそれ、謎、とゆーより、出てきたいろいろなキャラクターについてのエピソードとか……


Ｌ：ふっ。ま、しかたないわねー。


　　さくさくっ、と終わらせて、とっとと魔族ネタじっくりやらせてもらいましょーか。





　今明かされる　ナーガたちの謎なぞ




Ｌ：と、ゆーことで、「すぺしゃる」の話なわけだけど……


　　ま、リナや郷く里にの姉ねえちゃんに関してはあとで触ふれるとして！


　　やっぱし「スレイヤーズすぺしゃる」と言えばあの人、リナのライバル、泣く子も笑う白蛇サーペントのナーガねっ！


作：ををっ!?　まともに進行しとるっ！


Ｌ：ナーガってぇと、まず、あの変なかっこうが特とく徴ちようにもなってるんだけど……なんでもってあーゆー変な服着てるわけ？


作：母の形かた見みだから。


Ｌ：…………………………………………………………


作：今は亡なき母の形見の服。そしてナーガ自身もまた、ああいったファッション・センスの持ち主。


　　となれば一体どこに、あの服を着ることを拒こばむ理由があるだろーかっ!?


Ｌ：……まあ……その……シュミは人それぞれだし……


　　……しかし……ナーガのおかーさんって一体……？


作：ふっ！　それよりもスゴいのが「キメラの恐怖」「ナーガの冒険」のディオルじーさんよっ！　男の身、あの年ねん齢れいで、あの服を十着も注文したんだぞっ！


　　真に勇気ある者を称たたえる称号が「勇者」ならば、彼こそまさに、「勇者」の名に恥はじないだろうっ！


Ｌ：……ンな勇者ヤだ……


作：……まあ……オレもヤだけど……


Ｌ：…けど、ディオルじーさん、っていえば、あのひとがつくった十人のナーガ・コピー、あれ結局どーなったわけ？


作：ほったらかし。


Ｌ：……をい……


作：いやー。ふーぞくに売った、とか、ふと気がつくといなくなってたんで、そのままほったらかしにしてある、とか、いろいろ説があるんだが……


　　作者としては、捨てナーガ説をとりたいな。


Ｌ：捨てナーガ？


作：おうっ！　処理に困ったリナが、各地の村や街で、ナーガ・コピーをひとりずつ、みかんの段ボール箱か何かに詰めて……


Ｌ：……あるのか……？　あの世界に段ボールが……？


作：雰ふん囲い気きだ雰囲気。


　　でもって、フタ閉めて、「なまえはナーガです。かわいがってあげてください」とか書いて道ばたに捨てるわけだ。


Ｌ：………………


作：ンで、通りかかった子供とかが、「なんだろーなー？」とか思ってフタ開けてみると、ナーガ・コピーが体丸めて入ってて、子供と目があった瞬しゆん間かん、「ほほほほほっ」とか笑う。


Ｌ：……と……とことん怖こわいぞ……それ……


　　泣くぞ……子供……


作：……うーむ……たしかに絵を想像してみると、ものごっつう怖いかもしれん……


　　……はっ！


　　こんなこと言って、本になった時、もしこのシーンにイラストとか入ったらどーしようっ!?


Ｌ：……うーん……罪つみもない読者が本屋でこの本見つけて、「あっ。スレイヤーズの新刊だー[image: ]」とかって手に取って、とりあえずイラストだけでも見てみよう、と、ぱらぱらめくっているそのうちに、みかんの箱に入って「ほほほっ」とか笑ってるナーガのイラストに出くわすわけね……











[image: ]








作：……ひょっとしたら……コワい本になるかもしれん……


Ｌ：……考えるのやめよう……


作：……そだね……


Ｌ：さてさてナーガの増ぞう殖しよくといえば、「影なる脅きよう威い」に出てきたシャドウ、なんてのもいたわねー。


　　あれなんて、けっこう人気が高くて、「えくせれんとでぜひ再登場させてほしい」なんて声もあったりしたんだけど……


作：まーなー。あれは作者も、けっこーノッて書いたんだが……


　　れーせーに考えると、むちゃくちゃ再登場させにくいキャラだったりするんだな。


　　これがまた。


Ｌ：たしかに……リナとナーガの逆の性格、っていえば、すなおでいい子でやさしくって。典型的な「よい子ちゃんヒロイン」になるもんねー。


作：だろ？　そーゆーのを中心にストーリー組み立てても、ごくごくふつーの話ができるだけだし……


　　つまりシャドウたちは、あくまでオリジナルとの対比の中で、あくまで一発屋的な存在であってはじめて、その面白さを発はつ揮きするわけだーね。


Ｌ：なるほどー。


　　てぇことは、あのシャドウたちは、どこかでひっそり平和な人生を送る、と。


作：そーゆーこと。





　キャラクターたちの行方ゆくえ




Ｌ：……って、メイン・キャラに関しては、これからのネタばらしになるから答えないだろーし、ゲスト・キャラなんかの行方聞いても、どーせ「そのまんまです」とか「知らん」とかゆー答えばっかし返ってくるよーな気がするけど……


作：まあたしかに、「これからリナはどーなるのか」とか聞かれても、答えるわけにはいかないけど……


　　答えられる範はん囲いでなら答えるぞ。


Ｌ：えーっと、それじゃあ、印いん象しよう深ぶかいキャラをいくつか。フィルさん……は……王族だから、返ってくる答えは大体想像できるし……


　　あと、わりと人気が高かったキャラというと、レミーなんていたけど……「どこかで何か斬きってる」とか「誰だれか斬って捕つかまった」とかって答えが……


作：いや。たぶん本編八巻が終わった時点では、レミーは兄キさがしてあちこちうろついてるでしょう。


Ｌ：兄キ？　にーさんがいたの？　あのひと？


作：おうっ！


Ｌ：やっぱし刃物マニア？


作：とゆーより人斬りマニアだな。


Ｌ：……どんな兄妹だ……？


作：互いに剣の腕を磨みがこう、って約束して、年に一度、どっかで落ち合って腕比べしよう、なんて約束してて──


　　ンで、「今年は兄にいさんが来なかった」とか言って、あちこち探してる。


Ｌ：……なんか……本気で殺さつ伐ばつとした兄妹なんですけど……


　　──と、ゆーことは、その兄さんが、今後出てくる可能性もある、と？


作：いや。もう出てきた。


Ｌ：は？　誰？


作：本編「アトラスの魔道士」のロッド。


Ｌ：……なるほど……たしかに人斬りだわ……


　　けどそーすると、「すぺしゃる」や「えくせれんと」に出てきたキャラが、何かの形で本編と関係してたりすることも、けっこーあったりするわけ？


作：そーだなー。たとえば「リトル・プリンセス２」のゼクター。


　　あいつを獣じゆう人じん化かしたのが、本編「白しろ銀がねの魔獣」の怪あやしい宗教集団だったりします。


Ｌ：ほほぉう。


　　──「リトル・プリンセス２」ってゆーと、あのラストって、けっこー尻しり切きれトンボな終わりかたしてるけど……


作：あー。あれね。


　　ゼクターになまはんかな呪じゆ文もんが通用しない、ってわかってたリナが、大おお技わざ一発であっさりカタつけたんだけど……そのあたり書くと、雰囲気崩くずれるっちゅーか、あんましミもフタもないんで書かなかった。


Ｌ：……ま……たしかにあのあと「竜破斬ドラグ・スレイブ！」ちゅどーんっ！　はい、おしまい、じゃあ、とことんミもフタもないわね。


作：似たよーな意味で、わざと書かなかったのが、本編四巻「白銀の魔獣」の、ゼロスとマゼンダの対決シーンだーね。


Ｌ：……って……いきなり本編ネタに入る……


　　さては、もう「すぺしゃる」ネタ尽つきたわね……


作：……[image: ]っ……!?


　　いや……まあ……


　　ここからは、本編ネタと「すぺしゃる」ネタが交こう錯さくしてくるから……


　　本編をまだ読んでなくて、これから読もう、と思っておられるかたがいたら、ひょっとしたら、このあとはあんましお読みになんない方がいいかも……


Ｌ：つまり──解説すんのにどーしても、一部のネタばらしをやんなくちゃなんない、と？


作：そーゆーこと。


　　マゼンダが、描びよう写しやすらなく、あっさりゼロスに倒されたのだって、あの時点で、ゼロスが魔族だ、ってことをバラしたくなかったわけで……


　　もしもあそこでマゼンダとゼロスの対決シーンなんぞ書こうもんなら……


Ｌ：ま。たしかに一発で魔族だ、ってバレるわね。空間から錐きり出したりひっこめたり。


　　そいじゃあまあともかく、本編ネタ行ってみましょーかっ!?





　闇やみに埋うもれしエピソード




作：……ま……本編に関してはねー……どーやっても書けない部分、ってぇのがけっこー出てくるからなー。


Ｌ：ま、一人称だしねー。


　　やたらとサラッと流してるところ、ってけっこーあるじゃない。


　　ほら、「サイラーグの妖魔」では、かつてサイラーグでガウリイとシルフィールが何かの事件にかかわった、とか、「白銀の魔獣」で、ゼルガディスやゼロスや怪しい教団たちが、過去にごたごたあった、みたいなことが書いてあったけど──そこらへんに関しては？　後々外伝とかで書くつもり──とか？


作：外伝で……ってつもりは全然ないんだが……


Ｌ：なんでまた？


作：かつてのサイラーグでのごたごたに関しては──どーゆーことがあったのか、ぜんっぜん考えてないし。


Ｌ：……をい……


作：もう片方、ゼルやゼロスたちに関する話のほうは、いちおーざっとしたストーリーらしきものは考えてるんだが……


Ｌ：へー。どんな？


作：えーっと……







・人間に戻る方法を探すため、旅をしているゼルガディス。ある人間に脅おどかされている一人の少女（設定ではプラムとゆー名前でした）を助ける。


・事情を聞くがプラムは答えず。礼だけ言って去ってゆく。


・彼女の住む村では、今、正体不明の化ばけ物ものに、村の人々が次々に食い殺される、という事件が起きており、その化け物を退治するために、村では何人もの傭よう兵へいや、魔道士、謎のプリースト（そーです。ゼロスです）を雇やとったりしていた。


　ゼルガディスはなりゆき上、それに首を突っ込むことになる。


・しかし正体のよくわからん化け物に、雇われた傭兵や魔道士たちは、一人、また一人と、殺されてゆく。


・そんな中、プラムのまわりに、ちらほらと姿を現す謎の一団（正体は、クロツの邪じや教きよう集団です）。そして、プラムの、まだ幼い弟が、彼らの手のうちにあるらしい、ということがわかりはじめる。


・ゼルガディスも一度、その化け物と遭そう遇ぐうし、追うのですが、その前に立ちはだかる、クロツたちに雇われていた──暗殺者アサツシンズーマ。


　戦いの中、ズーマはゼルガディスを追いこむが、邪じや魔まが入って戦いは中断。


・村の人を食い殺している化け物の正体が、クロツたちによって半デーモン化された、プラムの弟だということがわかる。


　対たい峙じしたゼル、その境きよう遇ぐうに、一いつ瞬しゆん、自分の姿を重ね合わせ、攻撃できない。


　しかしいっしょにいたゼロスは、全く何のためらいもなく、それを殺してしまう。


　非難するゼル。聞き流すゼロス。


・そしてゼルは、プラムが、かつて不死のいきすぎた研究をして滅ほろびた王国の、神官の末まつ裔えいであること、彼女が隠かくし持っているのが、ほかならない、異界黙示録クレアバイブルの写本だということがわかる。


・しかしこの時、プラムはすでに、クロツたちの手に落ちていた。


・救出に向かうゼルガディスとゼロス。


　その前に立ちふさがる、クロツの軍団とズーマ。


　ゼロスは、先にゼルを行かせて、一人、ズーマたちに立ちむかう。


・クロツたちのアジト。「言わねば村人たちも皆殺し」と脅され、写本のありかをしゃべるプラム。


・累るい々るいたる、クロツの刺し客かくたちの死体の中、静かに対峙するズーマとゼロス。


　静かに問いかけるゼロス。


　「──どうなさいます？　あなたは？」


　「──殺せ、と言われれば殺す──それが暗殺者アサツシンだ──


　──しかし──私では勝てん──お前には──


　ズーマは淡々とそう言うと、ゼロスの前からあっさりと消え去る。


　それを静かに見送ったゼロス、ひとり、にっこりほほえむと、


　「──いるものですね──少しは、身のほどをわきまえていらっしゃるかたも──」


・ゼルがクロツたちのアジトにたどり着いた時、そこには、プラムが、冷たくなって横たわっているだけだった。


　間を置かずやってくるゼロス。


　「彼女には、まだお聞きしなければならないことがありますからね」


　言って、プラムを蘇そ生せいさせるゼロス。


　「一体どうやった!?」


　問うセルガディスに、ゼロスはにこやかに、


　「秘密です」


・そして、写本を隠した洞どう窟くつでの戦い。


　しかしすでに、写本は持ち去られたあと。


　そのあとを追うべく、あっさり姿を消すゼロス。


　ゼルガディスは、彼との決着をつけるべく残ったクロツの刺客と、死闘をくりひろげる。


・そして──写本を追って旅立つゼルを、静かに見送るプラム──









作：と、まあ、こーいう話だっ！


Ｌ：をををををををををっ！


　　……けど、ここまで話が決まってるなら、外伝書いちゃえば？


作：いやっ！　書けん現由が二つあるっ！


Ｌ：ほほぉう。と、いうと？


作：まずっ！　零囲気が「スレイヤーズ」じゃないっ！


Ｌ：……まあ……このあらすじ読んだかぎりでは、ギャグなしのどシリアスね。


作：おうっ！　雇われた傭兵とかが、一人、また一人と死んでくとこなんか、ホラーっぽい零囲気もあるし。


Ｌ：……でも、外伝、っつーことで、多少雰囲気が違ってもいーよーな気はするんだけど。実際本編二部だって、一部と雰囲気違ってくるよ、って、いつかのあとがきで作者あんた自身が言ってたじゃない。


作：雰囲気だけの間題じゃないんだな。これが。


　　それがっ！　書けない理由その二っ！


Ｌ：……と、言うと？


作：このストーリー見てもらったらわかるよーに、この話はあくまでも、「聖王都動乱バトル・オブ・セイルーン」「白銀の魔獣」を盛り上げるための話なんだな。これが。


Ｌ：……あ！　なるほど。


作：この話を先に書いてれば、「聖王都動乱バトル・オブ・セイルーン」では、あのゼルガディスをも苦しめた暗殺者アサツシンズーマがリナの命をつけ狙ねらう！　をいをいっ！　だいじょうぶかっ!?　とゆー演出になる。


　　で、この時点では、ゼルはどーした、ゼロスはどーした!?　奪うばわれた写本には、一体何が書いてあった!?　とゆー疑問が残ったままになるわけだーね。


Ｌ：……で、その次に出る本のタイトルが「白銀の魔獣」と……


作：そーゆーこと。


　　冒ぼう頭とうでリナは魔法を使えなくなり、そこに現れるのは、圧倒的な力と、非情な一面を持つゼロス。読んでる方はとーぜんそれを知ってるわけですが、リナは知らずにほいほい商取引なんぞをはじめたりする。


　　次に読者の期待通り、姿を現すゼルガディス。


　　そして写本の中身が、タイトルで予想された通り──魔獣の生成方法だ、とわかる。


　　そーゆー演出展開になったわけだーね。


Ｌ：……なるほどー。


　　けど、今さらそれを書いても、ゼロスが魔族だってとっくにバラしてるわ、ザナッファーやズーマはとっとと片づいてるわ……


作：ま、「何を今さら」って感じだーね。


　　そこいらへんが、書けない──と、いうより書かない理由ですね。





　裏でこそこそ魔族たち




作：けど一方で、形式が、リナの一人称だとゆー都つ合ごう上、書きたいけど書けなかった、なんぞとゆーこともあったりします。


Ｌ：魔族？　わくわく[image: ]　魔族の話？


作：……ま、たしかに魔竜王カオスドラゴンガーヴや冥王ヘルマスターフィブリゾが、何巻の時には裏でどーいう動きをしていたか、とかいったことは、書けなかったからなー。


　　そーいえば魔族の解説していたがってたみたいだけど……ンじゃあそのあたりのこと、お前、説明するか？


Ｌ：ふっ！ （大きく胸を張って）あたしがンな下したっ端ぱの動きまで、いちいちフォローしてるわけじゃないっ！


作：……をい……


Ｌ：第一、冥王ヘルマスターがわならまだとにかく、魔竜王カオスドラゴンがわは、ねー……


作：わかったわかった……そいじゃあこっちで解説するから……


　　まずその前に、魔族の命令系統説明しなきゃあならんが……


Ｌ：あ。それ任まかせて。


　　まず、あの世界の魔族のトップには、あたしにとっては使いっぱしり、部下Ｓこと悲しい中間管理職、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥがいるわけだけど……


作：……なんか……そこまで言うと、いくらなんでもかわいそーだぞ……いちおーあんなのでも、あの世界じゃあ魔王なんだし……


Ｌ：いーのよ別に。


　　さてさて。そのシャブラニグドゥには、通称「五人の腹心」なんぞと呼ばれてる部下たちがいて、冥王ヘルマスターフィブリゾ、覇王ダイナストグラウシェラー、魔竜王カオスドラゴンガーヴ、獣王グレーター・ビーストゼラス＝メタリオム、海王デイープ・シーダルフィン、ってのがそれだったんだけど……


　　部下Ｓが日ごろの行い悪かったせーで、魔竜王カオスドラゴンガーヴは、この「スレイヤーズ」のお話が始まった時点で、とっくに裏切ってたりするのよねー。


作：ま、そこいらのいきさつは、あとでくわしく話すとして。


Ｌ：それぞれのそのまた下に、竜将軍、竜神官、ってなぐあいに、言っちゃえば幹部が、何人かずついるんだけど、さらにそのもうひとつ下、くらいまでなのよねー。命令系統がしっかりしてるのって。


　　もーちょい下、セイグラムやギオ＝ガイア、ゾロムやヴィゼア、ってところになると、かなり好き勝手やってるのよ。


　　ブラス・デーモンやレッサー・デーモンなんてところになると、もぉ、組織分けするのもバカらしいくらいに、命令系統もいーかげんで。


作：だからこそ、人間の魔道士に召しよう喚かんされて、ほこほこ命令に従ったりするんだーね。


Ｌ：そーゆーこと。


　　くくぅっ！　あんたらには魔族としての自覚ってもんはないのっ!?　おかーさん、そんな子に育てたおぼえありませんよっ！


　　情けなくって、思わずみのもんたに電話かけちゃうわっ！


作：かけるなぁっ！


Ｌ：ちなみに、魔族の力の強さのかんたんな目安として、「いかに人間に近い形に化けられるか」とゆーのがあるわね。


　　この世界の中では、人間の姿ってのが、わりと使い勝手がいいもんで、それにどれだけ近い形を取ることができるか、ってのが、意志の強さの誇こ示じ、一つの力の目安になるのよ。


　　たとえば、ダメージ受けても人間型のままのガーヴやゼロス、ある程度のダメージで人間やめちゃうカンヅェル。もとから完全な人間型になれないその他の魔族、ってなふーにランクづけするとわかりやすいわーね。


　　とーぜんそーすると、「サイラーグの妖魔」に出てきた、顔の半分だけ人間のヴィゼアなんかは、一点豪華主義。高位魔族になればなるほど美形が増える、ってのも、そう考えればわかりやすいわーね[image: ]


作：そ……そーゆーもんなのか……


Ｌ：ほらほら[image: ]　あたしなんかその典型[image: ]


作：…………………………………………


Ｌ：……何よ……？　その意味ありげな沈ちん黙もくは……？


　　けど考えてみてよ。


　　姿を自由に変えられる、ってことは、容よう姿しは相手のお好み次し第だい[image: ]　そーいう意味なら、これこそ完かん璧ぺきなる美人[image: ]


作：（ぼそりっ、と）まあ……ロデムかスライムみたいなもんか……


Ｌ：…………………………………………！（聞こえたらしい）


作：あ……いや……その……


　　けど「スレイヤーズ！」でレゾ＝シャブラニグドゥが、化け物化け物した形になってるんだけど……


Ｌ：あ……あれはきっと！　レゾとおんなじ姿取ることもできたけど、あのときはまだ、レゾ自身の意志や魂たましいがまだ完全に消えてなかったから、そーいったのの干かん渉しようを弱め、断ち切るため、あえて化け物じみた姿してんのよ。


　　魔族なんてもともと、「本来の外見」なんてものないんだし。


作：まあ……理屈は通ってるな……


　　ま、そーいった力関係や命令系統のアバウトさを念頭に置いて、本編各巻当時の、各魔族の行動を説明すると……









「スレイヤーズ！」「アトラスの魔道士」当時


・リナがシャブラニグドゥを倒したことにより、もともと一つの存在であった「北の魔王」が、金色の魔王ロード・オブ・ナイトメアの術を操る人間の存在を知る。


・この時すでに、魔竜王カオスドラゴン一派は、ディルス王国内部への取り入りなどを開始しており、カタート山脈攻略の準備をはじめている。





「サイラーグの妖魔」当時


・あのエピソードのやや後、冥王ヘルマスターフィブリゾ、リナを利用した、世界の壊滅計画を立案。各魔族に、リナ＝インバースを襲うことのないよう伝達。リナの器うつわを試すのと、魔竜王カオスドラゴン


　一派のいぶり出しとを兼ねて、魔竜王カオスドラゴン一派に、わざと、その情報を流す。


・獣王グレーター・ビーストの一派の、かなり下位にいたセイグラム、リナとの因いん縁ねんにより、冥王ヘルマスターからの命令を無視して離反。


・魔竜王カオスドラゴン一派、セイルーン・シティを戦力にとり込むため、カンヅェルを派は遣けん。


　冥王ヘルマスターの流した情報を聞き、リナの抹まつ殺さつを計画。





「聖王都動乱バトル・オブ・セイルーン」当時


・この話で、たまたまやって来たリナが、結果として魔竜王カオスドラゴンの計画の一部を遺つぶしたことにより、冥王ヘルマスターは計画を本格的に進行しはじめる。


・離反したセイグラム、魔竜王カオスドラゴンに拾われる。





「白しろ銀がねの魔獣」当時


・エピソード終了後、冥王ヘルマスター、獣王グレーター・ビーストの下っ端セイグラムの離反を理由に、強引にゼロスの協力を要よう請せい。（後述しますが、冥王ヘルマスターの神官、将軍はこの時すでにいません）


　ゼロスに嫌きらわれるわけである。


・セイグラム、ズーマと同化。





「ヴェゼンディの闇」当時


・リナ＝インバース抹殺のため、竜神官ブリーストラルタークが派遣されるが、ゼロスのせいでおおっぴらには動けず。


　ちなみにこの話で、デュグルドとグドゥザは、一見セイグラムの下で動いているように見えますが、あれはあくまでも、ラルタークの命令で、セイグラムの露つゆ払はらいをしているにすぎませんので。念のため。





そして──「魔ガ竜ー王ヴの挑戦」「死霊都市の王」


　ここで、すべては収束します。









Ｌ：ほほーう。


作：ほほーう……ってあんた、ひとごとみたいに……


Ｌ：いやー、みんないろいろちまちまがんばってたんだなー、って思って。けっこーけっこー。


　　これからもどんどんこの調子で、滅ほろびの道をおし進めるよーに。


作：……って、冥王ヘルマスターの計画、最終的にポカミスやらかして潰つぶしたの、どこの誰だ？


Ｌ：……[image: ]っ……!?


　　……そ……そりはその……そうよっ！　勉強不足の冥王あいつがみーんな悪いのよっ！


　　たとえまちがってでも、あたしに攻撃なんぞしたら、一体どーいうことになるか!?


　　あとがき読んでたらわかりそーなもんじゃないっ!?


作：……いや……冥王ヘルマスターはあとがき読んでないと思うぞ……





　千年前に何が起こった!?




Ｌ：さーて。魔族の話に本格的に花が咲きはじめたところでっ！


　　ンじゃあ、「スレイヤーズ」の時代から、さかのぼること一千年！


　　そのままワープロ入力すると、なんかほのぼのした字が出ることで有名な、伝説の「降魔戦争」について説明よっ！


作：……そーゆーので有名なのか……？　あれは……？


　　あの事件に関しては、けっこー知ってるわけか？


Ｌ：もちろんっ！


作：ははーん。ひょっとして、部下Ｓからくわしく話聞き出して、不備な部分に、ねちねち文もん句くつけてイビった、とか？


Ｌ：うん。


作：…………………………


　　やめろって。そーゆーの。いくら部下Ｓでもかわいそーだから……


Ｌ：──降魔戦争──


　　復活した魔王と、水竜王との決戦、と言われているそれは、もともとは、冥王ヘルマスターフィブリゾの起こした戦いだった──


作：あ。勝手に遠い目でモノローグ突入してやがる。


Ｌ：その戦いの中で、ついに復活した赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ。でも七分の一。


　　まともにやれば、たとえどう戦ったところで、赤の竜神スイーフイード四分の一である水竜王に勝てるはずはない。


　　そこで、当時水竜王がいた霊れい山ざんカタート山脈を囲むかたちで、東西南北の四方に、腹心たちのうち、覇王ダイナスト、冥王ヘルマスター、海王デイープ・シー、獣王グレーター・ビーストの四体を配した。


作：ま、水竜王の力を弱める、魔族による結界、っつーわけだーね。


Ｌ：そーゆーこと。


　　とはいえ、これでもちょっぴし心もとない。


　　ンで、シャブラニグドゥ自身は、魔竜王カオスドラゴンを引き連れて、水竜王のもとへと向かったわけね。


　　自分の部下、魔竜王も竜。水竜王も竜。「竜」という共通属性を利用して、魔竜王ガーヴを介し、自分の力を水竜王にたたき込んで倒した、ってわけよ。


作：……あー、つまり、たとえて言うなら、「水の中に油混ぜるのに、石せつ鹼けん水すいを使った」


　　てなところだな。


Ｌ：うみゅっ！　ナイス・フォローっ！


　　ま、ここまでは、部下Ｓにしちゃあよくやったなー、ってとこなんだけど……


　　けどもちろん、ンなことしたら、魔ガ竜ー王ヴのほうもタダですむわけはない。


　　滅びこそしなかったけど、物質世界に具現する力を失った──


　　つまり、言っちゃえば「死んだ」ってことよね。


　　ほっぽっとけば、いつか復活するはずだったんだけど──


作：水竜王が、いまわのきわに、魔竜王カオスドラゴンに変なちょっかいかけた、ってわけだ。


Ｌ：そう。「竜」という属性が同じだ、ということを逆手に取って、ね。


　　人間の中に転生させられ、魔族としての純じゆん粋すいさを失わさせられて──


　　結果、あーいう末まつ路ろを辿たどったわけね。


　　ま、わかりやすく言えば、「部下Ｓに、尊いギセイ扱いされて、水竜王といっしょくたにどつき倒されたんでグレた」ってとこね。


　　……ちょっとニュアンス違うけど。


作：だいぶ違うと思うんだが……


Ｌ：ンでもって、当の部下Ｓも、カタートから動けなくされちゃったわけね。


　　ンでもって、この時やっぱし、冥王ヘルマスターフィブリゾ配下の冥神官プリーストと冥将軍ジエネラルも、きっちし捨て石にされちゃって、ぽっくり滅びてんのよねー。


作：──ちなみに、ちょっと話が出たんで解説しておきます。あの世界での「死ぬ」と「滅びる」との違い。


　　「死ぬ」とゆーのは、あの世界での物理的干渉力を失う──ひらたく言うと、なーんもできなくなる、とゆーこと。


Ｌ：純魔族なんて、本来精神世界面アストラル・サイドにいるわけだけど、それを、根性であの世界に顔出してるわけね。


　　「死ぬ」と、根性がなくなって、精神世界面アストラル・サイドに引っ込んでひと休みしちゃう。けど、時間が経たって、またヤル気が出てきたらまた復活できるわけよ。


　　──あ。もちろん、人間なんかのふつーの生き物に関しては、死んだら、転生することはあっても、そのまんまの形で復活、ということはまずないから。


作：一方、「滅びる」ってのは、知識だの性格だの能力だのといったものがバラバラに分解されたり、闇に滅したりすることで、こうなれば、たとえ神や魔といえど、もとの形で復活することはまずありえません。


　　赤の竜神スイーフイードや水竜王なんぞは、完全消滅レベルまでのダメージは受けなかったので、たとえば赤の竜神スイーフイードの力と意識の一部が、どこかの郷く里にの姉ねえちゃんの中に眠ってたり、異空間に飛ばされた水竜王の知識だけが、異界黙示録クレアバイブルなんぞとゆー名前で呼ばれてたりします。





　出たな妖怪！　郷く里にの姉ねえちゃん！




Ｌ：……郷く里にの姉ねえちゃん……


作：そう。郷く里にの姉ねえちゃん。


Ｌ：……と……とぉとぉ出たな……その名前……


作：おうっ！　やっぱし「スレイヤーズ」の発生原因を語るとき、欠かせないキャラだからなー。


Ｌ：たしか、作者あんたが高校くらいの時に考えてた、ＳＦ風小説の主役、とかって話だったわね。


　　名前が──ルナ。


作：おうっ！　作者が月を見るのが好きなんで、そーゆー名前にしたんだが……どこぞの幻げん魔まと戦っているお姫さまとか、魔獣戦士とか、三み日か月づきハゲの黒くろ猫ねことか、けっこーポピュラーな名前になっちゃったもんで、ついついなんとなく名前を出しそびれて、今まで未発表だったりしたけど。


　　ンでそのおはなしの中で、ルナの、頭脳強化タイプのクローン、十歳ほどの性格ゆがんだメカおたくの娘がいて、これがリナ。


Ｌ：……んーむ……「ルナ」のクローンで「リナ」……


　　たしかにわかりやすいけど……とことん安直ねー……


作：ンでその敵となるのが、「クリエイター」と呼ばれる超文明存在。


　　で、その中に、ルナたちの当面の敵となる幹部クラスの奴やつがいて、見た目は美形の男だが、頭脳明めい晰せき、冷れい酷こく非情。名前がガウリイ＝ガブリエル。


Ｌ：……は……？


作：そ。ガブリエ「フ」じゃなくガブリエ「ル」になってるけど、間違いなく、あのスレイヤーズのガウリイ＝ガブリエフの原型。


Ｌ：……もとはかしこかったんだねぇ……（しみじみ）


　　それが一体、どこでどう間違って、あんなんなっちゃったのかねぇ……


作：……まあ……最初の「スレイヤーズ！」の時は、魔法に関係することを説明するのに便利なように、「魔法にうとい奴」とゆー設定にしたんだが……


　　ふと気がつくと、一巻以降、「記憶にうとい奴」になっちゃったねー。


　　ま、世の中なんてそーゆーもんだし。ガウリイだからいーんだ。別に。


Ｌ：……ガウリイって……部下Ｓよりかわいそーかも……


作：ま、そんないきさつなもんで、郷く里にの姉ねえちゃんは、「スレイヤーズ」の中では、一種のスーパーキャラクターと化しています。


Ｌ：そーすると、郷く里にの姉ねえちゃんが、今後「スレイヤーズ」の中に出てくる、って可能性は……？


作：まずないだろーなー。


　　そもそも郷く里にの姉ねえちゃんの話題は、言っちゃえば、「刑事コロンボ」の「ウチのかみさん」みたいな扱いで出したつもりだったし。


　　それに何より、問答無用で強いんで、へたに出すと話のバランス崩れまくる、って現象が起きるから。


　　なにしろ、ラルタークくらいの相手なら、笑いながらどつき倒せる程度の実力あるし。


Ｌ：……人間じゃないわね……すでに……


　　そーすると、ルナ＝インバースが日の目を見ることはない、と？


作：わからんぞー。「スレイヤーズ」の中に出すと、リナとのパワーバランスが崩れるから出さないだけで。


　　たとえば、外伝とかで、ゼロスあたりと組ませてみると面白いかもしんない、なんぞと漫まん然ぜんと考えてる今日このごろだったりするし。


Ｌ：ほほーう。


　　……けどいーのか……？　そんなのが、田舎いなかでウェイトレスとかやってて……


作：ま、田舎ってのはおーむね平和だから。


Ｌ：……そーゆー問題なのか……


　　たしか──姉ちゃんと両親、三人がいるのよね。リナの郷里いなかのゼフィーリアに。


作：本編八巻終了当時では、それに加えてペットが一匹。


Ｌ：ペット？


作：ディルギア。


Ｌ：ぶっ!?


作：ルナが、ノラ犬、ノラ猫にエサやるシュミがあるんだけど……


　　本編三巻「サイラーグの妖魔」で、あっさりやられて行き場をなくしたディルギア（やっぱし生きてた）は、流れ流れてゼフィーリアに。


　　腹をすかせて倒れたところを、郷く里にの姉ねえちゃんに拾われて。


　　ふと気がつくと、リナたちの実家の裏庭に建てられた、でっけぇ犬小屋に鎖くさりで繫つながれて、ルナからは「スポット[image: ]」なんぞと名前つけられてる。


Ｌ：……ディ……ディルギアって……


作：「姉あねさん、オレは『スポット』じゃなくって、『ディルギア』って名前が……」とか涙ながらに抗議するんだが、ルナはぜんっぜん聞く耳持たず、鎖の届く範はん囲いのちょっと外に、湯ゆ気げの立つステーキ定食かなんか置いて、「すぽっと[image: ]すぽっと[image: ]」で、ディルギアが、涙だくだく流しながら「……スポットでいいです……」とか言って。











[image: ]








Ｌ：……赤の竜神の騎士スイーフイード・ナイトって……魔族よりひどいかも……


　　ふつー逃げるぞ……そこまでされたら……


作：いやぁ。それが、不幸なことに、恩人とかいう以前に、デイルギアは、ある意味でルナに惚ほれ込んじゃってるから。


　　ちなみに──


　　小説で書かれることはないと思うけど、ひさかたぶりに里帰りしたリナが、そのディルギア見て、指さして大笑いする、というエピソードもあります。


Ｌ：ああっ！　こんなところにも不幸なキャラクターが一人っ！





　スレイヤーズ発生由来




作：ま、もともとのＳＦ風小説の中のルナは、もーちょっと性格違ったけど。


Ｌ：多少、素養はあった、と？


作：そーゆーこと。


　　ルナの話に関しては、一行たりとも文章化していないんだけど……


　　そーいった背景があって、ある日ある時、ドラゴンマガジン創刊号を手に取って、第一回ファンタジア長編小説大賞の募集を見て、「おしっ！　応募しようっ！」と。


Ｌ：ほとんど発ほつ作さ的に思い立った、と。


作：おうっ！


　　──で、とりあえず下書き、っつーことで、大学ノートに書きはじめたんだが──


　　これは、「スレイヤーズ！」じゃあなかった。


　　ざっとあらすじは決めてあったものの、途中であっさり行き詰まったんだな。これがまた。


Ｌ：けどあの話って、今から考えてみるとスゴいわよねー。


作：まーな。スレイヤーズのいろんなキャラの原型が、まぁ、ぽこぽこ出てくる出てくる。名前は変わってたりするけど。


　　現代ないし近未来を舞台にした、人間主役の、魔族退治話なんだけど……


Ｌ：レゾやゾロムやゼルガディスが魔族で出るわ、神聖樹フラグーン出るわ、第二部「ベゼルドの妖剣」のボスモンスター出るわ……


　　さらに言うとあたしまで出てた。


　　そのまんま「Ｌ」の名前で、人間のフリして魔法道具の店マジツクシヨツプやってて。


　　ほとんどどこぞの魔界都市のお医者さんよねー。


作：そうそう。


Ｌ：……はっ!?　と、ゆーことは、もしあんたが、ちゃんとそっちの話書き上げてれば、あたしの出番ははるかに多かったはずっ！


作：（ぎぎくぅっ！）……ま……まあ、それが入選していれば、の話だろ？


　　スレイヤーズとは雰囲気もぜんぜん違った話だったから、そっち出してれば、あっさり落選、日の目も見ない、なーんてこともあったかもしれんぞ。


　　そう考えれば……


Ｌ：……う……うーみゅ……ま……たしかに、全然日の目を見ないよりは……


作：だろ？


　　で、その話は途中で行き詰まったわけだが……


　　「うああっ！　このままでは締しめ切り間に合わんっ！　ストーリーをじっくり考えてるヒマもないっ！　おしっ！　こーなったらぶっつけ本番、考えながら書くとゆーことでっ！」と、ゆーので書きはじめたのが「スレイヤーズ！」。


Ｌ：ぶっつけ本番？　完全に？


作：ぶっつけ本番。


　　「ぶっつけでやるとなると書きやすい形式にするしかないっ！　よしっ！　女の子の一人称だっ！　主役は……うむっ！　高校の時に考えてたあの話から、妹（？）のリナの方連れてこようっ！　けど、十歳の女の子でひとり旅、ってのは無理あるから、十五くらいにしようっ！　剣や魔法の世界にメカおたく、ってのはないから魔法おたくだっ！」てなあたりのことを、たしか三十分ほどで決めて。


Ｌ：ほんっとインスタントな話ね……


作：おうっ！


　　行き詰まった時には、例の挫ざ折せつした話から、キャラやエピソード引っ張ってきたりして。


　　リナたちが魚釣つりとかしてた時には、レゾだの魔王だのなんて、出す予定すらなかったからなっ！


Ｌ：ンじゃあ、いつ頃決めたわけ？　そのあたり出そう、って？


作：……えーっと……はっきりとはおぼえてないけど、ロディマスの夜や襲しゆうのさわりの部分書いてた頃だったよーな……


Ｌ：……をい……


　　本気でいきあたりだよ……それ……


作：その頃は会社勤めしてて、行き帰りに、自転車しゃこしゃここぎながら、「うーん。このあとどーしよーか……ま、いーや。安直だけど、ＲＰＧ風ファンタジーなんだから魔王出しちゃえ[image: ]」って、冗じよう談だん抜きで、このスピードで決めた。


Ｌ：……あんた……ファンタジーナメてるでしょ……？


作：……いや……俺も実はそう思う。


　　ンなもんで作オ者レ自身、スレイヤーズをファンタジー小説、と言うのにはとことん抵抗がある。


　　……ま、作者わたしも、あれは、ファンタジー小説ではなく娯ご楽らく小説のつもりで書いてるけど……


Ｌ：そーすると、自転車しゃこしゃこやりながら、考えついたこともけっこー多い、と？


作：おうっ！　重破斬ギガ・スレの呪文なんぞも、夜の道を自転車こぎながら「闇よりもなお暗きもの……」とか、ぶつぶつ言いながら考えた。


Ｌ：……トモダチになりたくないわね……そーいうの……


作：ほっとけっ！


　　……で、できた「スレイヤーズ！」を送ったわけだが、その当時は、ラストがもっとご都合主義な終わりかたしてた。


　　で、「いやー。どーせやっぱし落ちるだろーなー」とかって思って、第二回に応募するための原稿書きかけてたところに……


Ｌ：「入選したよー」てな通知が来た、と？


作：そーゆーこと。


　　むろんこの時点で、まさか、シリーズ化されたり、ここまで大きくなったりするとは全然思ってなかったもんだから、純魔族のゾロム相手に、リナがへーきで火炎球フアイアー・ボールぶちかましてたりする、とゆー。


Ｌ：なるほどー。


　　ところで、その書きかけてた、第二回に応募する予定だったおはなし、ってどーなったわけ？


作：いやぁ。それが例の、途中で挫折してた話のリニューアル版で。なにしろ「スレイヤーズ！　が落選してる」とゆー大前提のもとで書いてるもんで、ネタがもぉダブりまくり。


　　結果、発表不可能となっちゃいました。


　　けどまあ、結果、このスレイヤーズが好評をいただくことになったわけだから……


Ｌ：なるほど。フランス語で言う「結果オーライ」って奴ね。


作：……なぜフランス語……？





　神の魔法は使えるか？




Ｌ：けどこれって、ふと気がつくと、「スレイヤーズ誕たん生じよう秘話」っつーより、単に「おっさんの思い出話」になってない？　いつの間にか？


作：誰がおっさんだっ!?……まあ……たしかに……年齢からいくと……ぶちぶち……


　　──って、ンなことは置いといてっ！


　　なら、話をもとに戻して……えーっと……何の話だっけ……？


Ｌ：郷く里にの姉ねえちゃん。ちなみにその前が魔族の話。


作：おー、そーだそーだ。


　　それに関連して、魔法の説明しとかなくっちゃなー、とか思ってたんだ。


Ｌ：たしかに。「なんか知んないけど不ふ思し議ぎなスゴい力なんだ」って程度に解釈して読むには何の不都合もないけど、いざ系統立てて理解しよう、とか思った時、たしかに説明不足な部分あるもんねー。


　　よく聞く疑問が、「なぜ人間のリナより魔力大きいはずの魔族が、竜破斬ドラ・スレとか使わないのか？」というのと、「魔族の力を借りた黒魔法はあるのに、神の力を借りた魔法はないのか？」ね。


作：なぜ魔族が竜破斬あれ使わないか、に関しては、本編八巻「死霊都市の王」でも、フィブリゾのセリフに少しありましたが、他の魔族の力を借りる、というのは、自分の力、自分の存在を否定するようなもんだから、ということです。


　　力を借りる相手が、自分より高位の魔族であろうとそれは同じ。


　　いつかゼロスがやったように、人間のふりをする必要があって精せい霊れい魔術を使う、くらいならともかく（それでも多少のダメージはありますが）同じ魔族の力を借りた黒魔法となると……


　　特に彼らは本来精神生命体ですから、そーゆーことをすると、自分の存在そのものが危うくなって来ます。


Ｌ：まー言っちゃえば、サラリーマンが、しごとひとつ命じられて、引き受けたあとで「いやぁ。やっぱしこのしごと、私じゃあ無理ですわ。すんませんが部長、ちょいとお力ぞえ願います」とか言って、しごとが終わったあとで首切られたり左さ遷せんされたりするよーなもんね。


作：……うーん……的確なよーな外れてるよーな……


Ｌ：ちなみに、ブラス・デーモンやレッサー・デーモンが、炎の矢なんかを使ってるけど、あれは、人間の魔道士が精霊力を借りて炎の矢を出してるのに対して、下級デーモンたちは自力で炎の矢を生み出してるから。


作：神様の力を借りた魔法とゆーのは……あの世界、とゆーか、「スレイヤーズ」の舞台となっている区域では使えません。


　　……ま、たしかに、赤の竜神スイーフイードの残していった四体のうち、火竜王、天竜王、地竜王はいまだ健在で、本来ならその力を借りることも可能なのですが……


Ｌ：そこで引っかかってくるのが、さっき話題に出た降魔戦争の時、水竜王の力を弱めるため、シャブラニグドゥ腹心のうち四人が、あの区域に張った「神封じの結界」ね。


　　水竜王健在の時は、その力を弱める働きをしてたんだけど、水竜王亡き今となっては、外部の竜王の力を遮しや断だんする働きをしてるわけね。


作：「スレイヤーズ」の舞台となっているのは、広さにしてヨーロッパ地方ほどのものなんですけど、海と砂さ漠ばくとで、ほかの区域とは少し孤こ立りつしています。


　　本来なら海も砂漠も、越えられないほどのものではないのですが、砂漠には冥王の、　三方の海には海王、獣王、覇王の結界拠点があるせいで、自然の脅威プラス魔族たちの障しよう気きのせいで、交流は不可能になっています──じゃない、なっていました。


Ｌ：あ。そーか。「死霊都市の王」で冥王あいつ消えちゃったから……


作：……またひとごとみたいに……


Ｌ：……うくっ……!?


　　と……とにかく、冥王が消えたってことは、結界の一部が崩れた、ってことで……


　　とゆーことは、今ならあの区域の中でも神の力を借りた魔法使ったり、砂漠越えたりできる、ってことよね？


作：そーだな。


　　……って言っても、そこに住んでる連中が、そのことに気づいて砂漠越えてみたり、神の力を借りた呪文開発して実用化させるには、けっこー年月かかるだろーけど。


　　と、ゆーことで、あの世界でリナたちが使ってる「白魔法」ってのは、神様の力借りた魔法じゃないわけだな。これが。


Ｌ：……ンじゃああれって一体何？


作：早い話が、あの区域に住んでる連中が、回復だの浄じよう化かだの、いわば神サマ的なイメージのある魔法を勝手に「白魔法」って呼んでるだけで、実際は、精霊魔法だな。





　魔道士協会事業報告




Ｌ：そーいえば、あの世界の中で、魔道士協会、なんてなものがあって……いろんな話に出てくるけど、なんだかよくわかんないのよねー。


　　一見して、各地でやってることバラバラみたいで。


作：ん。各地でやってることバラバラ。


Ｌ：……そぉ……


作：えーっと、なにしろ、魔族がやたらと横行し、なにかと物ぶつ騒そうなあの区域のこと。自衛なんかを目的に、魔法を修しゆう得とくしたい、って人間は多々いる。


　　個人個人で弟で子しとか取って、「これも試し練れんじゃ」とかやってると、とうてい間に合わない。


　　そこで設立されたのが魔道士協会。


　　とは言っても、いきなり「火炎球フアイアー・ボールの使い方教えてくれ」とか言われてほいほい教えてたんじゃあ、それこそ悪用者続出するから、教えるのはあくまで、理論や概がい念ねんのみ。


Ｌ：ま、言っちゃえば学校ね。知識は教える。けどそれだけ。それを実際にどう役立てるかは個人次第、ってね。


作：そーゆーこと。


　　基本的なシステムも学校なんかと同じで、魔道士になりたい、って奴からは授業料をもらって、講義をしたり、魔道書を閲えつ覧らんさせたり。


　　リナなんかも、小さい頃、姉キヘのコンプレックスから、親にねだって魔道士協会に通わせてもらって──


Ｌ：あんなのになっちゃった、と。


作：……まあな……


　　ほかにも、魔道士協会の収益としては、旅の魔道士にしごとを仲介して依い頼らい料をピンハネ……もとい、仲ちゆう介かい料をもらったり、明かりライテイングなんかの、害のない簡単な呪文を、そこいらの一般市民に有料で教えたり。


　　研究開発した、浄化呪文とかの、神がかりっぽい魔術のノウハウを、裏で、神殿の関係者なんかに売り渡したりもするし。


Ｌ：をいをい。


作：裏で──って言っても、やましい取引、という意味じゃなく、世間一般のひとには、そーいう取引が行われていることを知らせない、とゆー意味で。


　　あと、隔幻話ヴイジヨンを使った、有料メッセージ・サービスとか。おかかえ魔道士を欲しがっている、領主・国王とかへの魔道士推すい薦せんとか。


　　──もちろん、軍事・違法行為には利用しない、って前提条件つきで。


　　そういった運営は、協会常駐の魔道士たちがやっていて、その資金は研究費用などにあてがわれたりします。


Ｌ：……てことは……多角経営の大学チェーン？


作：そう。そのまんま。


　　ところが困ったことに、本店……というか、本部が存在しない。


　　昔はあったんだけどね……サイラーグに……


Ｌ：……魔獣ザナッファーに潰されちゃった、と。


作：そう。ぷちっ、と。


　　ンでそれ以来、統とう括かつするところがないもんだから、基本路線は変わらないものの、細かいところでは、各地で全然やりかたが違ってたりするとゆー。


　　ま、ざっとそんなところかな。


Ｌ：ふーん。


　　ところで、名前の出た魔獣ザナッファーって、ゼロスのセリフによると、うっとーしーよーなたいしたことないよーな、ビミョーな表現だったけど、結局、どの程度の魔族相手に通用するわけ？


作：うーん……カンヅェル程度の力を持った魔族になら通用しないだろーな、って程度。


Ｌ：……それってひょっとして……弱いんじゃあ……？


作：純魔族に対しては、な。


　　けど、ブラス・デーモンやレッサー・デーモンなんぞの亜魔族に対してなら、絶対的と言ってもいいくらいの力を発揮するわな。


　　もし仮に、人間とかと魔族との全面戦争、ってことになったら──


　　純魔族は、たしかに圧倒的に強いけど、なにしろ数がとことん少ない。


　　となればどーやったって、魔族がわの主力はブラス・デーモンやレッサー・デーモンなんかになる。その時に、人間がわが、もし、量産タイプ・ザナッファー、なんてものを投入してきたら……


Ｌ：なるほど。魔族がわは、たとえ結果的には負けないにしても、楽な戦いにはなんないわね。


作：実際、魔族全員が一斉に動けば、「スレイヤーズ」の舞台になっている人間を全滅……は、無理か。郷く里にの姉ねえちゃんみたいな無体なのいるから。


　　ともかく、全滅に近い状態に追い込むことは十分可能なわけなんだが、それをやって疲ひ弊へいしたあと、赤の竜神スイーフイードの残した三体の竜王にちょっかいかけられたら、それこそひとたまりもないだろーし。


Ｌ：そーねー。それに、恐怖や憎悪なんかを栄養にする魔族にとっては、少なくとも、世界の消去って目的達成の時まで、やっぱし人間は、「生かさず殺さずいびり倒す」のがベストよねー。


作：……いや……ンなすずしい口調で同意を求められても……





　そして……




Ｌ：うーん……この世界じゃあ、リナたちもピンチではあるけど、魔族もピーンチ！　ってとこね……


　　くくぅっ！　これもひとえに部下のＳのせいっ！　あとで思いっきし殴なぐっとこ。


作：……案外おまえにいびられるのが、魔王弱体化の理由だったりして。


Ｌ：[image: ]っ……!?


　　……そ……そんな程度で弱よわ音ねを吐はくよーな奴なんて魔族じゃないわっ！


作：……いや……ふつー、お前にこづかれたら、たいがい滅びると思うぞ。冥王ヘルマスターみたく。


Ｌ：冥王あいつは……きっと体が弱かったのよっ！


作：どんな冥王ヘルマスターだっ!?


Ｌ：けど実際、他の世界では、魔王たちがんばってるのに。


　　闇を撒くものダーク・スターは……がんばりすぎて、ちょっぴし暴走してるけど……蒼穹の王カオテイツク・ブルー、白霧デス・フオツグなんかは、それぞれの世界で互角の勝負してるし……


作：……なんぞといちいち名前あげても、ふつーの読者は覚えとらんと思うぞ。リナの持ってる魔血玉デモン・ブラツドの呪符タリスマンに、それぞれ力を貸してる魔王のことなんぞ。


Ｌ：はぁうっ！　つめたいっ！　みんなっ！　それでも魔族ファンなのっ!?


作：いや……魔族ファンってのは少ないと思うぞ……人気投票やっても、マイナス票が滝のよーになだれ込むし。


Ｌ：うぐっ……！


　　おしっ！　こーなったらイメージチェンジを目指すのよっ！


　　これからは魔族のみんなも、もっとソフトかつ紳しん士し的に滅びを撒まくのよっ！


作：どーしろとゆーのだ……その命令は……


Ｌ：くくぅっ！　魔族の将来暗いのねっ！　いやもとから暗かったって説もあるけど。


　　一体どーなっちゃうのかーね？　この世界の魔族は？


　　……ってな質問はナシ、だったわね。たしか。


作：まーなー。ここで、これから先のことバラしちゃうわけにいかんからなー。


　　たとえば今「本編で誰々は死んじゃう」とかって書いたら、このあと読んでも、なんか気分が違ってくるだろーし。


　　──あくまでたとえだけど。


Ｌ：ンじゃあ、あんまりさしさわりのないところで聞くけど、第一部で人気あったゼルガディスやアメリア、今後第二部に出てくる予定とかってあるの？


作：んーむ……正直言って、今のところはないんだけど……


　　実際、本編二巻「アトラスの魔道士」書いてた時には、以降にゼルガディス再登場させるつもりも、「サイラーグの妖魔」にランツ再登場させるつもりもさらさらなかったからなー。


　　それが……


Ｌ：きっちし出てきちゃってるわねー。


作：まーな。


Ｌ：早い話が、行き当たりばったり、どうなるかわかんない、ってことね。


作：い……いきあたりばったり、とまで言われると、さすがにちょっと抵抗が……


Ｌ：ゼルガディスの名前が出たんで、ついでに聞くけど、ゼルが人間に戻る予定、ってあるわけ？


作：ふっ。それに関しては秘密、とゆーことで。


　　いろいろと考えてることはあるけど、第一部終了、第二部開始時点で、人間に戻れていないことは確かだから……


　　ま、可能性はある、とだけ答えておきましょう。


Ｌ：なぁぁにをえらそーに。


　　実は考えてない、なんてことだったりするんじゃあないでしょーね？


作：いや。考えてはあるんだけど……読んでるひとの想像の余地は残しといた方がいいし、今後ゼルとかが本編に乱入してくる可能性も考えると……


Ｌ：はぁうっ！　作者あんたにしては計画的な答えっ！


　　うーむ。成長したわねー。


作：……おいおい……


Ｌ：えーっと、ほかにはー……（視線をしばらく宙に這はわせ、やがて、こほんっ、と小さくせき払い。さりげなさを装よそおって）


　　そうそう。あたしの……


作：出番はないぞ。今後一切。あとがき以外。（きっぱり）


Ｌ：……………………………………………………………………………………………………


作：そうそう。これを言わなきゃ噓うそになる。


　　このシリーズ・タイトル「スレイヤーズ」の名の由来っ！


　　スレイヤー、直訳すると殺さつ戮りく者しや。（ちなみに「スレイ」で辞書を引くと、アメリカの俗語で、観客を大笑いさせる、なんて書いてあったけど……それはさておき）


　　ファンタジーものや、ＲＰＧの中で、ドラゴン・スレイヤー、ってな感じで剣なんぞによくその名が冠かんしてあったりしますけど。


　　……まあ最初、ファンタジア大賞に応募した時には、魔族だのモンスターだのを「やっつける」から「スレイヤー」。でも複数だから「スレイヤーズ！」てな具合に、話を書き上げたあとに、てきとーにつけちゃいました。


　　でもって最近、タイトルに関するこじつけネタを思いついたので、小説の中では書けないだろーから、ここで、正式発表としちゃいます。





　　「スレイヤーズ」すべてのエピソード終了後、リナの知名度は、さらに輪をかけて高くなり、同世代以降の魔道士たちからは、こう二つ名で呼ばれることになる。


　　「魔を滅する者デモン・スレイヤー」リナ＝インバース──と。





　　──とまあ、いろいろ長々雑談、設定、うら話、えんえんやって来ましたが、話題も尽きたしページも尽きた。


Ｌ：……そぉ……終わるわけね……


作：を？　えらく最後は静か……


　　……って、はうっ!?　何のつもりだっ!?　手にしたそのピッケルはっ!?


Ｌ：んっんっんっんっ。だいたい想像つくでしょーが？


　　よぉぉくもいろいろ言ってくれたわねー？


　　それなりの覚かく悟ごはできてるんでしょーね？　も・ち・ろ・ん？


作：ち……ちょっと待てっ!?　魔族のイメチェンに、ソフト路線を押し進めるんじゃあなかったのかっ!?


Ｌ：ンなどこかの外報部長みたいなことやってられるわけないでしょーがっ！


　　やっぱし魔族は魔族らしくっ！


　　それにっ！


　　巨大バージョンとはいえど、やっぱし「スレイヤーズ」のあとがきには、これがなくっちゃ！


作：ま……待てぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?





　ざす。





Ｌ：──とまあっ！


　　まわりが静かになったところでっ！


　　ながながとおつきあいいただきました、超巨大あとがき「スレイヤーズうら話」


　　このへんで、おひらきとさせていただきます。







（ぺこりっ、とおじぎをするＬ。ちょんっ！　と拍ひよう子し木ぎが鳴って──幕）　　
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